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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは一通の奇妙なメールから始まった。

　どこにでもいるしがないアラフォー男だった大おお下した敏とし樹きは、町まち田だと名乗る女性の手で突如異世界へと飛ばされた。

　その後、四苦八苦したものの、膨大なポイントを得て便利なスキルを数多く習得し、異世界と日本とを行き来できるようになった。

　様々なスキルと日本の便利グッズを駆使して異世界の森を生き抜いた敏樹は、ロロアという心優しい女性に出会った。

　一度ロロアを山賊に攫さらわれかけたが、無事助け出し、さらに山賊のアジトへと忍び込んで囚われの女性たちを救出した。

　そして、ロロアの暮らしてきた集落の住人や、救出した女性たちと協力して山賊団を壊滅させた。

　それから数日が経たち、一連の騒動はある程度落ち着きを見せていた。

　アジトから救出した女性たちをいつまでも集落に留とどめておくわけにもいかず、そろそろ彼女たちを故郷や希望の場所へ送り届けようかという話になった。

　その出発を間近に控えた、そんなある日のこと、敏樹は集落の長おさでありロロアの祖父でもあるグロウとともに山賊団のアジト跡地へ来ていた。

　敷地内のテントや家はすべて解体され、集落に持ち帰られており、ほとんど更地になっている。

　その何もない敷地の中央部に、身ぐるみを剝はがされた山賊たちの死体が積み上げられている。

「わざわざ付き合ってもらわなくてもいいんですけどね」

「いや、儂わしも立ち会うべきだろう」

　山賊団の壊滅に関してはできるだけ秘匿するという方針なので、この死体も人目につかないほうがいいのだが、いつまでも〈格納庫ハンガー〉に保存しておくのはあまり気分のいいものではない。

　森の奥地に置き去りにすればいずれ魔物が処理してくれるのだろうが、日本人として〝死んだらみんな仏さま〟という考えが染みついている敏樹としては、いくら最低最悪の人間だったとしても死体に鞭むち打うつようなことはしたくないのである。

　しかし、家族を奪われた住人や、人生をめちゃくちゃにされた女性たちの前でその死体を丁重に葬るわけにもいかず、人目につかず処理しようとアジトを訪れていた。

　念のため長おさであるグロウにだけ許可を取るつもりで話したところ、彼も同席すると言い出したのだった。

「では、はじめます」

「うむ」

　そう宣言したあと敏樹が軽く念じると、死体の山に青白い炎がぼうっと現れ、あっという間にすべての死体を包み込んだ。

　この世界で死んだ者は一定の割合でアンデッドとして起き上がるので、基本的に死者は荼だ毘びに付される。

　火葬が一般的であると言うことは、それに特化した魔術もあるわけで、敏樹がいましがた使ったのは【葬そう火か】という死体処理専用の魔術だった。

　生きている者に使っても生温かく感じられる程度のもので、アンデッドにすら効果がない青白い炎は、〝動かなくなった死体のみを灰にする〟というふうに効果を限定することで、死体処理の効率を大幅に上昇させることができるのだ。

　生者にほとんど熱を感じさせない青白い炎は、ものの数分で約二〇〇体もの死体を灰に変えてしまった。

「ふぅ……。さて、ここをどうするかですが」

　集落よりも一回り広い土地である。

　山賊団『森の野狼』はこの場所を、裏でつながっている人物たちにも秘匿していたようで、いまのところこの場所を知るものは敏樹たち以外にはひとりもいない。

　しかしいずれ街と集落の交易が再開され、人があの交易路を通るようになると、深い森を抜ける必要があるとはいえ交易路から半日の距離にある土地なので、誰かに見つかる可能性は高いだろう。

　そしてまたよからぬ連中に占拠でもされようものなら、やっかいなことこの上ない場所だった。

「ふむう。まぁ集落から二日程度の距離だし、儂らで上う手まく使わせてもらおう」

「ああ、それがいいかもしれないですね」

　後年、ここには集落と街とを行き来する人々のための宿場町ができることになる。




　──そして出発当日。

　集落を離れる敏樹とロロア、九人の女性たち、そして彼らを見送りに来た住人が、入口近くに集まっていた。

「お祖じ父いちゃん、いってくるね」

「うむ。ロロアよ、気をつけてな」

「はい。伯お父じさん、それにみんな」

　グロウの手を取って挨あい拶さつを済ませたロロアは、集落の入口に集まった住人たちのほうを向いた。

「お世話になりました！　私、この集落で過ごせて、とても幸せでした」

　住人たちの間から歓声が上がる。

「気をつけてなー」

「ロロアちゃん、怪け我がと病気に気をつけてね」

「たまには帰っておいでよー」

　住人たちからの激励を受けながら、ロロアは目に涙を溜ためて深々と頭を下げるのだった。








一章　おっさん、故郷を案内する









　敏樹、ロロアとともに集落を出た女性たち。すなわち、双剣を扱う犬獣人のシーラ、商人の娘ファラン、ハーフエルフの弓使いメリダ、魔術師ライリー、衣服や革製の装備作成が得意なドワーフの姉妹ククとココ、鋼鉄の大盾を扱う熊獣人のベアトリーチェ、洗い物が大好きな浣熊アライグマ獣人のラケーレ、裏方で料理などを担当していたクロエは、敏樹が運転する自動車と、その自動車が牽けん引いんするキャンピングトレーラーに乗り、かつて集落と街とを結んでいた旧交易路をのんびりと進んでいた。

　敏樹が異世界と日本とを行き来できるようになった比較的早い段階で、バイクと自動車を用意していたのだが、〝地面から持ち上げ得なければならない〟という〈拠点転移〉で物を運ぶ際の制限のせいで、バイクはともかく自動車をひとりで異世界へ持ち込むことができなかった。

　その自動車をいかにして異世界へと持ち込んだかについては、少し時間を遡さかのぼって説明せねばなるまい。





＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊






「うわー、これだけでひと財産だねー」

　集落の空き地に並べられた物資を見ながら、ファランが感嘆の声を上げる。

　敏樹は森の野狼のアジトを攻めた際、宝物庫の物資はおろか、敷地内のテントや家屋、城内にあった、家具調度品雑貨衣類などあらゆるものを〈格納庫〉に収めていた。

　さらに山賊の死体もひとつ残らず収納し、『分解』機能を使って死体と装備品を分け、それらすべてを『調整』『修繕』機能で可能な限り状態をよくしていた。

　その一部が空き地に並べられている。

「現金だけでもすごいよね。それに物も中古とはいえこれだけ綺き麗れいになってたら、それなりの値段で売れると思うし。あ、それはそっちに、その辺の服は畳んでひとまとめにして、そこいらに積んどいて」

　ファランの指示で水精人たちがテキパキと動く。

　現在ファランは戦利品の仕分けをしていた。

　商人を夢見る彼女には〈目利き〉〈算術〉〈交渉〉といったスキルを習得させており、その訓練もかねて敏樹が提案したところ、ファランは喜んで引き受けてくれた。

「よし、こんなもんかな。じゃあトシキさん、次お願いねー」

「おう」

　ブルーシートが広げられた広場に、鎧よろいや剣などが雑多に並べられる。

「うへー、まだこんなに？」

「これで最後だよ。よく頑張ったな」

「にししー！　褒めて褒めてー」

　ファランが敏樹に抱きつき、頭を擦り付けてくる。
















　一五歳という年齢の割りには発達した身体からだを押しつけられ、ふわりと漂う女性の香りに鼻び腔こうを刺激された敏樹は、少し戸惑ってしまった。

　ここで変な気を起こせば事案である。

「ううー、トシキさーん、ボク頑張ってるよねー」

　しかしこうやって甘えてくる姿を見ると、歳相応の女の子だなと、少し穏やかな気分になり、敏樹はファランの頭をわしゃわしゃと撫なでてやりながら、回復術で軽く疲労を取ってやった。

「よしよし。もうすぐ終わるから、あともうちょっとだけ頑張ろうな」

「はーい」

　敏樹から離れたファランが、再び分類作業に戻った。

　半日ほど続けたこの作業のおかげで、ファランの〈目利き〉レベルは随分と上がっていた。





＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊






「トシさん、このしょう油というのはなんですか？」

　クセのある茶色の髪を短く整えた小柄な女性が、本を片手に敏樹へ問いかける。

　彼女は名をクロエといい、料理を得意としていた。

　実家が食堂を営んでいるらしく、帰ったら店を手伝いたいという彼女の意向により、料理に役立ちそうなスキルを習得させていたのだ。救出直後は長い髪を一つにまとめていたが、〝料理の邪魔〟と言ってバッサリと切ってしまっていた。

「しょう油は……ゴブリンソースに近いかなぁ」

「なるほど……」

　彼女が手にしているのは敏樹が与えた日本語のレシピ本である。

　たまに敏樹が作る日本風の料理──といっても大したものではないが──に興味を持ったクロエが、いろいろ学びたいと言ったので買ってやったものだった。

　そして敏樹は、クロエが日本語の本を読めるように、〈言語理解〉の『日本語』を習得させていた。

　本来異世界の言語にのみ対応している〈言語理解〉だが、タブレットＰＣの所有者が敏樹であるせいか、『日本語』だけは習得可能となっていたのだった。

「でも、しょう油に比べるとゴブリンソースは苦味とかエグみとか強いから、その辺気をつけてな」

「はい。あと、お出だ汁しを取るのになにかいいものはありますかね？」

「ふむう……。この集落には海産物がほんとんど無いもんなぁ……。たしか、椎しい茸たけとかのキノコを天日干しにしたら旨味が出るとかなんとか……」

「なるほど、干しキノコですね。そういえばそんなこと別の本に書いてあったような……」

　などと呟つぶやきながら、クロエは本を片手に去っていった。

　調味料に関しては敏樹が日本のものを提供できると言ったのだが、こちらにあるもので作れないと意味がない、とクロエはレシピ本を元にいろいろ研究しているようだった。

「クロエちゃん、楽しそうですね」

「そうだな」

　敏樹の傍らに立つロロアは、もうフードを被かぶらなくなっていた。

　集落内で過ごすときは、フード付きのマントすら身に着けていない。

「いいなぁクロエちゃん、トシキさんの持ってきた本が読めて」

「ん？　じゃあロロアも日本語覚える？」

「え、いいんですかっ!?」

　半分冗談のつもりで提案した敏樹だったが、ロロアの食いつきが予想以上によく、軽くうろたえてしまう。

「いや、でも、あんま使い道ないし、別のスキル──というか、『祝福』にしたほうがいいと思うけど？」

「いえ、覚えたいです!!　トシキさんの故郷の言葉なら、ぜひ!!」

「そ、そう？」

　ちなみにこの世界の住人にとって敏樹が言うところのスキルは、『加護』『天啓』『祝福』というふうに認識されている。先天的に得たスキルを『加護』、後天的に自力で得たものを『天啓』、そして特殊な技術や施設で他者から与えられるものを『祝福』と呼んでいた。

　結局敏樹はロロアの勢いに押され、『祝福』というかたちで彼女に『日本語』を習得させた。





＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊






「実家に帰らせていただきます」

「……それって毎回言わなきゃダメなんですか？」

　敏樹の宣言に対し、ロロアが呆あきれたように言う。

「うーん、様式美みたいなもんだからなぁ」

「はぁ」

　集落を出ることにした敏樹だったが、旅の準備を整えたり、訪れる頻度は減るであろう集落に対する物資の提供のため、度々実家に帰っていた。

　そして毎回いつもの宣言をするものだから、ロロアは軽く呆れ気味だったのだ。




「とりあえず、明日には帰ってくるから」

「はい、お気をつけて」

「じゃ、改めて……実家に帰らせていただきま──」

「きゃっ」

「──え？」

　敏樹がいつもの宣言とともに〈拠点転移〉を発動した瞬間、ロロアが短い悲鳴を上げて寄りかかってきた。

　ふと視線をずらすと、シーラとファランがいたずらっぽい笑みを浮かべているのが見えたが、すぐに視界は真っ白に染まり、次の瞬間には実家の仕事部屋に転移していた。

　腕の中には、ロロアがいた。

「ロロア、大丈夫か？」

「あ……は、はい。ごめんなさい、突然誰かに押されて……えっ!?」

　おそらくはシーラとファランに押されたのだろう。

　最初はそのことに戸惑っていたロロアだったが、少し落ち着いたところで周りの景色が変わっていることに気づき、驚きの声を上げた。

「えっ？　あれっ!?」

　あちらの世界で何度か〈拠点転移〉に同行したことのあるロロアは、白い光に包まれたあと、突然景色が変わるという事象については何度か経験しているにもかかわらず、時間が経たつごとに驚きと戸惑いが増していくようだった。

「はわぁ……」

　淡い模様の入った明るい色の壁紙、布団が敷きっぱなしの、分厚いマットレスを敷いたベッド、外が完全に透けて見える透明なガラス窓、金属フレームのラックを組み合わせて作った作業台に載った数台のＰＣとモニター等々、数え上げれば切りはないが、それらはロロアが見たことはおろか、想像すらしたことのないものばかりだった。

　そんな未知の物があふれる空間を、ロロアはポカンと開けた口から少々間の抜けた声を漏らしながら、キョロキョロと見回していた。

「おーい、ロロア？　だいじょうぶ？」

「ふぇ？　はっ!?　ご、ごめんなさい、私ぼーっとしちゃって……」

　敏樹の呼びかけにようやく我を取り戻したロロアだったが、驚きと戸惑いが消える様子はなさそうである。

「あ、あの、ここってもしかして……」

「うん、俺の実家。んで、俺の部屋」

〝実家に帰ります〟と宣言したうえで転移したのだから、転移先が敏樹の実家であることくらいは容易に想像がつきそうなものだが、驚きが強すぎて思考がそこにいたるまで随分時間がかかってしまったらしく、ロロアは敏樹の答えを聞いて目を見開くと、慌てて頭を下げた。

「ご、ごめんなさい！　私ったら、勝手にトシキさんのお部屋に上がり込んじゃって……」

「えぇっ!?　い、いやぁ、別に謝らなくても……。というか、むしろ巻き込んじゃってこっちこそごめんというべきか……」

　強いて言うならロロアが勝手に上がり込んだと言うより、不可抗力とはいえ敏樹が連れてきたかたちになるのだから、彼女が謝る筋合いはない。

　そもそも今回のことはシーラとファランのいたずらによるものなので、言ってみればこちらはふたりともが被害者なのだ。

　お互いに謝る必要などないのだが、突然の出来事にふたりとも混乱し、それぞれ〝ついてきてしまったこと〟と〝連れてきてしまったこと〟に引け目を感じてしまい、しばらくの間、不毛な謝罪合戦が続いた。

「まぁ、その……あれだ、来てしまったものはしょうがないし、どうせ明日までは帰れないんだから、俺の生まれ育った町を楽しんでいってよ」

「はい、その……すいません……」

「だから、謝らなくっていいんだって。気持ち切り替えていこう、な？」

「……はいっ、そうですね！　せっかく来たんだし、遠慮なく楽しんじゃいますっ!!」

　と、ようやくロロアは笑顔を見せたのだった。

「…………」

　屈託のない笑顔を浮かべるロロアを見てほっとひと息ついたあと、敏樹は何かに気づいたように彼女の顔をじっと見つめた。

「……あの、トシキさん、どうしました？　私の顔になにかついてますか？」

　突然無言になった敏樹に見つめられて恥ずかしくなり、ロロアは軽くうつむき、視線を泳がせる。

「あ、あぁ、ごめん。なにかついてるというか、なんというか……」

「え？　やだっ！　ホントになにかついてるんですかっ!?」

　敏樹の言葉にロロアは慌てふためき、手で顔をペタペタと触ったり、軽くこすったりし始めた。

「あ、いや、ごめん！　そうじゃなくて、その……そうだなぁ……、髪の毛、見てみて？」

「髪の毛……って、えぇっ!?」

　自身の長い髪を手に取り、視界に収めたロロアが、驚きの声を上げた。

「ちゃ、茶色になってる……」

　青緑だったロロアの髪は、オリーブブラウンに変色していた。

「うん。髪の毛だけじゃなくて目の色も変わってるんだよ、実は」

「そんな……」

　敏樹の言うとおり、黄金色だった瞳ひとみも黄褐色になっており、縦長だった瞳どう孔こうも円形に変わっていた。

「なんで……？」

「うーん、話せば長くなりそうだから、ゆっくり説明しようか」

「はい……」

「ああっ、いや、そんな深刻な話じゃないから！　だから心配しないで、ね？」

　突然見ず知らずの場所に連れてこられたうえに、容姿まで変わってしまったとあっては不安にかられても仕方のないことであろう。

　一時は笑顔を浮かべるまで持ち直したロロアだったが、いまは不安で泣きそうになるのを必死に堪こらえているようであり、敏樹は彼女が落ち着くようになだめながら、自室を出てリビングに向かった。

「おや、敏樹、あんたいたの？」

　そこで、できればいま一番会いたくない人物と遭遇してしまった。

「げぇっ！　母さん!?」

「親に向かって〝げぇっ〟とはなによ。あら敏樹、あなた──」

　敏樹に気づいた母親は、テレビを見ながらソファに身を預けていたはずだが、いつの間にか立ち上がっており、すぐさま距離を詰められた。

「──こちらの可愛かわいらしいお嬢さんはどなた？」

　そして敏樹の陰に半ば隠れていたロロアの前に立ち、普段からは想像もつかないような柔和な笑みを浮かべた。

「あー、えっとこの娘こは、その……」

「どーもはじめまして、敏樹の母でございます。いつも息子がお世話になってますわねぇ」

　息子が連れてくる女性は例外なく嫁候補とでも思っているのか、敏樹の母親は好印象を植え付けようと、穏やかな口調で語りかける。

「ちょ、おい、なに勝手に……」

「あ、えっと、その、ロロアといいます。いつもトシキさんにはお世話になっています」

「あらぁロロアちゃんっていうの？　外国の方かしら？　ねぇ敏樹、こんな可愛い子とどこで出会ったのよ？」

「か、可愛いだなんて、そんな……」

　ぐいぐい詰め寄る母親と、照れてうつむきながらも口元を緩めているロロアの姿に、敏樹はため息をついた。

「はぁ……。あれだ、ロロアとは、その……仕事先で、だな」

「仕事って、新しく始めた海外飛び回ってるっていうやつ？」

「そう、それ！　仕事先でいろいろと手助けしてくれてね」

　その時、表から短いクラクションの音が聞こえてきた。

「あらやだ、もうこんな時間？」

　敏樹の母親は時計を見て時間を確認し、慌てた様子でふたりのもとを離れていった。

　そしてテキパキと外出の準備を整えていく。

「じゃ、ご近所さんと出かけてくるから。またゆっくり話聞かせなさいよ」

　そう言い残して、母親は玄関から出ていった。

「はぁー……、行ったか」

　うるさい母親がいなくなり敏樹は安あん堵どの息をつく。

「ごめんな、騒がしい母親で」

「いいえ、そんな……」

　とは言いつつ、ロロアもどこか安心した様子だった。

「じゃあ、いろいろと説明するから適当に座ってて。お茶でも淹いれるよ」
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「異世界、ですか？」

「そう、異世界」

　ロロアのために甘いカフェオレを、自分にはブラックコーヒーを淹れたあと、敏樹は例のメールを受けてからロロアと出会うまでのことをできるだけ嚙かみ砕くだいて話し聞かせた。

「うーん……、そう言われましても」

　しかし集落からほとんど出たことのないロロアにとっては、たとえば大きな街ですら別世界に見えるだろう。

　彼女にとってみればいわゆる〝住む世界が違う〟という意味で使われる別世界と、文字通り異なる世界という意味での異世界との区別が上う手まくつかないようである。

「そこで、その髪と目の色だよ」

「髪と、目……？」

　小首を傾かしげるロロアに、敏樹は用意していた手鏡を渡した。

「ほら、髪の色もだけど、目の色も、瞳孔の形も変わっているだろう？」

「あぅ……は、はい……」

　まだ見慣れぬ自分の姿に、ロロアは戸惑いを隠せないようだったが、敏樹は気にせず続けた。

「さて、ロロアの住む世界には、君やシーラのような獣人、ククココ姉妹のようなドワーフ、メリダのようなエルフ──まぁ彼女はハーフだけど──、あとファランやクロエのようなヒトが存在する。それらをみんなひっくるめて人、あるいは人間と呼ぶ。そこまではいいね？」

「えっと、はい」

「でも、こちらの世界、つまり俺の実家のある世界の人間は、ヒトしかいない」

「え……？」

「それに、髪の色だって多少の濃淡はあれど黒、茶、金、あとは白髪くらいで、ロロアみたいな青緑の髪は自然には存在しないんだ。目の色も、いまの黄色がかった茶色ってのはあるだろうけど、それより明るい金色というのはないだろうね」

「そんな……」

　ロロアの住む集落の住人のうち、ヒトに近い姿をもつ水精人はみな青系の髪を持つので、彼女にとって青緑の頭髪は自然であり、瞳の色に至っては、住人全員が黄金色である。

「で、だ。俺の持つ加護に〈世よ渡わたり上じよう手ず〉というものがある」



〈世渡上手〉

　スキル所持者および同行者が異なる世界を訪れた際、訪問先の世界に最適化される。





　同じ世界の上でも、遠く離れた国に行けば環境の違いで体調を崩したり、感染症や寄生虫に悩まされることがある。

　ましてや異なる世界ともなれば何が起こるかわからないといってもいいだろう。

　そのように異なる世界間を人が行き来する際の問題を調整する〈世渡上手〉というスキルについて、敏樹は以前町田から説明を受けていたことを思い出した。

「つまり、こちらに存在しない髪の色だから、私の髪の色が変わったんですか？」

「そういうこと。さらに、この世界には魔法がない！　『祝福』もなければ『加護』もない!!」

「ええっ!?」

　容姿が変わったことにすらまだ納得がいっていない状況で、さらに彼女にとっての常識をくつがえすことを言われたロロアは、大きく目を見開いて驚きの声を漏らした。

「論より証拠。ロロアは水精人の血を引いてるから、ちょっとした魔法くらいは使えるんだよね？」

「は、はい……。弱い風を起こすくらいなら……」

「じゃあ試してみて」

「わかりました」

　いまいち事情を飲み込めていないロロアは、戸惑いの表情をうかべつつも、静かに目を閉じ、軽くうつむいた。

　しかし五秒も経たないうちに顔を上げ、啞あ然ぜんとした様子で目を開く。

「魔法が……使えません……」

　絞り出すようにそう呟つぶやいたあと、さらに続ける。

「魔法をどうこう以前に、魔力が感じられません……」

　冷静な状態であれば、この世界に魔力が存在しないことをもっと早くに気づけたのだろうが、突然の出来事に驚き、さらに異世界がどうのこうのと難しいことを説明されて混乱の極致にあったロロアは、あって当たり前のものがないという事実に少なからず怯おびえながらも、ここが異世界であるということを実感し始めた。

「ロロア、大丈夫？」

「あ……はい、大丈夫、です……」

　そう答えたロロアだったが、顔色は悪く、表情はすぐれない。

　これまで当たり前のように存在していた魔力というものが感じられない、ということに対する不安を、敏樹は共有してやることができない。

　といって、いまの不安な状態のまま彼女を放置するわけにもいかず、敏樹は少し悩んだあげく、意を決してロロアを抱き寄せた。

「え？　あ、あの、トシキさん……？」

　突然の出来事に戸惑うロロアの言葉を無視し、いつかしてもらったように、敏樹は彼女の頭を胸に抱いた。

「いろいろ不安なことはあると思うけど、明日になれば帰れるし、そうすれば全部元通りになるから。それまでは俺が一緒にいるよ」

「トシキさん……」

　こわばっていたロロアの身体から力が抜ける。

「ありがとうございます……」

　小さく呟いたあと、ロロアはしばらく敏樹に身を預け、少し速い彼の鼓動に耳を傾けるのだった。




「もう、大丈夫です。ありがとうございました」

　数分ほど身を寄せ合ったあと、ロロアの言葉を合図に、ふたりは離れた。

「うん、よかった。体調とか大丈夫？　違和感とかない？」

「大丈夫です。心配かけてごめんなさい」

「いきなり異世界に飛ばされたら不安になって当たり前だからね。謝らなくていいよ」

　敏樹はふと、自分が最初に飛ばされたときのことを思い出していた。

「どうする？　明日帰れるようになるまでウチでゆっくりしていく？」

　その質問に対し、ロロアは軽く首を振った。

「元々こちらに用があって帰ってきたんですよね？　だったら用事をすませないと」

「いや、別に無理しなくても、それは次に回せば──」

「──それに」

　と、ロロアが敏樹の言葉を遮る。

「私、やっぱりトシキさんの町を見てみたいです！」

　そう言って笑ったロロアの顔に翳かげりはなかった。

「そっか……。よし、じゃあ俺の町でショッピングと洒落しやれ込もうか！」

「はいっ!!」

　空元気を出しているように思えなくもないが、多少なりとも調子を取り戻したらしいロロアを連れて、敏樹はガレージに向かった。

　母親は友人の車に乗せてもらっているようで、ガレージには大下家の軽自動車が駐とめられていた。

「あの、これは……？」

「自動車だよ」

「ジドウシャ？」

「そう。なんていうかな、馬なしで走れる馬車、みたいな？　とにかく乗ればわかるさ」

　言いながら敏樹は助手席のほうにまわり、ドアを開けた。

「どうぞ」

「えっと……、これに座ればいいんですか？」

「うん。そう」

「はい……」

　不安げな様子で車内に乗り込んだロロアは、おそるおそる助手席のシートに座った。

「あ……」

　ロロアの表情が緩む。

　どうやらシートの座り心地は気に入ってもらえたようである。

　ロロアが座ったのを確認した敏樹は、できるだけ音を立てないようドアを閉め、運転席のほうに回って乗り込んだ。

「失礼、これをこうやって……で、ここに、ガチャン」

　そして簡単に説明しながら、助手席のシートベルトを締めてやる。

「あの、これは……？」

「安全のための装置だね。これに乗るときはしなくちゃだめ。危ないから…………むむっ？」

　カチリと留め具がはまったあと、ふと視線を上げると、ロロアの胸の谷間を斜めに通るベルトが目に飛び込んできた。

「あの、なにか……？」

「い、いやっ、なんでもないよ!?」

「……？」

　思わず声が裏返ってしまい、そのうろたえっぷりに首を傾げるロロアだったが、敏樹は慌てて姿勢を正し、自身もシートベルトを締めた。

「じゃ、行こうか」

　なんとか平静を取り戻した敏樹は、キーを回した。

「きゃっ……」

　エンジンの始動音に驚いたロロアが、短い悲鳴を上げる。

「え？　え？　なに？」

　そしてシートから伝わる振動に戸惑い、辺りをキョロキョロと見回し始めた。

「ロロア、大丈夫。こいつは怒ってないから。というか、そもそも生き物じゃないし」

　ハンドルをトントンと叩たたきながら得意げに笑う敏樹を見て、ロロアはカァっと顔を赤らめた。

「わ、わかってますし、それくらい……」

　と言い訳がましくそう言ったロロアは、赤い顔のままぷいっと顔をそらした。

「くくく……」

「……もうっ！」

　そんなロロアの様子を見て、敏樹はからかうように笑っていたが、少し怒ったロロアにパシパシと太ももを叩かれる。

「痛い痛い！　ごめんって。じゃあ、動かすよ？」

「…………わぁ」

　敏樹の言葉を無視し、顔をそらしたまま口をとがらせていたロロアだったが、車が動き出すと思わず感嘆の声を漏らしてしまった。

「ねぇねぇ、トシキさん！　道が黒い！　黒いですよ!?」

　そして、道路に出てからは未知のものが目に入り、ちょっとした怒りなどはすぐに忘れてしまったようだ。

「ああ、こっちの世界はバイクや自動車みたいに車輪を使って移動することが多いからな。アスファルトといってそれに適した素材で出来てるんだよ」

「へえー……。あ、柱がいっぱい立ってます！　それに柱の間にいっぱい紐ひもが!!　あれは罠わなかなにかですか？」

「電柱と電線だけど……また今度ゆっくり説明するよ」

「立派なお家うちがいっぱいありますねぇ。壁が白くて、屋根が黒くて……。そういえば、街には石造りのお家がいっぱいあるってお祖じ父いちゃんが言ってましたけど──」

「いや、このへんの家は大抵木造だな。壁が白いのはなんか塗ってるか貼はってるかだろう。屋根が黒いのは瓦かわらを葺ふいてあるからだね」

「カワラ？」

「そういやグロウさんの家は板いた葺ぶきだったな。瓦ってのは硬くて頑丈な屋根専用の素材だと思ってくれていいよ」

「硬くて頑丈だと何かいいことがあるんですか？」

「うーん、腐らない、とか？　いいやつだと一〇〇年くらい葺き替かえなくても大丈夫、なのかな」

「へええ！　それはいいですねぇ!!　あ！　おっきな建物!!　お城ですか!?」

「いや、ただのマンション。庶民が住む集合住宅だよ」

「集合……ひとつの大きな建物にたくさんの人が住むわけですね？　あ、もっとおっきな建物!!　今度こそお城ですね!?」

「ありゃ工場だ」

　このように、初めて見る異世界の物にロロアが大はしゃぎしているうちに、ふたりは目的地であるショッピングモールに到着した。
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「ふわぁ……。これはさすがにお城ですよねぇ……？」

　ショッピングモールに到着し、軽自動車から降りたロロアは、目の前にそびえ立つ巨大な建物に目を奪われた。

「これはショッピングモールといってな。いろんな商店がひとつの建物に入ってるんだよ」

「商店……これぜんぶお店なんですか!?　こんなおっきな建物が？　全部!?」

「まぁ、一応」

「ふえぇ……」

　今回訪れたショッピングモールだが、規模としてはあまり大きなものではない。

　とはいえ、ここまで驚いているロロアにそれを伝える必要もないだろう。

「あと、この周りにあるのって、全部ジドウシャですよね？」

　ショッピングモールの建物に目と心を奪われていたロロアはほどなく正気を取り戻し、今度は駐車場に目を向けた。

　平日の日中ということもあり、駐車場は半分以上空いているが、ロロアにしてみれば、おびただしい数の自動車が停とまっているように感じられたのだろう。

「まぁこのへんじゃ一家に一台は当たり前だからなぁ」

「みなさんお金持ちなんですねぇ」

「こっちの世界じゃこれが当たり前だと思ってよ」

　田舎と都会ではまた車事情も異なってくるのだが、そこまで細かい説明はむしろロロアの混乱を呼ぶだけだろう。

「じゃあそろそろ店に入ろうか」

「あ、はい」

　感心するロロアを連れて、敏樹はショッピングモールの正面入口をくぐった。

「わぁ、お花がいっぱい！　それに何かいい匂いがしませんか？」

　ショッピングモールの正面入口からエントランスを抜けた先の右手には、まず小さな生花店があり、その隣にはベーカリーがあった。

「これ、全部パンなんですか？　すごくたくさん種類がありますね……」

「じゃあ買ってく？　あとで食べてもいいし、余ったら集落に持って帰ってもいいし」

「いいんですか？」

「もちろん。じゃあそこのトレイとトングで、好きなもの取っていきな」

　トレイを片手にトングをカチカチと鳴らしながら、ロロアは目を輝かせて、見たことのない形のパンを選んでいく。

「トシキさん、これはなんですか？」

「それはベーコンとチーズのパンだな」

「あ、いいですね！　じゃこれと……、そっちのは？」

「こりゃカレーパンだ」

「カレー？」

「えっと、前に何回かレトルトのやつ出したと思うんだけど……、茶色くて辛いやつ」

「あー！　辛いのはちょっと……」

「ここのはそんなに辛くないけどな」

「そうですか？　じゃあチャレンジしてみようかな……。あ、このたくさんある小さいのは？」

「それは塩パンだな。ほんのり塩味の利いた甘いパンだよ。具とかはないけどシンプルで人気があるな。この店のイチオシじゃないか？」

「あ、だったらみんなへのお土産にたくさん買って帰りましょう！」

　と、敏樹からの説明を受けながら、ロロアはパン屋での買い物を満喫した。

「あの、あっち側はなんのお店でしょう？」

　ベーカリーの向かい、ショッピングモールの入口すぐ左手にあるのは薬局である。

「あれ全部お薬なんですか!?」

「全部が全部薬ってわけじゃないけどね。健康食品みたいなものもあれば、普通の日用雑貨もあるし」

　そんなことをワイワイ言いながらふたりは店内を進み、食品売り場に足を踏み入れた。

　今回このショッピングモールを訪れた最大の目的は、集落の住人たちへのお土産を買うことにある。

　わざわざ米を育ててまでどぶろくを作るあたり、かの住民たちは酒を好む。先日差し入れた清酒も好評なので、今回もまた、多くの種類の酒を持ち帰ることを約束していたのだ。

「人がたくさんいますねぇ」
















　ショッピングカートを押しながら、ロロアが少しだけ不安げに呟つぶやく。

　敏樹にしてみればかなり空いているように見えるのだが、あの集落をほとんど出たことのないロロアにしてみれば多いと感じられるのだろう。

「トシキさんが実家に帰るときの服装、変だと思ってたんですが、こっちじゃ普通なんですねぇ……」

　現在敏樹はデニムに綿シャツという、決しておしゃれとはいえないが、無難な恰かつ好こうをしており、他の買い物客と見比べておかしなところはない。

「……ていうか、私さっきから結構見られてませんか？」

　敏樹とロロアはカートを押しながら商品を選んでいたのだが、まばらにいる買い物客の多くが、すれ違うごとにふたりを──そのほとんどがロロアを振り返っていた。

　髪の色や瞳ひとみの色が変わったからといって、顔の造形まで変わるわけではない。

　どうもロロアの優れた容よう貌ぼうだけでなく恰好も目を引く要因のひとつであるようだった。

（やっぱもう少し裾すそが長くないとなぁ……）

　現在ロロアが身に着けているカーキのワンピースはこの世界にも馴な染じむデザインではあったが、丈がかなり短い。都会ならともかく、ここは片田舎の小規模なショッピングモールである。

　一言で言えばロロアの恰好は攻めすぎだったのだ、この田舎では。

「とりあえず、服屋にいこうか」

　食品売り場で酒やおつまみ、むこうでは珍しいと思われる調味料などを買い終えたふたりは、敏樹の先導でファストファッション店を訪れた。

「うーん、なにか欲しい服とかある？」

「あ、いえ、こちらでどんな恰好すればいいかなんてわからないので……」

「だよなぁ。じゃあ俺が選んでもいい？」

「むしろ、お願いします」

　とはいえ敏樹もレディースファッションに詳しいわけではないので、無難なところで黒のレギンスを選んだ。

「どう、ですか……？」

　試着室のカーテンを開けたロロアは、不安げな顔を敏樹に向けた。

「うん、いいんじゃないかな」

　カーキのワンピースに黒のレギンスとは、なんとも無難なコーディネートであるが、スタイルのいいロロアが着ればそこそこおしゃれに見えるのだった。

　おかげで幾分か視線は軽減され、併設されたホームセンターで住人に頼まれていた農具や工具の購入も無事終えた敏樹らは、車に乗って一度帰宅することにした。

「これがあると、街までの移動が楽でしょうね」

「ん……？　そうか、車！」

　助手席のシートをポンポンと叩きながらしみじみと呟かれたロロアの言葉に、敏樹はすっかり忘れていた自動車の存在を思い出したのだった。

　結局ひとりで異世界に持ち込めなかった自動車のボディだが、ロロアの助けを借りれば持ち込めるのではないか。

（問題は、車が狭すぎるってところか）

　敏樹が購入した自動車は、クロスカントリー仕様の小型車で、定員は五名。

　道交法のない異世界なので、律儀に定員を守る必要はないにせよ、後部シートをフラットにしてすし詰めにしたところで七～八名が限界だろう。

　ただ、整備されていない悪路をそんなすし詰め状態で走れば、乗せられた者は半日ともたずにダウンしてしまうだろう。

　今回集落を出るのは敏樹とロロアを含めて一一名。

　一〇人乗りの大型ワゴンであれば購入可能だし、異世界であれば一人増えたところで問題ないのではなかろうか。




「それならキャンピングトレーラーのほうがいいんじゃないか？」

　ショッピングモールとホームセンターでの買い物を終えた敏樹は、帰りに高校時代の後輩である真ま山やま徹とおるの実家が経営している中古車ディーラー、パンテラモータースへ寄り道した。

　敏樹は徹の父であるオーナーにいろいろぼかしつつ事情を説明して相談したところ、キャンピングトレーラーなるものを推奨された。

「ちょうど中古でいいのが手に入ったんだわ」

　それは普通免許でも牽けん引いんできるタイプのトレーラーで、大人が余裕を持って横になれる長いベンチがふたつにテーブル、二段ベッドやちょっとしたキッチン、トイレとシャワーもあるものだった。先日購入した自動車でも牽引可能だ。

「まぁ中古のグランドキャビンが買えるぐらいの値段ではあるんだがな。でも大下くんの話を聞く限りじゃ、こっちのほうがいいのかなと思うぞ。そっちの彼女も、道中トイレくらいはあったほうがありがたいだろう？」

「あの……はい」

　敏樹の傍らに半分身を隠すように立っていたロロアが、オーナーの言葉におずおずと頷うなずく。

　ロロアがフードを取って数日が経ち、敏樹の前や集落では普通に過ごしているが、知らない町にいることの不安からか、彼女はどこか怯おびえがちだった。

　いまフード付きのパーカーなどを与えてやれば、迷いなく顔を隠しているだろう。

「というか大下くんの彼女、むちゃくちゃ別べつ嬪ぴんさんだなぁ」

「いや、ほんとっすよ!!　一体どこで出会ったんすか？」

　ここまでおとなしかった徹が突然割り込んでくる。

　ずっと気にはなっていて、尋ねるタイミングを見計らっていたようだ。

「いや、ロロアは仕事先でお世話になった娘で──」

「ロロアさんっていうんすか？　もしかして海外の人っすか!?」

「あー、うん。界外の人だねぇ」

「アレっすか？　ヘルメットの彼女っすか？　ロロアさんをケツに乗せて山道走ったんすか？」

「いや、まぁ……」

「やっぱ彼女じゃないっすかぁ!!」

「判断基準そこかよ……」

　その後雑談をまじえながら話を進め、結局敏樹はキャンピングトレーラーを購入することに決めた。

「じゃあ、明日の朝イチで新しいほうのガレージに持っていくから」

「はい、お願いします」

　キャンピングトレーラーの購入手続きを終えた敏樹は、一度自分用に契約したガレージに寄って購入したものを置き、大下家に戻った。

　実家に自動車を返した敏樹は、ロロアを伴って徒歩で自分用のガレージへと向かった。

「このへん全部田んぼだよ」

「へええ、すごい!!」

　集落の棚田とは比べ物にならないほど小規模な水田だったが、町に田畑が組み込まれている風景というのが珍しいようで、ロロアは目を輝かせていた。

　そうやって田舎道を歩き、ふたりはガレージへと到着した。

「さて、まだまだ時間があるわけだが」

　敏樹はここ最近、ガレージで時間を潰つぶすことが多くなっていた。

　ガレージは、廃工場をリノベーションしたもので、敏樹はそこに家具家電一式その他多くのものを持ち込んでいた。

「これは、絵本？　でもひとつのページに絵がたくさん……」

「それは漫画だな。絵を主体に物語を楽しむものだよ。セリフとか読める？」

「はい。トシキさんにニホン語の祝福スキルをいただきましたから」

「そっか、よかったよ。あとはこんなのもあるけど……」

　そう言って、敏樹はテレビのスイッチを入れ、ＤＶＤプレイヤーを起動し、適当なディスクを再生した。

「わわっ!?　板の中に人が……？」

「これは……、そう！　ちょっと前に町田さんと話したときのこと覚えてる？」

「あ、はい」

　以前ロロアは、敏樹の持つタブレットＰＣ越しに町田と会話をしたことがあった。

「あのときもちょっと説明したけど、これも遠く離れた場所や、過去に記録したものを映し出せる道具なんだよ」

「……なるほど。じゃあこれはどこか遠くで起こっていることなんですか？」

「いや、これは過去の記録だな」

「じゃあこういうことが実際にあったんですか？」

「あー、そうじゃないな。大掛かりな芝居を記録してる、っていう感じかなぁ」

「なるほど、お芝居ですかぁ」

　その後も初めて見るものに驚き、適宜説明を受けていたロロアだったが、意外と早く順応し、ふたりは映画やアニメを見たり漫画を読んだりして時間を潰した。




「うーっす、先輩！　あ、ロロアさんもちぃーっす!!」

　翌朝、徹がキャンピングトレーラーをガレージに運んできた。

「この間の車、ボディだけじゃないっすか？　他のパーツは？」

「ん？　まぁ、いろいろとね」

「そっすか。トレーラーの取り付け方って説明とか大丈夫っすか？　一応取説はキッチンのキャビネットに入ってるっす」

「うん、じゃあ大丈夫かな」

　徹が帰ってしばらく経ち、いよいよ〈拠点転移〉のクールタイムが終わる。

「あ、そうだそうだ、拠点変えとかないと」

　日本で唯一使用可能なスキルである〈拠点転移〉だが、あくまで使用できるのは転移のみで、拠点の変更はできない。

　できないのだが、タブレットＰＣがあれば話は別だ。

　そのタブレットＰＣも〈格納庫ハンガー〉に入れてしまうと日本に帰って来たときに取り出せなくなってしまうが、手に持っていればこちらでも使用は可能であり、それを使えば拠点の変更は可能である。

　すくなくとも、拠点01を大下家の庭から敏樹の部屋へと変更することは可能だったのだが──。

「あれ？　拠点を追加できないなぁ」

　開いている拠点にこのガレージを追加しようとしたのだが、エラー音が鳴るのみである。

　試しに拠点01の変更をかけてみたところ、そちらでは問題なくこのガレージを設定できた。

「ん？　こっちの拠点はひとつしか設定できないのか？」

　そう敏樹が呟いたところで、タブレットＰＣから着信音が鳴った。

『やっほー、大下さん。ご無ぶ沙さ汰たしておりますー』

　そして例のごとく、モニター内に町田が現れた。

「どうしたんです？」

『えーとですねぇ、スキルの仕様変更をお伝えしようかと』

「……こっちの拠点はひとつしか設定できなくなった、的な？」

『おおー!!　察しがよくて助かりますー』

　要は、こちらの世界内での転移はいろいろと面倒なことが起こりそうなので困るというわけだ。

『こちらの世界の拠点に関しては『拠点01』にのみ設定可能ということにさせていただきます。あと、大下さんのプライベートスペースに限るというのと、人目につく場所は設定できないというのも追加させていただきました』

「つまり、実家の庭は設定できない？」

『そういうことですねー。いやぁ初期設定を庭にしてたのは私のミスですねー。よくぞご近所さんに見つからなかったものです。あと、ご実家のリビングなんかも設定不可ですからねー』

「わかりました」

　突然の仕様変更に戸惑いがないわけではないが、こちらの世界で起こり得るトラブルを未然に防ぐための措置であることは理解できるので、特に文句は言わないことにした。

『ではこれからもがんばってくださいねー。ロロアちゃんもお元気でー』

「はいはい、どうも」

「あの、おつかれさまです」

　モニターから町田が消えたあと、『拠点01』が『敏樹のガレージ』に変更されていることを念のため確認した。

「じゃ、そろそろ集落に帰るか」

「はい」

　ふたりは集落へと持ち帰る荷物の最終確認を行った。

「ロロア、そっち大丈夫か？」

「はーい」

「じゃいくぞ……せーのっ」

　敏樹とロロアは自動車のボディの前と後ろに立ち、掛け声とともに持ち上げた。

　どういう原理かはわからないが、ロロアはあの細腕に獣人の膂りよ力りよくを残したままであり、〈無病息災〉の超回復効果でかなり筋力を鍛え上げられた敏樹とふたりで、それほど苦労することなくボディを持ち上げることが出来た。

「よーし、じゃあ集落に帰るよー」

　しっかりとボディが持ち上がっていることを確認した敏樹は〈拠点転移〉を発動した。

　──ゴトン！

　集落に着くや、大きな音とともに、ボディの片方が地面に落ちた。

「うわっとと……」

　突然ロロアが持っていたほうが落ちたため、敏樹は慌ててボディを〈格納庫〉に収納した。

「ロロア、大丈夫か？」

　転移の拍子に驚いてボディを離してしまったのかもしれないと思い、敏樹はあたりを見回したのだが、ロロアの姿はなかった。

「あれ、ロロア……？」

「おっさんおかえりー」

　と、そこへシーラとファランが現れる。

「ねぇねぇトシキさん、さっきの何？」

「えっと、自動車のパーツなんだけど……」

「ジドウシャ？」

「それよりおっさん、ひとりで帰ってきたのかい？」

「いや、一緒に…………ああああー！！！！」

　突然敏樹が大声をだすものだから、ファランは耳を押さえて身体を縮め、シーラは犬耳をペタンと寝かせ、尻しつ尾ぽを立てて身構えた。

「ちょっと、トシキさん？」

「おっさん、いきなり大声だすなよっ!!　びっくりすんだろ!?」

　抗議するふたりのほうへ、敏樹は泣きそうな顔を向けた。

「ロロア、置いてきちゃった……」




　──使用者に直接触れるか、一〇センチ以内の距離で間接的に触れること。




〈拠点転移〉での、同行の条件である。
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「グロウさん、申し訳ないっ!!」

「まぁ、頭を上げてくれ」

　敏樹はグロウのもとを訪れ、頭を下げていた。

　集落の長おさでありロロアの祖父であるグロウと彼の息子ゴラウが、困ったように敏樹を見下ろしていた。

「つまり、ロロアをお主の故郷に置き去りにしてしまったと？」

「はい……。申し訳ない……」

〈拠点転移〉で同行する場合、基本的には直接触れ合っているほうが望ましいが、間接的な接触であっても一〇センチメートル以内であれば同行は可能だ。

　しかし今回、敏樹とロロアは自動車のボディを経由して間接的には触れ合っていたものの、前と後ろに分かれていたため三メートル以上離れており、同行の範囲から外れてしまったのだった。

「ふむう……。しかしお主の故郷はかなり遠いと言うておらなんだか？」

「ええ。でも俺には転移がありますから」

「ではその転移で迎えに行ってやればよいのではないか？」

「それが……、長距離の転移は一日に一回しか……」

「では明日改めて迎えに行ってやればよい」

「それはそうなんですが……」

「……お主の故郷は危険なのか？」

「いえ……そういうわけでは」

　あのガレージから出なければ、全く危険はない。

　鍵かぎなどはすべて付け替えているので、不審者に侵入されるという可能性は低いだろう。

　国道からほど近い場所にあるためヤンキーの類がたむろするということも、空き物件だったころからなかったようである。

　しかし、国道と離れていないからこそガレージの外に出られると心配である。

　日中は結構な交通量があるのだ。

　事故に遭わないとは限らない。

「ロロアがおとなしくしてくれていればいいんですが……」

　しかしひとり異世界に残された彼女がどんな行動を取るのか、敏樹は不安に思っていた。

　逆の立場だった自分の場合は、いきなり飛ばされたあと危うく死にかけたことを思い出す。

　日本が安全であるといっても、それは日本人である敏樹の感覚だからそういえるのだ。

　その感覚で安易に考えない方がいいだろう。

「ああ……俺はなんてことを……」

　突然取り残されたロロアが錯乱し、ガレージを出ないとどうして言い切れるだろう？

　わけのわからぬまま徘はい徊かいし、車にはねられたら？

　不審者と遭遇したら？

　いや、不審者と思われて職務質問を受けるということも考えられる。

「とにかく、ロロアのテントに戻って落ち着くのだ。どうあっても落ち着かぬと言うなら、ここで一緒に酒を飲んでやってもいいが？」

「……いえ、戻ります」

「うむ。それがよかろう」

　敏樹は力なく立ち上がり、グロウの家を出た。

「大丈夫ですよ、トシキ殿。あの娘は強いですから」

　外まで見送ってくれたゴラウがそう声をかけてくれたが、敏樹は弱々しい表情で軽く頭を下げ、よたよたとグロウの家を出ていった。
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「まったく、あなたたちは何をやっているんですかっ!?」

　グロウの家を出ると、そこにベアトリーチェがおり、さらにシーラとファランが正座させられていた。

　シーラは犬耳をペタンと寝かせてうつむき、ファランはがっくりとうなだれていた。

　どうやら敏樹の様子にただならぬものを感じたシーラとファランが後をつけていたようだ。

　耳の良いシーラが敏樹とグロウの会話を聞き、それを伝えられたファランが泣き出してしまい、なにごとかと思った住人がほかの女性たちを呼びに行ったのだとか。

　そして事情を知ったベアトリーチェが怒り、ふたりを説教しているという状況だった。

「悪ふざけをするにしても、やっていいことと悪いことが──あ、トシキさん!!」

　ベアトリーチェが敏樹に気づくとともに、シーラとファランも顔を上げた。

「うわああん！　トシキさああぁぁん……!!」

　そして敏樹を視界に捉とらえるや、ファランは立ち上がり駆け寄ってきた。

「こら、ファラン！　まだ話の途中──」

「ごめんなさぁいいぃっ!!」

　ベアトリーチェの制止を無視して駆け寄ってきたファランは、そのまま敏樹に抱きつき、泣きわめいた。

「ごめん、なさいぃ……。ほんどに……ごめ……ひっく……ううぅ……」

　胸に顔を埋うずめて泣き続けるファランの頭を撫なでながら顔を上げると、ベアトリーチェは困ったような笑顔を浮かべていた。

　いつの間にかシーラも立ち上がり敏樹のもとへ歩み寄っていたが、申し訳なさそうに視線を逸らしている。

「おっさん、その……ごめん。ちょっとしたいたずらのつもりだったんだけど、こんな大事になるなんて……」

「あ、いや……」

　泣きわめくファランや今にも泣きそうなシーラの様子を見て、逆に申し訳なく思ってしまう。

　今回の件は確かにふたりの悪ふざけから始まっているが、ロロアを置き去りにしてしまったのはあくまで敏樹のミスだ。

　そのことでシーラとファランを責めるつもりはなかったが、自分が取り乱してしまったせいでふたりは自責の念にかられたのだろう。

　ベアトリーチェにしても、ふたりを口うるさく叱しかるようなことはしたくないはずだ。

　敏樹が何か言おうと口を開きかけたところで、バンッ！　と尻しりを叩たたかれた。

「シャキッとせんか兄やん！　ロロアんはそないヤワやないで!?」

「せやせや！　ニホンちゅうのがどないなとこか知らへんけど、ロロアんやったらゴロゴロウダウダ快適に過ごしとるわ!!」

　ククココ姉妹の叱しつ咤たが飛ぶ。敏樹の尻を叩いたのは、ククのようだ。

「トシキさま。ロロアさんなら心配ないと思いますわ」

「ん、あの娘は強いし賢い。大丈夫」

　気がつけばメリダとライリーも近くにいた。

　ほどなくラケーレとクロエも加わり、いろいろと話している内に敏樹の心は少しずつ軽くなっていった。

　シーラやファランもある程度落ち着いたようだ。

　とはいえ、いざ寝ようとするとロロアのことが気になってしまい、なかなか寝付けなかったのだが。
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　クールタイムを終えた敏樹は、すぐに〈拠点転移〉でガレージに飛んだ。

「ロロアっ!!」

　ガレージに到着すると同時に叫ぶと、本棚の陰からロロアが顔を出した。

「あ、トシキさん！　よかったー!!」

　敏樹の姿を認めたロロアが慌てて駆け寄ってくる。

　そして──、

「これ！　これの続きはないんですか!?」

　──と、ロロアは敏樹の目の前に一冊の漫画本を出した。

「は？　いや、え……っと、たしかそれが最新刊、だったかな……？」

　ロロアが発した予想外の言葉に、敏樹は啞あ然ぜんとしながらも、なんとかそれだけを答えることができた。

「え、じゃあ続きは……？」

「まだ発売されてない、と思う。少なくともここにはないけど……」

「そんなぁ……」

　そして敏樹の答えを受けたロロアは、がっくりと肩を落としてうなだれた。

「えっと、ロロア……？」

　そんなロロアの様子に戸惑いながらも、敏樹は彼女の顔を覗のぞき込み、問いかける。

「あのさ、ひとりで大丈夫だった？　怖くはなかった……のか？」

「んー……」

　敏樹の問いかけに顔を上げたロロアは、少し考えるようなそぶりを見せたあと、軽く微ほほ笑えんだ。

「最初はちょっと戸惑いましたけど、一日待てば来てくれると思ってましたから、意外と平気でした」

「そっか……」

「ふふ、楽しいものがいっぱいあったから、あっという間でしたよ？」

「それはまぁ、よかったよ……」

「そんなことより、私はこれの続きを読めないほうが悲しいです……」

　と再び眉まゆを下げるロロアに、敏樹は半ば呆あきれながら、それでも安あん堵どしたように笑みを漏らした。

「あー、ちっくしょー！　心配して損したよ!!」

「うー……、ボクの涙を返せー!!」

　どうやら置いてけぼりにされたロロアに問題はなかったことがわかるや、敏樹の後ろから非難の声が上がった。

「あら、シーラにファラン、それにみんなも？」

　敏樹の後ろには、シーラを始めとする女性たちがおり、皆一様に安堵しつつもどこか呆れた様子で笑っていた。

　シーラとファランも抗議の声は上げたものの、口元には笑みが浮かんでいる。

「みんなも心配しててね。一緒に来たいっていうもんだから、みんなまとめて連れてきたんだよ。手伝ってもらいたいこともあるし」

　そう言いながら動かした敏樹の目線には、先日購入したキャンピングトレーラーがあった。

　女性たちが同行したいというのなら、ついでにこの大きなトレーラーを持って帰る手伝いをしてもらうのもよかろうと、敏樹は考えたのだ。




「よーし、全員定位置についたかー？」

　敏樹がロロアを迎えに来て二四時間が経過した。

　現在、敏樹とロロアを含む、合計一一人でキャンピングトレーラーを囲んで立っている。

「何度も言うが、絶対に外へは出ないように!!」

「大丈夫だって！　あんな楽しいもんがありゃ、一日なんてあっという間さ」

　この二四時間、ただ何もせず過ごしていたわけではない。

　キャンピングトレーラーを囲んで持ち上げ、〈拠点転移〉を発動する以上、全員一緒に集落へ帰れるわけではない。

　なので、残ったメンバーは敏樹が迎えに来るまでの一日と、迎えに来てからの一日をこのガレージで過ごさなければならない。

　そのために必要なものを、この二四時間で買い揃えていた。

　これまでに敏樹が用意していた設備だけでも詰めれば一〇人は過ごせるが、それでは窮屈なので、全員がゆったり過ごすために大きめのソファやテーブルなどを追加で購入した。

　テレビにＢＤプレイヤー、ゲーム機も追加し、漫画や小説なども大量に購入した。

　ちなみに、ここに来た全員が日本語を習得済みである。

　大型の冷蔵庫に、電子レンジも追加で設置。

　コンビニ弁当や冷凍食品なども用意し、数日引きこもっても充分に過ごせるだけの環境は整っている。

「じゃあ持ち上げるぞー！　せーのっ!!」

　大きなキャンピングトレーラーが軽々と持ち上げられる。

　七五〇キログラムの重量を誇るキャンピングトレーラーだが、蜥蜴とかげ獣人のロロア、熊獣人のベアトリーチェ、ドワーフのククココ姉妹四人で充分に持ち上げられるだろう。

　そこへ、平均的なヒトよりも膂力に優れた犬獣人のシーラと浣熊アライグマ獣人のラケーレ、そして異世界冒険を経てかなりの筋力を得た敏樹が加われば、他の女性たちの助力はおまけみたいなものである。

　それでも、みんな楽しそうに協力してくれている姿を見て、仲間はずれにせず全員連れてきてよかったなと、敏樹は思うのだった。

　景色が変わった次の瞬間、キャンピングトレーラーが地面に落ちる前に〈格納庫ハンガー〉へと収納する。

「戻ってこれましたね」

「ああ」

　今回集落へと同行したのはロロアだけだった。

　隣同士すぐ近くに並んでトレーラーを持ち上げることで、無事同行することができた。

　その気になればあと数名は同行できたのだが、日本の娯楽を満喫したいと言って他の全員が居残りを希望したのだった。

「こんなに静かなのって、久しぶり……」

　山賊のアジトから女性たちを救出して以降、ロロアのテント近くにはいつも彼女たちの姿があった。

　集落の外れにある彼女のテント近くがこうも静かになるのは、確かに久々のことだった。

「ちょっと前まではこれが当たり前だったのになぁ……」

　誰もいない広場を眺めながら、ロロアがしみじみと呟つぶやく。

「あいつらを連れて戻ったら、いよいよ出発かな」

「そう、ですね」

　ロロアがさみしげに答える。

　その肩に手を回すと、ロロアは抵抗することなく敏樹に身体を預けるのだった。





＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊






　ロロアを集落に連れ戻して一日が経過した。

　敏樹は日本に残してきたシーラたちを異世界へ連れて帰るためガレージに転移したが、今回ロロアはついてこなかった。

　出発までの少ない時間を、集落のみんなとゆっくり過ごしたいのだそうな。

「連れてってー！　ボクも町に行きたーい!!」

　ガレージを訪れた敏樹の背中へおぶさるように、ファランがしがみついてくる。

「連れてけー！」

「ウチらも連れてけー!!」

　さらに、左右の足にはククココ姉妹がしがみついていた。




　──ことの発端は、ロロアの穿はいていたレギンスだった。

「なぁ兄やん、ロロアんが穿いとったあの黒いのんなに？」

「あれ？　あれはレギンス……だったかな？」

「ふーん。ロロアん、あんなん持ってたっけ？」

「あー、こっちじゃ生足だとちょっと目立つんだよ。だから買ってやった」

「……っちゅうことは、ロロアんとニホンの街中歩いたんか？」

「まぁ、買い物を手伝ってもらったからな」

「なんやて!?」

「せやったら、ウチらも行きたいわー!!」

　というわけで、一部メンバーから連れてけ大合唱が始まったのである。

「ほな、ウチらがみんなの服、買うてきたるからな」

「兄やんがくれたファッション誌で勉強済みやから、期待しといてや」

　第一陣に選ばれたのはククココ姉妹とクロエの三人。

　大下家が所有しているのは軽自動車なので、運転手である敏樹を加えれば定員いっぱいとなる。

　できれば実家から離れた場所に行きたかったが、何往復もとなるとしんどいので、まずはこの三人と近所のショッピングモールへいくことになった。

　ククココ姉妹もクロエも〈世渡上手〉の影響をほとんど受けておらず、外見はほぼ異世界のままである。

　服装も地味めなので、日本には馴な染じみそうだった。

　ドワーフであるククココ姉妹は一見すれば少女のようであり、メンバーの中では一番日本人に近い容姿の持ち主であるクロエと敏樹の四人が並べば、家族か親しん戚せきの集まりには見えるだろう。

「これがシーラので、これがメリダんの」

「お、これやったらベーやんも着れそうやな」

　まずは衣料店をはしごし、メンバーの洋服を買っていく。

　洋服の購入が一段落ついたところで、和食をメインに出す飲食店で定食を食べ、「ウチらまだまだ食えるでっ!!」と息巻くククココ姉妹の要望を受け、さらにフードコートでラーメンやたこ焼き、焼きそばなどを食べた。

「なるほど、これが粉モノ……。うん、面白いですね」

　と、クロエはククココ姉妹から少しずつ分けてもらいながら、日本の料理を勉強していた。

　およそ一時間を買い物に費やしたあと、敏樹はそのままレンタカー屋に向かった。

「一〇人乗りのワゴン車ですね。お日にちはいかが致しましょう？」

「いま借りて、夜には返します」

「今からですと最長八時間ほどで返却していただきますが、一二時間分の料金がかかりますけど、よろしいですか？」

「ええ、大丈夫ですよ」

　そして一〇人乗りのワゴン車を借りた敏樹は、そのまま自分のガレージへと戻り、女性たちの要望を訊きいていった。

「んー、だったら大きな街へ出たほうがいいな」

　女性たちの要望をひと通り聞き入れた敏樹は、女性たち全員をまとめて車に乗せ、県庁のある街へと向かった。




「あー、一日中部屋んなかで縮こまってたから、思いっきり身体動かしたいわー」

「わたくしもシーラに同意ですわ」

　というシーラとメリダの要望を受け、最初に訪れたのはスポーツジムだった。

　残りのメンバーをワゴン車に残し、ふたりを連れた敏樹は、ビジター料金を払って三人でジムに入った。

「身体動かすんならランニングマシンとかエアロバイクあたりかなぁ」

　ククココ姉妹が用意したスポーツウェア姿のシーラとメリダに、各設備の説明を簡単にしていく。

「なんかわかんないけど、楽しそうだからこれにしよっと」

　どうやらエアロバイクが気に入ったらしいシーラは、さっそくマシンに跨またがってペダルを漕こぎ始めた。

「いや、シーラ、ちょっと待て」

「なんだよおっさん、じゃますんなよ」

「……頼むから上のジャージだけでも羽織って？」

　一応ククココ姉妹はシーラとメリダ用に上下のジャージを用意していたが、案の定というべきか、彼女はさっさとジャージを脱いでしまった。

　脱いだジャージの下はスポーツブラに毛が生えた程度の布面積しかない水着のようなトップスに、裾すその短いスポーツ用のショートパンツという、異世界にいるときとあまり変わりない恰かつ好こうだった。

　せめてその下にスパッツを、と提案したが──、

「太ももが締め付けられるからやだ」

　とのことで却下されてしまった。

　健康的な褐色の肌を惜しげもなく晒さらすスタイル抜群の美女に、その場にいた男性会員やインストラクターの視線が釘くぎ付づけになっている。

「その恰好は攻めすぎなんだって……。というか、こっちじゃ向こうみたいに、身体覆われるのがいやって感覚もなくなってると思うから試しに羽織ってみろよ、な？」

「んー、しょうがないねぇ」

　渋々といった様子でシーラはジャージを羽織った。

「……まぁ、これくらいならべつにいっか」

　どうやら〈世渡上手〉の影響で〝身体を覆われるのを嫌う〟という性質も多少緩和されているようだ。

「じゃあ下のジャージも」

「それは絶対イヤ！」

　なんとか上のジャージだけは羽織らせることに成功した敏樹は、他の男性会員から向けられた恨みがましい視線を無視しつつ、軽くため息をついた。




「あら、ここは泳ぐこともできるんですね」

　一方メリダのほうはというと、プールに興味を引かれたようだ。

「あれ、メリダって泳げるの？」

「はい。故郷には川や湖もありましたから。結構得意なんですよ？」

「へええ、そうなんだ。えっと、プールを使うならそっちが更衣室だから」

「かしこまりました。着替えてきますわ」

　女子更衣室へ向かうメリダを見送ってしばらく経ち、敏樹ははたと気づく。

「あれ、ジャージは買ってもらったけど、水着って……」

「おまたせしました」

　背後から聞こえてきた声に振り向くと、そこには下着姿のメリダが立っていた。

「ストーップ！　メリダストーップ!!」

　くすんだ金色のロングヘアーに青い瞳ひとみの整った顔立ち、長い手脚にスレンダーな体つきという、スーパーモデルもかくやというメリダの下着姿を、敏樹は他人に見られる前になんとか足止めすることができた。

「どうかなさいまして？」

　なぜ止められたのか理解できていない様子のメリダに、敏樹は軽く頭を振った。

「メリダ、その恰好はまずい」

「あら、他の皆さまも似たようなお姿ですけど？」

「いやいや……。そもそもメリダは川とかで泳ぐとき、どんな恰好なの？」

「裸ですわ」

「おぅ……」

　スポーツジムのプールだけあって、女性会員の多くはワンピースタイプの水着を着ているが、中には少数ながらもビキニトップとショートパンツという水着を着ている人もいたので、メリダはあれを下着だと思ったのだろう。

「ここでは水着という泳ぐとき専用の服が必要になるんだよ。だから、とりあえず更衣室に戻って、な？」

「はぁ……」

　不承不承といった体のメリダを更衣室に送り返した敏樹は、近くにいた女性従業員に声をかける。

「あの、ここって水着の販売はしてますか？」

「はい、ございますよ」

「だったら、連れの女性がプールに入るのに用意してなくて……。いま更衣室で待ってもらってるんでサイズとか見てもらっていいですか？」

「ええ、わかりました」

「それから……」

　敏樹はシーラとメリダを、外国から来たあまりこちらの常識を知らない旅行者だと説明し、それぞれひとりずつ女性インストラクターを付けてもらうよう依頼した。

「で、何かあったら俺の携帯鳴らしてください。近くにいますんで」

　重ねてそう頼んだ敏樹は、一旦シーラのもとに戻った。

「シーラ、この人の言うことをちゃんと聞くんだぞ？　俺に用があるときは言えば連絡してくれるから。いいな？」

「あいよー」

　そして水着に着替え終えたメリダにも同じような注意をし、敏樹はスポーツジムを後にした。




「おおぉぉ!?　本がたくさん……」

　漫画以外にもっと色んな本を読みたい、と望んだライリーを、敏樹は県立図書館に連れてきた。

　そして膨大な数の本が並べられた本棚を見て、ライリーは大いに感動しているようだった。

「まぁ科学に興味があるんなら……、この辺の図解のやつとか子供向けのやつから入るのがいいんじゃないか？」

　どうやらライリーは、漫画やアニメ経由でこの世界の理ことわりに基づく科学知識に興味をもったようだ。

「ん、子供違う、大人」

　ちなみに背が低く幼い顔立ちの彼女は、子供扱いされるのを嫌う。

「いやいや、こっちじゃ大人でもこういう子供向けの本から入るのが常識なんだよ」

「ん、ならいい」
















　敏樹の手助けを得ながら一〇冊ほど本を選んだライリーは、空いている席に着くや読書に没頭し始めた。

「ライリーは手がかからなくて偉いなぁ」

　と、思わず彼女の頭をわしわしと撫でたあと、敏樹はまずいと思ってすぐに手を離し、ライリーの顔色をうかがった。

「ん……」

　しかし彼女は機嫌を損ねる様子もなく、少しだけ頰を赤くしながら、本に視線を落とすのだった。

　さきほどと同じように、何かあったときはと自分の連絡先を司書に伝え、敏樹は図書館を出た。




　次に敏樹はデパートを訪れた。

　残りのメンバーも各々要望はあったが、デパートであればほとんどの要望を叶かなえることが可能だからだ。

「すごーい！　ひろーい!!　きれー！！！」

　デパートに着くなりファランは大はしゃぎである。

　そんな彼女をなだめつつ、雑貨屋を中心に回っていく。

「ねぇねぇ、これいっぱい仕入れて父さんの商会で売っちゃダメ？」

「だめ」

「ちぇー。絶対儲もうかると思うんだけどなぁ」

　ファランの要求を敏樹はバッサリと却下する。

　敏樹にロクなスキルも潤沢な資産もなく、ただ異世界と実家を行き来するだけの能力しかなかっったのなら、ファランの思うような世界間貿易のようなことを考えたかもしれない。

　しかし敏樹には山賊を相手にしても余裕で生き残るだけのスキルに、日本の平均的な生涯賃金を遥はるかに上回る資産があるので、無理をして金を稼ぐ必要がない。

　となれば、下手に日本製の物品を異世界に流通させて変に目立つようなことはしたくないのだ。

「欲しいものがあるなら常識の範囲内で買ってやるから、自分なりに研究しろよ」

　とはいえ〝日本製の物を異世界に一切持ち込まない！〟という固い意志があるわけでもない。

　実際、すでに生活用品の類は集落にいくつも持ち込んでいるのだ。

　大規模に流通させるつもりがないだけで、こちらの製品や料理などから何らかのインスピレーションを受けたものを、ファランやクロエが彼女たち自身の知識や知恵を使って異世界で何を作成し、それをどのように扱おうと、そこまで干渉するつもりもなかった。

　その後、ククココ姉妹の要望で衣料店を、クロエの要望でデパ地下グルメを見て回った。

　さすがにデパートの店員に異世界人の彼女らを任せるわけにもいかないので、ここはデパートに来た全員で見て回ったのだった。




「じゃあ終わったら店内で待たせてもらえよ、迎えに来るから」

「あぃー、わかりまひたぁ……」

　ヘッドスパをやってくれる美容院にベアトリーチェを放り込んだ敏樹らは、ホームセンターへと移動する。

「ふおおおっ!?　これ全部洗剤ですかぁ!?」

　洗剤コーナーで大興奮のラケーレであった。

　美容院オリジナルのお高いヘアケア用品を買ってホクホク顔のベアトリーチェと、運動を終えてすっきりとしたシーラ、メリダをスポーツジムで拾い、図書館へ向かう。

「ん、あと一冊」

「いや、ダメだって！　そろそろ閉館時間だから」

「むー……」

　預けるときは手間のかからなかったライリーのピックアップに多少苦労しながらも全員合流した後、再度デパートに戻り、少しお高めのレストランで食事をとった。

「よーし、じゃあ帰るぞー!!」

　そして翌日、日本の街や娯楽を充分に堪能した女性たちを連れて、敏樹は集落へと無事帰り着くのだった。








二章　おっさん、街へ行く









　集落からの移動には、ロロアとともに持ち込んだ自動車と、みんなで持ち込んだキャンピングトレーラーを使った。

　自動車は定員が五名、キャンピングトレーラーは四名だが、自動車のほうはできれば四名以下のほうが望ましく、逆にトレーラーのほうは六～八名くらいならそこそこ余裕を持って乗ることができた。

　メンバーの数は救出された女性九名に敏樹とロロアが加わり、総勢一一名となる。

　乗ろうと思えば全員がそれなりに余裕を持って乗れるのだが、まったく整備されていない道を、キャンピングトレーラーを牽けん引いんしながら走るとなるとかなりのスローペースとなるため、一部のメンバーは走行中も屋根に乗るなどして気ままに過ごしていた。

「日本だったらすぐ捕まるな」

　そもそも普通自動車で牽引できるキャンピングトレーラーだと、走行中に人が乗る行為自体禁止されているのだ。

　しかしここは道路交通法の及ばない異世界である。細かいことを気にしてはいけない。

　時速一〇～一五キロというゆったりとした移動である。

　それでも徒歩に比べれば倍近い速度なのだから、同行者から苦情が出るようなことはなかった。

　敏樹にとってキャンピングトレーラーを牽引しての運転など初めてだったが、どうやら〈馭ぎよ者しや〉スキルが上う手まく働いているようである。




　敏樹と女性たちを乗せてのんびりと進んでいたトレーラー付きの自動車は数日後、最初の目的地に到着した。




「トシキさん、これほんとにもらっていいんですか？」

　全員が同じ街を目指すわけではない。

　同行者の内、熊獣人のベアトリーチェと浣熊アライグマ獣人のラケーレは故郷の村に帰ることになっていた。

　最初に別れることになったのは熊獣人のベアトリーチェである。

　彼女は背中に担いだ『ＰＯＬＩＣＥ』ロゴ入り鋼鉄製の大盾を敏樹に示した。

「ああ、予備はあるから。それでこれからは自分の村を守ってくれよ」

「はい、ありがとうございます。あと、アレって本当に大丈夫ですか？」

「おう。俺を信じろ」

　彼女がお気に入りのシャンプーやトリートメントだが、さすがにいつまでも敏樹が供給するわけにはいかない。

　ベアトリーチェひとり分ならともかく、村に帰った以上ほかの村人にも情報は漏れるだろうし村人数十人分の消耗品を供給し続けるのは困難である。

「だからさぁ。ニホンの商品ウチの商会で扱わせてよー」

　とファランなどは言うのだが、彼女の実家はそこそこ大きな商会らしく、そういうところで扱うようになるとどこへどう広がるか知れたものではないし、その供給源が敏樹ひとりとなるとどんな面倒ごとに巻き込まれるかもわかった物ではないのだ。

　そこで敏樹は、こちらの世界で似たようなものがないかを『情報閲覧』で探したところ、ベアトリーチェの村からそれほど離れていない川辺の泥に、高級トリートメントに近い薬効成分があることがわかったのだ。

「いっとくけど、こないだデパートで買ったお高いやつより効果は高いからな。髪だけじゃなく肌にもいいし」

「ほんとに？　信じますよ？」

「だから信じろって」

「そうですか、うん。なにからなにまでありがとうございました」

　自動車やキャンピングトレーラーを見られると面倒なので、ベアトリーチェとは村から少し離れた位置で別れることになった。

「ベアト、元気でね」

「ありがと、ロロア。あなたにも随分お世話になったわね」

　ロロアとベアトリーチェは抱き合って別れを惜しんだ。

「じゃ、みんなも元気で。時々町に遊びに行くからね」

　敏樹らが見守る中、ベアトリーチェは村のほうへと歩いて行くのだった。




「むむぅ……まさかこちらにも漂白剤があったとはぁ……」

　今度はラケーレの番である。

　彼女はとにかく敏樹の持ち込んだ漂白剤を気に入っていたのだが、これもまた大っぴらに供給できるものではない。

　そこで敏樹が再び調べてみたところ、元の世界で言うところの酸素系漂白剤とほぼ同じ成分の漂白剤がこの世界にもあることがわかった。

　生活魔術の【浄化】を使った洗浄のほうが効果が高く、魔術をおいそれと習得できない庶民を相手に手ごろな価格で【浄化】を行う魔術師は意外と多いので、漂白剤自体ほとんど知られていないのだそうな。

　需要が少ない分供給量も少ないので、それほどお安く手に入る物ではないのだが、村全体で用途と使用量に気をつけながら共有すれば、日常的に使えない物ではない。

「ウチで扱うようにするから、いつでも買いに来て。あ、ボクが売りに来るっていうのもいいかな」

「ありがとねぇ、ファランちゃん」

「でもいいの？　みんなでお金を出し合うなら、誰かが【浄化】を覚えたほうが結果的に安上がりだけど」

「【浄化】なんて邪道ですよぅ!!　汚れはゴシゴシ洗うのがいいんじゃないですかぁ」

「あ、あはは、そういうもんなのかな……」

　ラケーレは敏樹に向き直ると、背負ったバックパックからゴム手袋を一双取り出した。

「これ、こんなにもらってもいいんですぅ？」

　彼女が背負っているバックパックには大量のゴム手袋が詰め込まれている。

「ああ。そっちはちょっと時間がかかりそうだからな」

「ふふふ、それは我が商会の目玉商品になり得るからね」

　聞けば数年前に王都のとある錬金術師が、スライムを錬成して新たな素材を生み出すことに成功したのだとか。

　薄く、軽く、防水性があり、加工次第では伸縮性を持たせることもできる優れものである。

　実際にそれを見たことがあるファランの話を聞く限りでは、ビニールやゴム、シリコンのような物を作成できるようだ。

「あれから数年。素材もそろそろ出回ってるだろうけど、まさか手袋にしようなんて商人はまだいないはずさ。開発から製造、販売までウチの商会で……うふふ……」

「ま、まぁその内これも供給できるようになるみたいだから、それまでのつなぎにな」

「は、はい、ありがとですぅ」

　目の色が変わったファランに若干引きつつ、ラケーレはロロアのほうを向いた。

「ロロアっち、ほんとうにお世話になりました」

　そう言って深々と頭を下げたラケーレだったが、先ほどバックパックの上部を開けていたせいで中に詰め込まれていたゴム手袋がバラバラと落ちてしまった。

「はわわわ……」

「ふふ、もう、ラケーレったら」

　落としたゴム手袋をみんなで拾い、ラケーレが背負ったままのバックパックに詰め直した。

「はい、これでよし」

「うう……最後まで面倒かけて申し訳ないですぅ」

「いいんだよ。じゃ、元気でね」

「うん。ロロアっちも……、それからみんなもねぇ」

　ふたりはしばらく抱き合ったあと、名残惜しげに離れ、ラケーレは他のメンバーにも挨あい拶さつを済ませて村のほうへと歩いて行った。
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「さて、あとは全員町へ行くってことで」

　残ったメンバーの内、これから向かう町に実家があるのはファランとクロエのふたりだけである。

　他のメンバーだが、ククココ姉妹はファランの実家の商会に専属の職人として雇ってもらうということになっている。

　もちろんファランに雇用関連の権限があるわけではないが、父親に頼めば問題ないだろうとのことだ。

　シーラ、メリダ、ライリーの三人は冒険者ギルドに所属する冒険者になるようだ。

　冒険者とは魔物退治に素材集め、護衛、そして山賊の討伐などを生なり業わいとする者たちのことである。

　シーラたちは特に山賊の討伐というところに魅力を感じているようだった。

　そして敏樹とロロアも同じく冒険者ギルドに所属する予定である。

　集落を出て数日経たった夜のこと、一行は慣れた手つきで野営の準備をしていた。

　自動車は専用のフルフラットベッドキットを使うことで車内を丸々ベッド化できるので、そこに二～三人、キャンピングトレーラーには大人が優に横になれるベンチシートがふたつと二段ベッドがあるので四人、残りはテントを立てて場所を交代して就寝していた。

　ちなみに敏樹は専用のテントで常にひとりである。

　ベアトリーチェとラケーレがいなくなったあとはキャンピングトレーラーにロロア、ファラン、クロエとククココ姉妹の五人、自動車にシーラ、メリダ、ライリーの三人が寝られるようにしてテントで寝るのは敏樹ひとりとなった。

「ロロアん、弓の調子どない？」

「うん、いい感じだよ」

　防具だけでなく武器もできるだけこちらの世界で悪目立ちしないように、ということで、ククココ姉妹が可能な範囲で戦利品を調整していた。

　たとえばロロアとメリダが使っていたコンパウンドボウはまだこの世界に存在しないため、戦利品の弓を魔物の皮と骨で強化し、魔物の腸を加工して作った弦を張ったコンポジットボウを作成していた。

　張力は五〇ポンド相当で、コンパウンドボウには劣るが、道中の魔物を狩るぐらいなら特に問題ない。

「わたくしはもう少し緩くしていただけると助かりますわ」

「そっかぁ、メリダんはあんま力ないもんなぁ。ほな貸してみ」

　メリダは元々二五ポンドのコンパウンドボウを使っていたのだが、彼女用のも四〇ポンド近い張力があるようだった。

　それをククココ姉妹があーだこーだといいながら調整していく。

　ちなみにシーラはまだミリタリーマチェットを装備している。

　これはこちらの世界でもそこまで目立たないのだが、できればちゃんとした双剣が欲しいところではある。

　というのも、ミリタリーマチェットはその形状から刺突に向いていないのだ。

　残念ながら戦利品の中に双剣はなく、金属武器を加工する技術はさすがのククココ姉妹も習得は困難であるし、習得したとしても加工に必要な工房がない。

「ウチでいいの探しとくよ。どうしても見つからなければオーダーメイドっていう手もあるしね」

「ああ、任せるよ」

　と、シーラは双剣の調達をファランに任せていた。

　ちなみにまともな双剣を持っていれば、シーラは山賊団の頭目との戦いでもう少し楽をできたはずである。

「いよいよ明日か」

　現在一行は町から徒歩で一日の距離にいる。

『情報閲覧』を使いながら人と会わないルートを選んできたが、そろそろそれも限界であった。

　明日の早い時間に半日の距離まで車で移動し、残りは徒歩で日没まで少し余裕を持って町に到着する予定だった。
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「ひぃ……ひぃ……ちょっと、休憩」

「ったく、情けないねぇ」

　自動車を降りて数時間、人目に付かない場所からようやく街道にたどり着いた一行だったが、歩き慣れていないファランが音を上げた。

〈無病息災〉のある敏樹は疲れ知らずだし、ロロアは元々狩人なうえ獣人なので体力には余裕がある。

　冒険者志望組も、獣人のシーラは自前の身体能力があるし、体力に優れないハーフエルフのメリダや小柄な魔術師のライリーも、冒険者となる以上基礎体力は重要ということで集落にいる間それなりの訓練を積んでおり、通常の移動速度であれば丸一日ぐらいは歩き通せるだけの体力を身につけていた。

　ドワーフのククココ姉妹も種族特性で体力があり、一見体力がなさそうな食堂の娘クロエも、救出されて以降集落の食事をほぼ一手に引き受けており、体力はそれなりに付いていた。

「そんなひらひらした恰かつ好こうしてるからしんどいんだよ」

「ええー、だってぇ」

　いまのファランは少しゆったりとしたブラウスにロングスカートという服装だった。普段は大きな胸を強調するようなコルセットベストを身につけているが、蒸れて気持ち悪いからと外してしまっていた。

「やだー、もう歩けないー。トシキさんおぶってー」

　座り込んだファランが足をバタバタさせて駄々をこねる。

　普段大人びた雰囲気のファランがこういう子供っぽい姿を見せると、敏樹は少し安心できるのだった。

「しょうがない、回復術かけてやるから──」

「ちーがーうー！　おぶってほしいのー!!」

　ファランが口を尖とがらせてそっぽを向く。

「じゃあ荷物は私が持ってあげるから、トシキさん、ファランちゃんをお願いしますね」

「えへへー、ロロアちゃんやさしー」

　ロロアはファランからショルダーバッグを受け取り、自分の肩にかけた。

　その様子を、どこか納得がいかない様子で敏樹は見ている。

「いや、バッグは〈格納庫ハンガー〉に入れて、回復術かけたら万事オーケーじゃないか？」

「ごちゃごちゃうるせーなおっさん。さっさとおぶってやんな」

「まぁ……いいけど。ほれ」

　観念した敏樹はファランの前に背を向けてしゃがんだ。

「わーい、ありがとっ」

　嬉うれしそうな声を上げながら、ファランが飛びつくようにおぶさってきた。

（おう……こ、これは……!?）

　街道に入ってからは危険も少ないだろうと、敏樹を始め一行は胸甲などの防具を外していた。なので、背中に密着したファランの胸の感触がほぼダイレクトに伝わってきた。

　敏樹がファランを背負い、一行は再び歩き始めた。

　前衛をシーラとロロアが、後衛をメリダとライリーが担い、中衛の位置にいるファランをおぶった敏樹とクロエ、ククココ姉妹を前後から守るという隊形である。

　といってももう危険はほとんどないので、それほどこの隊列にこだわる必要もないのだが。

　歩き始めて数分後、シーラがペースを落として敏樹の横に並んだ。

「で、どうだい？」

「……なにが？」

「ロロアと比べてファランのはどうなんだいって話に決まってんだろ？」

「あー、それはボクも気になるなぁ」

「あのなぁ……」

　そんな話をしていると、シーラとは反対隣にククがやってきて、敏樹の脇腹をつんつんとついた。

「なんだよ？」

「いまやでっ！」

　と、声量を絞りながら、ククが敏樹に何かを訴える。

「いや、なにが？」

「せやから……いまやっ…………いまっ…………いまやでっ!!」

「だからなにが？」

「ほんま鈍いやっちゃなぁ。いま兄やんはファランをおぶって前まえ屈かがみになっとるやろ？　っちゅうことは、視線が絶妙な位置になっとんねん！　ほれ、いまっ…………いまっ…………いまやボケぇ!!」

　ククの説明でふと思い至ることがあり、敏樹は前を向いて少しだけ視線を落とした。

　すると、ククが告げるタイミングでロロアの尻しりのラインがほんの少しだけ見えることが判明した。

「……どや？」

　言葉通りのどや顔をククが見せてくる。

「お前らは一体四〇のおっさんをどうしたいんだよ……」

　呆あきれたように首を振りながらも、背中に伝わる感触から意識をそらせず、ついつい視線はロロアの尻に向いてしまうという、悲しい男の本能に逆らえない敏樹であった。
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「おーい！」

　ファランをおぶって三〇分ほど歩いたところで、前方からくる二人組が一行に手を振ってきた。

「あ、ギリウさんたちですよ！　おーい!!」

　ロロアが相手の正体に気づき手を振り返す。

　そのふたりは集落の住人ではあるが獣の因子が薄く、水精人ではあるのだがなんとか獣人で通せなくもない、という容姿の持ち主であった。

　そのため以前は行商人について町を訪れたことがあり、その行商人の元締めであるファランの実家の商会にも顔が利くのであった。

　そこで彼らには先にファランの実家へ知らせを届けてもらっていたのだ。

「おや、お嬢さま。おつかれですか？」

　敏樹におぶさるファランを見て、ギリウが少し楽しげに声をかけた。

　実はこのギリウ、ファランがまだ山賊に攫さらわれる前に、彼女と何度か会ったことがあり、ふたりは顔見知りだったのだ。

　ちなみに蜥蜴とかげ頭でない彼がこうも流りゆう暢ちように言葉を話せているように聞こえるのは、彼が大陸共通語を話しているからに他ならない。

「あまりトシキさんに迷惑をかけてはいけませんよ？」

「もう、いいじゃないかちょっとぐらい……。ところで、父さんには会えた？」

「ええ」

「その……どう、だった？」

　そう言ったファランの声はどこか不安げであった。

　およそ二年ぶりの再会なので、それなりに緊張はするのだろう。

　そして娘が山賊に囚われていたというのは、大きな商会にとって醜聞となりかねない事実である。

　帰ったら父親の商会を手伝うのだと息巻いていたファランだったが、いざ再会が近づいてくると、自分が本当に受け入れられるのかどうか不安になってきたのだろう。

「ええ、それはもう大喜びの大騒ぎでしたよ」

「そっか……」

　どこか安心したような雰囲気のファランだったが、実際に会うまではまだ不安は残るだろう。

「えーっと、たぶんあれ、そうじゃないですか？」

　ギリウが来た道を振り返り、指を差した。

　すると、遠くからものすごい勢いで近づいてくる馬車が見えた。

「あ……」

　ファランが呆ぼう然ぜんと眺めている間に馬車はどんどん接近してきた。

　それはシンプルだが頑丈そうな作りの、立派な二頭立ての馬車だった。

「はは、クァドリコーンたぁ……」

　近づいてくる馬車を見てシーラが呟つぶやく。

　クァドリコーンとはユニコーンを頂点とする有角馬の一種である。

　有角馬は角の数が増えるほどその能力は劣ってくるもので、四本角のクァドリコーンは上から四番目ではあるが、一般人に扱える有角馬の中では最上位種である。

　それを二頭も用意できる時点で、ファランの実家がかなり力を持った商会であることがうかがい知れるのだ。

　ちなみにクァドリコーンの角だが、少し短い物が額から頭頂部にかけてモヒカンのように並んでいる。

　有角馬の角は数が増えるほど一本当たりの大きさは小さくなっていくのだが、すべての角の体積を合わせると、どの種も全く同じ大きさになると言われているのだった。

「ファラン！　ファラン!!　どこだ!?」

　直前まで猛スピードで走っていた馬車が敏樹らの前で噓のようにピタリと止まり、中から恰かつ幅ぷくのいい男が飛び出してきて、ファランの名を叫んだ。

　その声を聞いたファランはビクッと震え、敏樹におぶさったまま彼の陰に隠れるように身を縮めた。

「おい、ファラン……？」

　背中にしがみついたファランがわずかに震えている。

　二年ぶりの再会である。しかしその二年の間になにがあったのかを思い出し、そんな自分を受け入れてもらえるのか不安なのだろう。

「ああ、ファラン……お願いだ、顔を……顔を見せておくれ」

　父親は敏樹の背中にファランがいることにすぐ気がついた。

　しかし彼女が怯おびえたように隠れる様子に多少のショックを受けつつも、それ以上に娘を傷つけまいと飛びつきたいのを我慢し、敏樹から一〇歩ほどの距離を保って踏みとどまっていた。

「ファラン、大丈夫。何があっても俺がいる。ロロアも、他のみんなもな」

「うん……」

　弱々しく返事をしたあと、ファランは敏樹の背中から下りた。

「おお……、ファラン……。本当に……」

　敏樹から少しずれた位置に立ったことで、父親からファランの顔が見えた。

　まだうつむいたまま視線を合わせてもらえないが、それでも愛娘の顔を確認した父親の目からは涙があふれ出していた。

　父娘の間を遮るように立っていた敏樹がそっとその場を離れようとすると、ファランが袖そでを摑つかんで引き留めた。

　ファランは目に涙を溜ためながら、縋すがるような表情を敏樹に向ける。

　敏樹が穏やかに微笑み、軽く頷うなずいてやると、ファランもしばらく逡しゆん巡じゆんしたのちに力強く頷き、袖から手を離した。

　そして、胸を手で押さえて呼吸を整え、父親の方を向いた。

「ああ、ファラン……大きくなって……」

「……父さん」

　父親は服の袖で涙を拭ぬぐうと、ファランに向かって両腕を広げた。

「ファラン……おいで……」

　胸に手を当てたまま、ファランがうつむく。

　そんな彼女の背中を、敏樹はトンと軽く押してやった。

　よたよたと歩き始めたファランだったが、すぐに顔を上げてしっかりとした足取りとなり、最後は駆け寄って父親の胸に飛び込んだ。

「うぅ……父さん、ただいま……」

「あぁ、おかえり、ファラン」

　ファランの目からぼろぼろと涙がこぼれ始めた。

「ずっと会いたかったの……！　早く帰りたかったの……!!」

「私もだよ。ずっと会いたかった。よく帰ってきてくれた……！」

「うう……うあああああっ!!」

　ファランは父親の胸に顔を埋うずめ、大声を上げて泣いた。

　父親はそれをなだめるように……、あるいは促すように、娘の頭を優しく撫なでた。

「うああ、ごめんなさいっ……ごめんなさいいぃっ……!!」

「なんでファランが謝る？　お前はなにも悪くないじゃないか……」

「だってぇ……父さんに、いっぱい心配かけてぇ……」

「大丈夫。大丈夫だから……」

「ううぅ……ボクが……悪い子だったからぁ……、いい子にしてなかったからぁ……」

「違うっ、違うぞファラン。お前はなんにも悪くない！　悪くないんだ!!　だから、安心してウチに帰ろう、な？」

「うわあああああっ……!!」

　再会を果たした父おや娘こはその後しばらく、抱き合ったまま泣き続けるのだった。
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「娘がお世話になりました。なんとお礼を申し上げていいか……」

　ファランの父親で、ドハティ商会の会長でもあるクレイグ・ドハティは敏樹に対して深々と頭を下げた。

　結局あのあとファランは泣き疲れて眠り、クレイグに抱きかかえられて馬車に乗せられた。

　そしてクレイグの計らいで他のメンバーも全員乗せてくれることになった。

「無事合流できたところを見届けられてよかった。我々は長おさにこのことを報告しますので、これで」

　と、ギリウたちはそのまま集落に帰ることにしたようだ。

　車内はかなり広く、乗り心地もよかった。

　外から見た印象では一〇人乗りのワゴン車ぐらいの物だったが、中はマイクロバスレベルの広さがあり、どう考えても外観との帳ちよう尻じりが合わない。

「空間拡張の効果を付与してますからな」

　ひとしきり礼を述べ、落ち着いたところで敏樹とクレイグは雑談を始めていた。

　見たところ歳としは近いようであるし、さすが商人だけあって話しやすくもあった。

「揺れがまったくないのも？」

「ええ。振動制御ですね」

「じゃあ、走り出したときに負荷がないのもですか？　停とまるときも不自然にピタっと停まってたし」

「ああ、それはクァドリコーンの能力ですね。有角馬には〈慣性制御〉と〈重力制御〉の能力がありますから」

「慣性に重力、ですか……」

「はい。その力を増幅させ、この車体を覆っているので、ほとんど揺れることがないのですよ」

　どうやらこの点に関して、日本の科学に勝ち目はなさそうである。

　果たして、来世紀でも追いつけるかどうか……。

「そろそろ到着ですな」

　いつの間にか景色の流れが止まっていた。

　前方の窓を覗のぞくと、高い石壁が見えた。

「ファラン、起きなさい」

「んぁ……ふぁい……」

　クレイグの脚に頭を乗せて眠っていたファランが、眠い目をこすりながら起き上がった。

　その直後、トントンと馬車のドアがノックされる。

「どうぞ」

「失礼します」

　挨あい拶さつとともに警備兵らしき男が馬車に乗り込んできた。

「どうもクレイグさん、って随分大人数で……え？」

　警備兵はクレイグの横で眠そうに目をこする少女の姿に目を奪われた。

「や……あ……、ファラン、ちゃん……？」

「んぅ？　やー、兵隊さんおひさしぶりー」

「ク、クレイグさん……、本当に？」

　クレイグは警備兵に対してゆっくりと頷いた。

「そ、そうか……ファランちゃん、無事に……よかった……」

　警備兵は目頭を押さえてプルプルと肩をふるわせ始めた。

「あー、君。娘の帰りを喜んでくれるのは嬉うれしいのだが、仕事をしてもらってもいいかな？」

「はっ!?　あ、すいません、失礼しました。では身分証を」

　クレイグが懐から取り出したカードを渡しながら、警備兵に話しかける。

「それでなんだが、娘も含めてここにいる人たちはだれも身分証を持っていないのだよ」

「え……？」

「皆、ファランの恩人と友人たちだ。私が全員の身元を保証するから、ここは通してくれないかね？」

「あ、はい。クレイグさんの後見があるのなら問題ありません。ではこちらに皆さんのお名前を」

　と、警備兵は何もないところからバインダーとペンを取り出した。

「んじゃボクからー……、ほいっと。じゃあ次トシキさんねー」

「おう」

　渡されたバインダーには誓約書のような物が挟まれており、そこに全員の名を書き連ねるようになっていた。

　最後にクレイグが署名をし、その身元を保証するということだろう。

　ペンは万年筆のようである。

（そういや文字を書くのは初めてだけど……）

　普通に日本語で名前を書いてみたが、実際に現れたのは見たことのない文字だった。

〈言語理解〉の効果であろう。

「おっさん、あたしのも書いといて」

「あ、ウチらのも」「頼むわー」

「あいよ。ロロアは？」

「大丈夫です」

　その後、ロロア、クロエ、メリダ、ライリーは自分で名前を書き、最後にクレイグが署名をしてバインダーとともに紙幣を数枚、警備兵に渡した。

　おそらく保証金か何かだろう。

「あ、お金ならありますけど」

「いや、ここは私が」

　山賊のアジトから結構な額の現金をせしめていた敏樹にはそれなりの余裕はあったのだが、ここはクレイグの顔を立てる意味でおとなしく引き下がることにした。

　アラフォー社会人は空気が読めるのである。

「はい、確かに。ではこれが仮の身分証になります」

　警備兵の手からバインダーが消えたかと思うと、今度は木札のような物が現れた。

　そして警備兵はひとりひとり名前を呼びながらその札を渡していく。

　札にはどういう原理か、先ほど署名した各人の名前が表に、裏にはクレイグの署名が焼き印のように刻み込まれていた。

「以前この町の住民証をお持ちで紛失された方は役所で、どこかのギルドに所属されていた方は各ギルドで身分証の再発行ができます。どちらもお持ちでなかった場合は、役所に行って住民登録をするか、どこかのギルドに所属してください。クレイグさんの裏書きがあるその札があれば、少なくともこの町ならどこに行っても大丈夫だと思います。仮の身分証は十日で効力を失いますのでご注意を。では、このままお進みくださいませ。ファランちゃん、おかえり」

　諸注意の説明を行った警備兵は最後にファランへ軽く手を振ると、そのまま馬車を降りていった。

　ドアが閉まると同時に、景色がゆっくり動き出す。

　ほどなく馬車は門をくぐって壁の内側に入った。

「ねぇねぇ、トシキさん」

「ん？」

　ファランに呼ばれ敏樹がそちらを向くと、彼女は誇らしげな笑顔を浮かべた。

「ボクの故郷、ヘイダの町へようこそ！」





＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊






　馬車は大通りを悠然と進み、ひとつ角を曲がってさらに奥へ進んだところで停まった。

「クロエッ！」

　全員が順番に降りていき、クロエが降りたところで彼女の名を呼ぶ者があった。

　見ればそれは、どこにでもいそうな──下手をすれば日本で見かけそうな──中年の夫婦だった。

「え……、父さん、母さん……？」

　それはクロエの両親だった。

　ふたりは馬車を降りた娘のもとに駆け寄ってきた。

「え、なんで……？」

　その疑問に答えたのはクレイグだった。

「ギリウくんが、クロエさんのことも知らせてくれましたからね」

　クレイグとクロエ、そして彼女の両親との間に面識はない。

　しかし、食堂の娘という情報は得ており、ファランが攫さらわれて以降、クレイグは行方不明者の情報を随時集めていたので特定は簡単だった。

「クロエ……よく無事で……」

「ああ、クロエ……クロエ……」

　両親は娘に抱きついて涙を流したが、クロエはどこか戸惑った様子だった。

「あの、ふたりとも……お店は？」

「馬鹿を言うな！　お前が帰ってきたのに店なんかやってられるか!!」

「そうよっ！　お客さん追い出してすっ飛んできたわよっ!!」

「あ、あはは、駄目じゃない、ふたりとも……」

　そう言いながらも、クロエは目に涙を溜ためて嬉しそうに笑った。

「あ、そうだ、その……トシキ……さ……」

　敏樹のほうを振り返ったクロエだったが、何かを言おうとするも口元が震えだして声が出なくなった。

　いま何かをしゃべろうとすると、感情が決壊してしまうのだろう。

　だが人前で泣きわめくことをクロエは望んでいないようだったので、ゆっくりと頷うなずき、そのまま両親とともに帰るよう目で促した。

　それを見てクロエは深々と頭を下げた。

　そしてそれに倣うように彼女の両親も頭を下げたため、敏樹もお辞儀を返した。

「では、お送りしますのでこちらへ」

　商会の従業員と思われる男性がクロエたちを促し、小型の馬車に乗せた。

　その男性はそのまま馭ぎよ者しや席に座り、馬車を走らせる。

　走り出した馬車からクロエの泣き声が漏れ出てきたが、敏樹は聞こえないふりをした。




「さて、みなさんはぜひ我が家に──」

「いえ、今日はファランと父娘水入らずで過ごしてやってください」

　クロエを見送ったあと、クレイグは敏樹らを家に招待しようとはしたのだが、どう見てもファランと過ごしたそうな顔をしていたので、辞退させてもらった。

「む……どうやらお気を使わせてしまったようだ……」

「はは、お気になさらず。どこか宿を紹介していただければ、それでいいですよ」

「そうですか、では」

　そう言ってクレイグは懐から紙とペンを出すと、さらさらと何かを書き始めた。

　続けてペンをしまったあとに封筒を取り出して紙を入れ、封をする。

　特にのり付けなどはしていないが、封筒の口をさっとなぞるだけできちんと封が施されるようである。

「これを持って『バルナーフィルド』というホテルにお越しください。便宜をはかってくれるはずです」

「ありがとうございます」

「よろしければ馬車を出しますが？」

「いえ。せっかくなので、この町を見物がてら行きたいかな……って、みんなもそれでいい？」

　特に反対意見は出なかったので、宿には歩いて行くことになった。

「では私どもはこれで。いい街です。たっぷりとご堪能を」

「じゃーねートシキさん、ロロア、それにみんなもー」

　各々簡単な別れの挨拶を済ませ、敏樹らはヘイダの町を歩き始めた。








三章　おっさん、冒険者になる









　ヘイダの町はテオノーグ王国ケシド州の最南端に位置する町である。

　町の南にはハノウの森という名の森林があり、そこを越えてさらに南下したところに水精人の森と集落があった。

　北西に州都セニエスク、西に商都エトラシがあり、東には魔物がはびこるヌネアの森がある。

　ヌネアの森を越えた先にあるジニエム山をさらに越えると迷宮都市ザイタがあるため、ここヘイダは中規模の町でありながらも、州都や商都と迷宮都市をつなぐ経由地としてそれなりに賑にぎわっていた。

　クレイグから紹介されたバルナーフィルドホテルは、この町でも最高級の部類に入る宿屋だった。

　ただ、そこそこの行商人や中級の冒険者でも利用できるリーズナブルな部屋も用意されている。

　クレイグからの紹介状を受付に渡したところ、支配人が登場し、最高級の部屋を全員分個室で用意してくれるとのことだった。

「じゃあせっかくなんであたしは個室で」

　ということで、シーラ、メリダ、ライリーは遠慮なく個室に泊まることにしたようだ。

「ウチらは二人部屋でええかな」

「せやな」

　と、ククココ姉妹は二人部屋を希望。

「ツインとダブルがございますが？」

「どう違うん？」

「ツインはベッドがおふたつ、ダブルは大きなベッドがおひとつとなっております」

「ほなウチらはツインで残りはダブルな」

「かしこまりました」

「おい、ちょっと待て」

　ククココ姉妹と支配人とのやり取りに敏樹が待ったをかける。

「残りって、俺とロロアのふたりだけじゃないか」

「せやな」

「なんでダブルなんだよ」

「嫌なん？」

「あ、その、嫌とかそういうんじゃなくてだな……、せっかくだし、ロロアも個室でのんびりしたほうが……」

　そう言って敏樹は振り返ったが、ロロアは顔を赤らめて目をそらし、もじもじとしているだけだった。

「と、とにかく俺とロロアはひとり部屋で──」

「申し訳ございません、ただいまスイートのシングルは満室でして」

　敏樹の言葉を遮って支配人が答える。

　支配人はスラリとした長身のスマートな紳士然とした男で、きっちりと手入れされた口ひげが特徴的だった。

　その支配人が、真面目な顔で敏樹に頭を下げた。

　……どうも目が笑っているように見えなくもないが。

「いやいや、さっき全員分の個室を案内できるって」

「なにぶん繁忙期ですので……」

「……そんなにごった返してるように見えないけど？」

「いろいろとあるのでございます」

「……じゃあ、グレードを落としてもいいから」

「まさか!!　クレイグ様から紹介されたお客様をスイート以外にお泊めするなど……」

「わかった。じゃあツインで──」

「申し訳ございませんが、あいにく満室でして……」

　このやり取りの間に何度か支配人とシーラやククココ姉妹の間で目配せがあった。

（だからお前らは俺をどうしたいんだよ……）

　ちなみに当事者であるはずのロロアは、いつの間にかフードを目深に被かぶり、うつむいているだけだった。

「ってかさぁ、おっさんいつもロロアと同じテントで寝てたじゃんか」

「いや、あれは……!!　なんというか、別に……」

　言われてみればたしかにそうなのだが、元々彼女が住んでいた家にお邪魔するのと、ホテルの同じ部屋に泊まるのとでは意味合いが変わってくるだろう。

（……いや、家に泊まるほうがアレなのか？　んー、なんだかよくわからなくなってきたぞ……）

「ではごゆっくりおくつろぎくださいませ」

　結局敏樹はロロアとダブルルームに泊まることになった。




　翌朝、一度全員がチェックアウトした。

　いい部屋だったが、クレイグが手配したスイートルームはあまりに豪華すぎて持て余したようだ。

　しばらくの間、宿泊費はクレイグが持ってくれるということなので、少しグレードを下げて泊まり直すことにした。

「ほなウチらはファランとこ行ってくるわ」

「ファランが住むとこ用意してくれるみたいやから一いつ旦たんここでさよならやな」

　などと言いながら、ククココ姉妹は敏樹らと一旦別れてドハティ商会へと向かった。

「じゃあ俺たちは冒険者ギルドでいいんだな？」

　現在敏樹に同行しているのは、ロロア、シーラ、メリダ、ライリーである。
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「それでは今から冒険者ギルドについての説明を始めます。質問は最後にまとめてお願いしますね」

　敏樹らは現在、講習室というところでギルド職員の女性から冒険者ギルドについての説明を受けていた。

　通常であれば受付で説明を受けるのだが、五名が同時に登録するのであれば一度に説明した方がいいだろうとの配慮からであった。

　職員の女性はエリーという名の猫獣人であり、敏樹は彼女の説明を聞きながらも、縞しま模も様ようの尻しつ尾ぽがゆらゆらと揺れているのが気になっていた。

　この男、犬派か猫派か問われれば、圧倒的な猫派なので。

「登録されますと、皆さまＧランクからのスタートとなります」

　冒険者はその実力や活動実績に応じてランク分けされている。

　最低ランクはＧで最高ランクはＡ。

　ただし、Ａランクに収まりきらない冒険者は、例外的にＳランクとなる場合もある。

　また、Ｇランクの下にＨランクというのもあるが、それは未成年者限定の予備ランクであり、通常、成人はＧランクからのスタートとなる。

「難度に応じて依頼にもランクが振り分けられております。受注できる依頼は冒険者ランクのふたつ下からひとつ上までとなっております」

　敏樹らの場合、最初はＧランクとＦランクの依頼まで受注可能だ。Ｇランクは主に薬草等の採取系が多く、Ｆになってようやく弱めの魔物討伐依頼が含まれ始める。

「こちらが後でお渡しするギルドカードです。これは冒険者ギルドに限らず、魔術師ギルドや治療士ギルド等、他のギルドに登録する際も併用できます。皆さまの魔力パターンを登録していただくので、他者の不正使用はほぼ不可能となります。失くすと再発行手数料として一〇万Ｇゴルド必要となりますのでご注意を」

　エリーが半透明のカードを全員に見えるようにかざした。大きさはクレジットカード程度だろうか。

「また、冒険者ギルドでは皆さまのお金を預かり、このギルドカードで管理することも出来ます。提携店ではカードを使った決済も出来ますので、ぜひご活用ください」

　大きさもだが、用途としてもクレジットカードや電子マネーのような使い方のできる優れものである。

　さらに、持ち主の魔力パターン云うん々ぬんのおかげで、より高いセキュリティレベルを保てそうだ。

「もしどこかで誰かのギルドカードを拾った場合は、速やかに各ギルドまでお届けください。報奨金として一万Ｇが支払われますので」

　紛失時の再発行手数料は一〇万Ｇだが、遺失物として発見された場合は引取料として二万Ｇで済む。

　一万Ｇが拾得者の取り分、残り一万Ｇが手数料等含むギルドの取り分となるわけだ。

　持ち主が死亡している場合は、拾得者に支払われる分の一万Ｇをギルドが負担する形となる。

　持ち主不在のカードというのはいろいろと面倒の種となりうるので、ギルドとしては多少費用を負担してでも回収しておきたいのである。

「ここまでで何かご不明点はございますか？」

　エリーが五人を見渡すも、特に質問のある者はいないようだ。

「では皆さま、こちらに必要事項を記入してください。文字が書けない方は代筆しますので遠慮なくお申し出くださいませ」

　記入するのは名前と出身地、年齢、得意な武器や魔術程度のもので、最悪名前以外は空欄でもよく、名前も偽名で問題ない。

　これは脛すねに傷を持つ者でも受け入れるという冒険者ギルドの方針によるものである。

　一度所属させてしまえば、以降の管理が楽になるので、登録のハードルはかなり低いのだった。

「おっさん、悪いけど……」

「おう」

　町への入場時同様、シーラの分は敏樹が代わりに書いてやった。

「講習は以上となります。登録作業は受付で行いますので、こちらへどうぞ」

　講習を終えた敏樹らは、全員分の登録用紙を回収したエリーに連れられて受付へと戻った。

　登録手続きも引き続きエリーが行うようだった。

「ではギルドカードを発行します」

　エリーはノートパソコン程度の大きさの台座のような道具を出した。

　そこにはすでにカードが一枚セットされている。

「ではここに手を置いてください。この装置が自動で魔力パターンを読み取りますので」

　敏樹が指示された場所に手を置くと、セットされたカードが淡く光った。

「はい、こちらがトシキ様のギルドカードとなります」

「どうも」

　渡されたカードは先ほど見せてもらったのと同じ半透明の物で、プラスチックともガラスとも取れない、なんともいえぬ質感のものだった。

　敏樹は受け取ったカードをその場で〈格納庫ハンガー〉に収納した。

　この世界では【収納】という魔術があり、多くの人が使えるので、人前で〈格納庫ハンガー〉を使っても特に問題はない。

「では以上で登録は終了となります。おつかれさまでした」

　ちなみにギルド登録料だが、一人一万Ｇ必要となる。

　これに関しては依頼料からの天引きという形での支払いも可能だが、敏樹とロロアは自分の持ち金から支払った。

　敏樹は山賊のアジトにあったものを根こそぎ奪っており、現金だけで一〇〇〇万Ｇ以上得ていた。

　そこから支度金として、救出した女性一人ずつに五〇万Ｇを渡していた。

　ともに山賊のアジトへ攻め込んだ仲でもあるし、最初は集落の住人も含めて山分けを提案したのだが、結局辞退されてしまった。

　しかし、生活の再建に金は必ず必要になるものなので、敏樹は無理を言って女性たちにだけは五〇万Ｇを持たせていたのだった。

　余談だが、集落の住人たちには、戦いの準備で用意した農具や武器類を渡しておいた。

「シーラ様、メリダ様、ライリー様は以前他のギルドに登録された記録があるのですが、本日はギルドカードをお持ちではないですか？」

「あー、そうだった。でももうないわ」

　三人の場合は紛失扱いとなり、再発行手数料を含めての支払いが必要となった。

「な、やっぱ金は必要だろ？」

「へへ、ほんとだな」

「なんだったら、その分くらいは俺が出そうか？」

「いいよ。いつまでもおっさんに甘えるわけにはいかないからな」

　敏樹から渡された現金で、三人は問題なくギルドカードの再発行を受けることができたのだった。

「冒険者ギルドの情報を追加しておりますので後ほどご確認を。本日は長い時間ありがとうございました」

　そう言って軽くお辞儀をしたエリーの尻尾がまっすぐ立っているのを、敏樹はなんとなく視界の端に捉とらえていた。

　この時をもって、この世界における敏樹の立場は、冒険者ギルドヘイダ支部所属の冒険者となった。

　シーラたちが手続きをしている間、敏樹は受け取ったギルドカードを〈格納庫ハンガー〉から取り出し、嬉うれしそうにニヤニヤとしながら眺めており、ロロアはその様子を温かい目で見守っていた。
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　ヘイダの町に到着し、冒険者ギルドへの登録を終えた翌日、敏樹とロロア、そしてシーラたちは、ドハティ商会を訪れていた。

　ドハティ商会はヘイダを拠点に、州都や商都、そして迷宮都市へも支店を出しているかなり大きな商会だった。

　生活雑貨から衣料品、武器防具から宝飾品に至るまで、手広く扱っている。

「ふむう、かなりのこれは量になりますなぁ」

「すんませんけど、よろしくお願いします」

　敏樹は山賊・森の野狼のアジトから奪った現金以外の物を商会の一室で取り出し、会長であるクレイグにそれらの買い取りを依頼していた。

「これだけの量ですので、二～三日いただきたいのですがよろしいでしょうか？」

「ええ、いいですよ」

　ファランによってある程度分類されてはいるが、量が量だけに、手続きには時間がかかるようだ。

「しかし、なかなか上う手まく分類されておりますな。これはトシキ様が？」

「いや、仕分けはファランにお願いしました」

「ほぅ、そうでしたか」

　並べられた物のいくつかを手に取って確認するクレイグの口元がわずかに緩んだ。

　現在この場には敏樹とクレイグしかおらず、女性陣は別室で装備品や衣服を見繕っている。

「ありがとうございます。では一旦彼女たちの元へ──」

「トシキ様」

　敏樹がその場を辞そうとすると、クレイグが居住まいを正した。

「このたびは本当にありがとうございました。改めてお礼を述べさせていただきます」

「ああ、いえ、そんな……」

「私は商人です。多くの人と関わりを持っております。中には私のように家族をろくでもない連中に攫さらわれた人たちもいました。運悪くその家族が帰らぬ人となったという方にもお会いしたことがあります」

　クレイグは淡々と語る。

「しかし、帰ってきたほうがより不幸になることもある、ということも知っております。攫われた家族が運良く帰ってきたにもかかわらず、当人の変わりように接し方がわからず、不幸な結果を招いたという方も見てきました。〝こんなことならいっそ死んでくれていたほうが──〟という言葉も聞いたことがあります」

　酷なようだが事実である。

　敏樹のいた世界でも、誘拐や拉ら致ち監禁から帰ってきた被害者が、結局社会に適応できず家族を含めて不幸な結果を招くという事例は少なくない。

「私は怖かったのです。娘が生きていると、帰ってきたと知った時、ちゃんと迎え入れてやることができるだろうかと。再会した直後は自然と抱きしめてやることが出来た。そのことは本当に嬉しかった。でも、一夜明けて今日目が覚めた時、やはり私は怖かったのです」

　クレイグは無表情のまま淡々と喋しやべっていたが、いつの間にか目め尻じりから涙がこぼれていた。

「もし、娘が別人のようになっていたらどうしよう。以前のように愛してやれるだろうかと。しかし、娘は、ファランは以前のように明るく元気な娘のままでした」

　無表情だったクレイグの口元に、自然と笑みが浮かぶ。

「それだけじゃない。辛い経験を経て、〈目利き〉や〈算術〉などの『天啓』を得ていた。私の仕事をサポートすると言ってくれた。こんなに嬉しいことはないですよ。ただ生きて帰ってくれただけでも嬉しいのに。これから、私はまたあの子と一緒に人生を歩んでいける」

　そこで一度クレイグは鼻をすすり、服の袖そでで涙を拭ぬぐった。

「聞けばロロア様が随分親身になってくれたそうではないですか。彼女のおかげで、自分は自分を取り戻せたのだと、ファランは言っておりました。そしてトシキ様の言葉も大きかったと」

「俺の？」

「はい。助かって、ただ生きているだけで、普通に生活出来るだけで満足していたところに、あなたから『この先何をしたいか？』と問われたことで、あの娘は私の店の役に立ちたいと、そう思ったそうです。それを強く自覚した時、天啓を得たと」

　それはそのタイミングで敏樹が〈管理者用タブレットＰＣ〉を使っただけのことであるが、そのことを彼女たちは知らない。

　だからこそ敏樹が彼女たちに与えた影響を、誰も自覚していないだろうと敏樹は思っていたのだが、どうやらそうでもないようである。

「ファランは言っておりました。ロロア様はこれまでの自分を取り戻してくれた第二の母であり、トシキ様はこれからの自分を与えてくれた第二の父であると」

「それは……、また随分と大げさな」

「いいえ、大げさなことではありません。十代前半の多感な時期を山賊どもに奪われたあの子が普通に生きていけるだけでも奇跡だというのに、未来に夢を持って歩み出せるなど、それこそ生まれ直すぐらいのことがなければありえないですよ」

「そうですか……。まぁたまたま運が良かったというか、縁があったというか、とにかくそこまで恩に着てくれなくてもいいですから」

「いいえ。運も縁も、そして恩も商人にとっては大事なものです」

　クレイグは再び涙を拭い、姿勢を正すと、深々と頭を下げた。

「私、クレイグ・ドハティと我がドハティ商会は、この先何があろうと……たとえ世界を敵に回そうともトシキ様とロロア様のお味方であるということを、覚えておいてください」

　なんとも大げさな宣言であるが、これは素直に受け取っておかねばこの場は収まるまい。

　いや、いっそ彼を利用することが、彼のためになるだろうと思い、さっそく敏樹は、恩に報いてもらうことにした。

「わかりました。では早速ですが、ききたいことがあります」

「なんなりとお申し付けくださいませ」
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「おい、ファラン!!　これは一体どういうことだ!?」

　敏樹とクレイグが話を終えて女性たちのいる部屋に入ると、そこには衣服や下着、武器防具が所狭しと散らかっていた。

「あ、父さん!!　ごめんね。あとで片しとくから」

　ファランは父の方を一いち瞥べつした後、すぐに他の女性たちの方に向き直った。

　この場にはロロアとシーラ、メリダ、ライリーのみで、ククココ姉妹は商会の事務方と今後のことを話しており、クロエは家族と過ごしているとのことだった。

「あ、トシキさん!!　いいところに来た。ちょっとこっち」

　とファランが敏樹を手招きする。

「じゃーん!!　どう？」

　手招きに応じて敏樹がファランの方へ行くと、彼女は自分の陰にいたロロアを敏樹の前に披露した。

「ふむ……」

　そこには新たな衣服や装備を身に着けたロロアの姿があった。

　基本的にはククココ姉妹が提供したカーキ色のワンピースにフード付きの短いマント、革の装備という部分は変わっていないが、衣服の色が多少鮮やかになっているのと、革の防具類も素材のグレードが上がっているようだった。

　シーラ、メリダ、ライリーの三人も新たな装備に着替えていたが、基本的なところはあまり変わっていないようである。

「うん、相変わらずザ・弓使いって感じだな」

「やっぱロロアちゃんはこうでないとね？」

「お、ワンピースの裾すそが長くなってるな」

「あ、これは既製品だからね。あとで裾直ししとくよ」

「いや、せんでいいから」

「とかなんとか言っちゃってー、ホントは短いほうがいいんでしょ？」

「そ、そんなことは……、って、大人をからかうなよ」

「にしし……」

　そうやって無邪気に笑う姿は、ファランがまだ一五の少女であることを再確認させる。

　その様子を見ているクレイグの目に涙が溜たまっているようだが、それは見ないことにしておいたほうが良さそうだ。

「あの、トシキさん……、変じゃないですか？」

「似合ってるよ。はい、チーズ」

　それほど大きな変化はないものの、服や防具類が変わったことが気になるのだろう。

　そんなロロアの姿を、トシキはタブレットＰＣを使って保存した。

「でも、既製品とは言えこれだけの品を揃えるとなると…………お高いんでしょう？」

　敏樹は通販番組のようなセリフをファランに投げかけてみた。

「ふっふっふ。我がドハティ商会を舐なめてもらっちゃあ困ります。この装備に、矢一〇〇本と弓をつけて、なんとお値段一〇〇万Ｇポッキリ!!」

「安ぅーい!!」

「あははー。トシキさんて意外と面白い人なんだねー。っていうか、この装備見て一〇〇万で安いって言葉が出るのも驚きだけど」

「いやいや、服と防具だけでも一五〇万はいくだろ？」

「ほうほう。なかなかの見立てじゃない」

「見りゃわかるさ。鋼鉄並の強度を持つハイオークの革に強化魔術を施して重ね合わせたこの胸甲と手甲だけでもなかなかのもんじゃないか。そのうえブーツはワイバーンの革だし、マントはクラウドシープの毛で織られたものだし」

「すごーい!!　冒険者より商人のほうが向いてるんじゃない？」

　敏樹の見立てにはさすがのクレイグも目を瞠みはった。

　無論、『情報閲覧』のおかげである。

「しかし、そうなると弓のほうが安物なんじゃないの？」

　と、わざとらしく訊きいてみる。

「ちっちっち。ドハティ商会を舐めちゃダメって言ったでしょ。今回ご用意した弓はこちらになります!!」

　ファランが取り出した弓は、金属や木材等を組みあわせて作られたコンポジットボウであった。

「これは強度の高いトレントの木材をメインに、魔物の骨と皮、柔軟性の高いミスリルをあわせて強化した弓になります!!　ちなみに弦はグレータースパイダーの糸を撚より合わせて錬金術で強化したものだよ!!」

　この世界にはまだ滑車を組み合わせたコンパウンドボウは存在しないので、敏樹が用意した弓を人前で使うのは難しい。

　しかし、元の世界に存在しない魔術や魔物の素材、そしてミスリルといった物を組み合わせて作られたこのコンポジットボウは、敏樹が用意したコンパウンドボウ並に強力なものらしい。

　ククココ姉妹には扱えないミスリルが使われているおかげで、強度がかなり増しているようだった。




「普通のヒトには扱いにくい剛弓だけど、ロロアちゃんは獣人だからね。ちゃんと扱えることも確認済みだよ」

　一五歳のファランが四〇歳のロロアをちゃん付けで呼んでいる件だが、種族ごとに寿命が異なり、年齢あたりの成長度合いも異なることが多いこの世界において、年齢を基準とした長幼の序というものはあまり重視されない。

「そうか。ありがとな。でも、いくらなんでも安すぎじゃないか？」

　その言葉に、ファランは眉まゆを下げ肩をすくめた。

「あのねぇ。本音を言えば全部タダで持っていってもらいたいんだよ？　でもトシキさんもロロアちゃんもそういうの嫌がるでしょ？」

「まぁ、な」

「だから、赤字にならないギリギリのところでキリの良い価格にさせてもらったってわけ」

　クレイグは娘の勇姿に、涙を流しながらうんうんと頷うなずいていた。

「まぁ、ボクの見立てでは──」

「あれ、そういやファランってボクっ娘だっけ？」

　途中で言葉を遮られたファランが〝今さら？〟とでも言いたげな様子で敏樹を軽く睨にらんだ。

「ああ、ごめん。なんでもない」

「こほん。えっとね、ボクの見立てではトシキさんもロロアちゃんもすぐに有名な冒険者になると思うんだよね。だから、ふたりがドハティ商会の商品を身に着けてくれているっていうのは、いい宣伝になると思うんだよねぇ」

「ファラン!!　我が娘ながら見事な見識だ。父さんは鼻が高いぞぉ!!」

　いつの間にかファランの近くにいたクレイグが、ワシワシと娘の頭を撫なで始めた。

「ちょ……父さん、やめて……、恥ずかしいよぉ」

　と言いながらも、満更でもない様子のファランだった。

「じゃあ、買わせてもらうよ」

「まいどありー。あとそっちにトシキさんに良さそうなのも見繕っといたから、そっちも見ていってよ」

　敏樹の装備もククココ姉妹が集落で用意してくれたものを一段グレードアップさせたようなものが揃そろっていた。

「じゃあ全部合わせて──」

「一五〇万Ｇってとこかな」

「オッケー」

　支払いに関しては、山賊のお宝を買い取ってもらう分から引いてもらうことにした。

「トシキさん、そろそろいきましょうか」

「お、おう……」

　ロロアに声をかけられ、そちらに視線を向けた敏樹は、再びその姿に目を奪われることになった。

「あ、あの……トシキさん……？」

　敏樹の視線を感じたロロアが思わず胸を覆う。

　現在ロロアは防具を外して〈格納庫ハンガー〉の共有スペースに収納していた。

　先ほどまで胸甲に隠されていた胸元が露わになったわけだが、以前よりも彼女の豊満な双丘が強調されているように見えた。

「ブラジャー、こないだニホンに行ったとき可愛かわいいの選んどいたよ」

「なっ……？」

　ファランに耳元で囁ささやかれ、敏樹は目を見開いた。

　先日デパートに行った際にいろいろなところを連れ回されたが、その中に女性向け下着売り場があったことを思い出す。

　さすがにそこでは少し離れて様子を見ていたが、まさかロロアの分まで購入しているとは思わなかった。

　ロロアの外見が少し変わったのは、どうやら下着のせいであるらしい。

「もちろん、下もセットでね。にしし……」

　いたずら少女のように笑うファランの姿に呆あきれながらも、敏樹は自分の顔が熱くなるのを感じていた。
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　新しい衣服と装備類を粗方揃えた敏樹らだったが、なんやかんやと時間がかかり、夕暮れ近くになった。

「ちょっと遅くなったけど、納品だけ行っとこうか」

　冒険者組はファランたちと別れて再び冒険者ギルドを訪れることにした。これまで狩った魔物を引き渡すためである。

　登録のついでに納品しなかったのには少しわけがあった。

「お待たせー。おかげでいい収納庫が使えるようになったよ。ありがとね、ファラン」

「いえいえー。シーラもウチの看板冒険者になると信じてるからねー」

　この世界には【収納】という魔術がある。

　これは〈格納庫ハンガー〉のように異空間へ物を出し入れする物ではなく、現実に存在する『収納庫』という施設を使って物を出し入れするもので、【収納】という名前ではあるが、実際は転移魔術である。

　そして【収納】は収納庫とセットになって初めて意味をなす魔術であり、契約した収納庫以外へ物を出し入れすることは当然出来ない。

　もし収納業者を変更する場合は【収納】も覚え直す必要がある。

「へぇ、じゃあ【収納】ってのは魔術師ギルドじゃなくて収納庫とセットで覚える物なんだ」

「おっさん、それ常識」

　ドハティ商会は収納庫も扱っており、通常の収納庫と冷蔵、冷凍機能のある収納庫の都合三つを、シーラたちはそれぞれ格安で契約していた。

　通常の収納庫は元の世界で言うところの貨物用コンテナ程度、冷蔵、冷凍機能のあるものはそれぞれその半分程度の容量だった。

　いつまでも甘えるわけにはいかないので半年から一年程度で正規料金に切り替えるのだという。

　とりあえず敏樹はヘイダの町に来るまでにシーラたちが狩った魔物をすべて彼女らが契約した収納庫に移したあと、一行は冒険者ギルドへ向かった。

　シーラたちはシーラたちで納品を行うので、敏樹とロロアは彼女らとは別の窓口に顔を出した。

「すいません。魔物の納品をお願いしたいのですが」

「かしこまりっす」

　応対したのはハーフリングの男性で名をベニートといった。

　身長は一五〇センチ程度だが、純血のハーフリングにしては背が高い部類に入る。

　ハーフリングは身軽で頭の回転が速く、手先が器用なので、冒険者だと斥候を任されることが多いのだが、彼のように事務職を選ぶ者も少なくない。

　ただ、性格や口調も軽く、それを不快に思う冒険者も多いので、ベニートはあまり混み合わない時間帯で受付を任されることが多いのだということを、敏樹はあとになって耳にした。

「んじゃここに出してもらえます？」

「あー、かなり多いんですけど」

「はぁ。どんぐらいっすか？」

「ゴブリンやらオークやらで都合一〇〇体ぐらい？」

「ひゃ……!?　ちょ、ちょっと待って下さいね」

　と、ベニートは奥に姿を消した。




「あれ、どしたの？　トラブル？」

　納品を終えたシーラたちが敏樹らの元へ来た。

「いや、こっちに来てから狩ったやつがたまりにたまってて……」

「あー……」

　無論、その心当たりのあるシーラは半ば呆れ、半ば納得したような表情を浮かべた。

「あ、そだ。あたしらＦランクに昇格したよん」

「え、いきなり？」

「うん。納品した魔物の中に、常時討伐依頼の出てるのがいて、それがそのまんま評価につながったみたいだね」

「おお、そりゃよかったな」

　嬉うれしそうな表情でシーラがピースサインを出す。

「へええ。こっちにもピースサインってあるんだ。いやＶサインか？　どっちの意味だ？」

　人差し指と中指を立てるハンドサインだが、敏樹らの世界ではピースサイン、あるいはＶサインと呼ばれる。

　平和を意味するピースと、勝利（Victory）を意味するＶサインが全く同じハンドサインなのであるが、多くの人はそういう細かいことを考えず、嬉しいことがあった時になんとなく使っているようだ。

　シーラの様子を見る限りはこちらの世界でもあまり変わらないようではあるが。

「あー、べつに深い意味はないけどね、これ。あたしはピースサインて呼んでるけど」

　実際シーラがどういう言葉を発しているのかはともかく、〈言語理解〉はピースサインと訳したようだ。

「じゃあこれは？」

　と、今度は親指を立ててみる。

「いいね、的な？」

「これは？」

　人差し指と親指で円を作る。

「お金だね」

「じゃこっちは？」

　今度は人差し指と親指をこすり合わせてみる。

「あー、それもお金だね」

　この世界にはすでに紙幣が存在するので、硬貨を意味する円と、紙幣を数える仕草がそれぞれ金銭を示すサインなのは日本と変わらないようである。

　敏樹はその他いくつかのハンドサインを確認した。

「ってか、さっきからなんなの？」

「いや、俺の故郷とハンドサインの常識が違ってたら嫌だなぁと思ってな。たとえばハンドサイン使って〝お金ちょうだい〟って言ってみ？」

「ん？　えっと……これちょうだい」

　シーラは人差し指と親指で円を作り、それを敏樹に示してそう言った。

「でだ、地域によってはそのサインがお尻しりの穴を指すことがあるらしいぞ？」

「は……？」

　敏樹の言葉に一瞬呆ほうけたシーラだったが、意味を悟るとわずかに顔を赤らめて蹴けりを放った。

「死ね、おっさんっ……!!」

「ぎゃっ!!　じょ、ジョークじゃないかよ……」

「笑えないんだよエロオヤジ!!」

　そんなつまらないことをしながら時間を潰つぶしていると、ベニートが再び受付に現れた。

「すんませんけどウチのギルドマスターがお呼びですんで、来てもらってもいいっすか？」

「はいよ。シーラたちはどうする？」

「はぁ……。ウチらはパスしとくよ。魔術師ギルドにいくからさ」




　ふと視線を移すと、なにやらそわそわしているライリーの姿があった。

　彼女は町へ着く前に敏樹が習得させた魔術をすべて解除されており、魔術師ギルドで習得し直す必要があるのだった。

　魔術の習得にはかなり金がかかるのだが、これもドハティ商会がある程度援助してくれるようだ。

「おう、おつかれさん。ライリー、頑張ってな」

「ん」

　敏樹らは一いつ旦たんシーラたちと別れ、ベニートについていった。案内されたのは解体場だった。

　体育館ほどの大きさの施設で、各所で解体作業が行われている。臭いなどは魔術により処理されており、死し骸がいなどの目に入る物は多少グロテスクだが思ったほど不快な場所ではない。

　その解体場に、白い髭ひげを生やしたローブ姿の老人が杖つえをついて立っていた。

「おう、来たか来たか」

　と、ベニートの姿を認めた老人が手招きする。

「こんな所ですまんな。儂わしはここヘイダの町の冒険者ギルド支部を預かるギルドマスター、バイロンと申す」

「どうも、敏樹です」

「あ、えっと、ロロアです」

「うむ、ではさっそく魔物の死骸を……、おう、ベニート。お主はもうよいぞ」

「うっす」

　軽く頭を下げたあと、ベニートは軽快な足取りで解体場から去って行った。

「解体済みで一〇〇体ほどありますけど？」

「うむ、聞いておるよ。そこの空いておる所に積み上げておいてくれ」

「魔石はこっちで貰もらっても？」

「その分査定が下がっていいなら好きにせい」

「はいよ」

　敏樹は空いたスペースに魔物の素材を積み上げた。突然現れた素材の山に、解体場にいた解体士たちが驚きの声を上げる。そして、興味を惹ひかれたのか、数人が素材の山の元を訪れた。

「うわっ！　これ、メチャクチャ綺き麗れいに解体されてんじゃん!!」

「おお、ホントだ、すげぇ……」

　さすが〈格納庫ハンガー〉の解体機能である。

「ねぇ、これ君がやったの？」

　解体士の一人が敏樹に声をかけてきた。

「ええ、まぁ」

「君！　解体士にならないか!?」

　その解体士は、突然敏樹の手を取り、キラキラと煌く視線を向けて訴えかけてきた。

「だめじゃだめじゃ。この者は我が冒険者ギルド期待の新人なのじゃ」

「いや、俺まだ登録したばっかですけど？」

「ふふ、儂も伊達だてに長いことギルドマスターをやっとるわけではないからの。お主はただものではないと、儂の勘がビンビン反応しとるわい」

「は、はぁ」

　と、バイロンは解体士の申し出を断ってしまった。まぁ敏樹としてもその申し出を受けるつもりはないのだが。

「えー。じゃあもっと解体士増やしてくださいよー、バイロンさぁん」

「そうだそうだ。全然手が足りないんだよぉ!!」

「悪いとは思っておるが、そのぶん報酬は出しとるじゃろが」

「わかってないなぁ。バイロンさんあれ見てよ」

　と解体士が示した先には、未解体の魔物の死骸が山積みになっていた。

「俺ら的にはさぁ。解体が間に合わなくて素材が劣化するってのが許せないんっすよね」

「あーわかるわー。肉の食べごろ逃したりとかマジ辛ぇよなぁ」

「ってか、もっと冒険者に初歩の解体技術を叩たたき込こんどいてよ。血抜きしてない冷凍の死骸渡されてどうしろってんだよ」

「ホントそれな。てめぇのせいで買取額が下がってるってのに、文句だけはいっちょまえなんだからよ、冒険者ってのは。高く買い取ってほしいなら血抜きと臓物取りぐらいやっとけっての」

「最低限、【浄化】ぐらいしといてほしいよな？」

「「「それなー」」」

　次々に噴出する苦情に、バイロンは頭を抱えて首を振っていた。

「わかったわかった。とりあえず解体講座を開いて冒険者の解体技術の底上げをするよう努めるからの。すまんけどコイツの査定を──」

「んなもんギルド職員にでもやらせとけっての。見た感じ最高レベルの解体だから数だけ数えて定価出しときゃいいって。ってか、マジ解体士になんねぇ？」

「あー、いや、ごめんなさい」

　解体士たちの気苦労もわからなくはない敏樹だったが、とりあえず冒険者になったばかりだし、しばらくはシーラたちの様子も見たい。せめて自分が倒した魔物ぐらいは解体してやるというところで、勘弁願おう。

　とりあえずひとしきり文句を言ってすっきりしたのか、解体士たちは再び持ち場に戻っていった。

「ああ、それからお主らはＥランクに昇格じゃ」

「はい？　Ｆじゃなくて？」

「うむ。ざっと見てそれぐらいの評価は得られる仕事をしておるわ」

「……俺らふたりだけでやったんじゃないかもしれないですよ？」

「それならそれでかまわん。分不相応なランクを得てもしんどいのは本人じゃからの」

「はぁ、そんなもんですか」

　さきほどからバイロンとの応対はすべて敏樹が行っている。

　ロロアはバイロンから半身を隠すように敏樹の陰に隠れていた。

　今はフードを外して顔を晒さらしているが、コンプレックスが完全に解消されたわけではない。

　敏樹やシーラたちだけならともかく、それ以外の人がいると、どうしても気後れしてしまうのだ。

　簡単に言えば重度の人見知りなのである。

　ただ、冒険者には色んなタイプの者がいるので、バイロンのほうでも別にロロアの態度をどうこう言うつもりはないようであり、彼はロロアの実力もかなりのものではないかと予想していた。
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　翌朝、日の出前の早い時間に、敏樹とロロアはレストランでシーラたちと合流していた。

　前日、ホテルに戻った際にフロントで伝言を受けていたのである。

「悪いね、早くから」

「いや、俺は大丈夫」

「あー……、ロロア、ごめんな」

「ぁい？　たいじょぶれふよぉ……くぁ～」

　眠い目をこすりながら敏樹の隣に座るロロアに対し、シーラが申し訳なさそうに言う。

　ロロアは朝が弱い。

「さっそく依頼をと思ってね。一応訊きくけど、ランクアップした？」

「いきなりＥランクだってよ」

「お、ギルドのおねーちゃんが予想した通りだな。じゃあちょっと受けたい依頼があるから、ご飯食べたらギルドについてきてもらってもいい？」

「あー、それでこんな朝早く」

「そゆこと」

　バルナーフィルドホテルの朝食はビュッフェスタイルだった。

　日の出前の早い時間にもかかわらずメニューは豊富で、人もそれなりにいる。

　ここはヘイダの町随一のホテルといってもいいが、グレードに結構幅があるので、若い商人や中級の冒険者でも利用している者は多い。

　そして商人や冒険者の中には、早朝から活動を開始する者もそれなりにいるのだった。




「これなんだけど、いいかな？」

　朝食を終え冒険者ギルドに着いたあと、シーラが示した依頼票はヘイダの東に位置するヌネアの森での魔物の討伐依頼だった。

　ヘイダの町から東へ進むとヌネアの森という森林があり、そこを抜けるとジニエム山というそれほど標高の高くない山に行き当たる。その山を越えてしばらく進むと、迷宮都市ザイタという街へ至り、ここヘイダの町とザイタの間にはそれなりに立派な街道が整備されている。

　街道周辺はある程度森も切り拓かれているのだが、それでも森に住む魔物を完全に駆逐するということは不可能だった。なので、ここヘイダの冒険者ギルドでは街道周辺の魔物の討伐依頼は常に出されているのである。

　街道によく出現するのは、ゴブリン、コボルト、オークといったもので、まれにラビット系やハウンド系の魔物が出現する。

　元々町の周辺はラビット系やハウンド系のテリトリーだったのだが、街道が整備され、その付近で頻繁に狩られるようになったことで、難を逃れるように森の奥へと棲すみ家かを移してしまったという経緯がある。

　知性が低く繁殖力が異様に強いゴブリン、同じく繁殖力が強く逃げ足の速いコボルト、そして繁殖のために他種族の雌と交配する必要があり、低ランクの冒険者では太刀打ちできない強さを持つオークは、よく街道に現れて旅人や商隊を襲うのだ。

　一度大規模な討伐隊が組まれ、森の中のゴブリン、コボルト、オークを根絶やしにする勢いで駆逐したこともあったのだが、どこから発生したのか半年もしないうちに数が戻ったので、対症療法的に討伐するしかないのだった。

「オークの討伐ランクがＤだから、トシキさんたちといればオークのいるあたりまで行けるんだよね」

「シーラたちならオーク相手でも楽勝なんだけどな」

「ギルドの規定がありますから、Ｆランクのわたくしたちだけではオークの生息地近辺までは行けないんですよ」

「ん、残念」

　シーラを始め、メリダとライリーも少し不満げであるが、規則は規則である。

「そうだな。せっかくランクアップしたわけだし、権限の行使を惜しんでもしょうがないか」

「ありがとね」

　とりあえず敏樹ら五人はパーティーを組み、依頼を受けようとしたのだが……、

「申し訳ありませんが、新規にパーティーを組む場合はメンバー内の最低ランクがパーティーランクとなりますので……」

　ギルドにパーティー申請をすると、個人ランクと別にパーティーランクというものが割り当てられる。

　それはパーティー単位での活動に対する評価によって昇格するものであり、個人ランクよりパーティーランクのほうが高い、という冒険者はかなり多い。

　しかしそれはあくまでパーティーとして実績を積んでこその評価であり、今回の敏樹らのように新規でパーティーを組む場合は、メンバー内の最低ランクの者がパーティーランクの基準となるのだった。

「あー、ってことは俺らはＦランクパーティーってことになるか」

「ありゃりゃ、じゃあ結局浅いところまでしか行けないか……」

「ふむ、どうした、困りごとか？」

　敏樹とシーラが軽く頭を抱えていると、奥から声をかけてくる者があった。

　ギルドマスターのバイロンである。

「ああ、バイロンさん。おはようございます」

「うむ。挨あい拶さつとは感心感心」

「こんな朝早くからお仕事ですか？」

「ふっふ。老人は朝が早いでの。で、なにか困っておるようじゃが」

　そこで敏樹がバイロンに事情を説明すると、彼はシーラたちをじっと観察し始めた。

「ふむ。Ｅランクパーティーでええわい」

「はい？」

　突然告げられた受付嬢が少し間抜けな声を上げる。

「儂が許可を出しておるのだ。Ｅランクぐらいなら問題あるまい」

「は、はぁ。では皆さまをＥランクパーティーとして登録させていただきますね」

　そんなわけで、偶然出会ったバイロンの計らいにより、敏樹らは無事目当ての依頼を受けることができたのだった。
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「はーい、皆さん馬車に乗りましたね？　では出発しまーす」

　馭ぎよ者しやの掛け声とともに、六台の馬車がヘイダの町を出発した。

　この馬車は商人ギルドが手配した冒険者向けの乗合馬車であり、早朝と昼にそれぞれヌネアの森へと冒険者を運んでいるのだ。

　この討伐用乗合馬車は商人ギルドが二～三日に一度手配しており、冒険者の体力や安全を考えて必ず半日で交代するようになっている。

　商人ギルドが手配する馬車だけあって、馬も車体もそれなりのものだった。

　馬はディケムコーンという有角馬の中では最下位の品種である。頭に生えている一〇本の角は、角というよりはこぶに近い。

　見た目は普通の馬とそれほど違わないが、それでも身体能力は優れているし、なにより〈重力制御〉や〈慣性制御〉といった固有能力もわずかながら持ち合わせているので、時速三〇～四〇キロメートル程度の速度を三～四時間ほど維持できるだけの能力はある。

　そして馭者は基本的に回復術を使えるので、その回復術を併用することで半日は休憩無しで走り続けることが出来るのである。車体にもちゃんと振動軽減の効果が施されていた。

　ヘイダの町からヌネアの森まではおよそ五〇キロメートルなので、一時間と少しで森に到着できる計算だ。

　また、用意された馬車はランクごとに分けられている。

　Ｇランク向けが二台、Ｆランク向けが三台、Ｅランク以上向けが一台という内訳だ。

　Ｇランクの馬車は森の手前から入口付近にあふれてくるゴブリンやコボルトを相手にする。

　Ｆランクの馬車は森の入口から少し入ったあたりの、オークが出現しづらいところを担当するが、極稀まれにオークも出現するので、念のため各馬車に最低ひとりはＥランク冒険者が乗っている。

　Ｆランクが担当する場所が最も魔物の出現数が多く、そのため馬車の台数も多い。

　本来ならこのＦランク用の馬車に乗る必要があったわけだ。

　ちなみにこのＦランク用馬車に乗るＥランク冒険者には別途手当が出るので、この枠には意外と人気があったりする。

　そしてＥランク以上は森の半ばあたりまで進む。

　そのあたりはオークが頻繁に出現するのである。魔物の数もそれなりに多いのだが、Ｅランク以上の冒険者が少ないので馬車の数は一台のみとなっている。

「かぁー。女連れのパーティーたぁいいご身分だねぇ」

　それは敏樹に向けられた言葉だった。

　彼が乗るＥランク以上用の馬車には、合計一三名の冒険者が乗っていた。

　内五名は敏樹とロロア、そしてシーラたち三人である。

　残り八名の内、ソロが三名、二人組と三人組のパーティーがそれぞれ一組という内訳だ。

　敏樹に妬ねたましげな声をかけたのは、男ばかり三人のパーティーのリーダーと思おぼしき男だった。

「あー、見ようによってはハーレムパーティーに見えるかな」

「いやいや、ハーレム以外の何物なんだっつーの！」

　男は四〇絡みのヒトのようで、鎖くさり帷子かたびらの上に革の胸甲や手甲といった装備であった。

　座っているので正確なところはわからないが、敏樹よりは一回りほど大きいようである。精せい悍かんな顔立ちの、無ぶ精しよう髭ひげが似合う男だった。

「別に彼女たちとはそういう関係じゃないから、僻ひがまれても困るんですが……」

「ん？　じゃあ誘えば俺らと一緒に行動してくれたりするわけ？」

　と男はシーラたちに意味ありげな視線を送ったのだが。

「は？　薄汚ぇ男が色目使ってんじゃねぇよ」

「まったくです。男なんて汚らわしい」

「ん、男嫌い」

「いやいやヒドくねー？」

　との返答が続き、男は敏樹に抗議の目を向けるも、敏樹としては肩をすくめるしかない。

「ってかさぁ、そいつも男じゃんかよー。なんで一緒にいるわけ？」

「はは、おっさんは別なの」

　シーラの答えに、メリダとライリーも大いに頷うなずいた。

「やっぱハーレムじゃねーか!!」

「あれぇ……？」

　彼女らの男性に対する嫌悪感だが、自分と普通に接しているので問題なく払ふつ拭しよくされたと、敏樹は思っていた。

　しかし、どうやら敏樹が特別扱いされているだけのようである。

　いや、ファランの父、クレイグにもそれほど嫌悪を表していなかったので、ある程度親しい関係であれば問題ないのだろうが……。

「はああぁぁ……、ま、しゃーねぇか。そういやおたくら見ない顔だけど、新人さんかい？　俺ぁＥランク冒険者のジールってんだ」

　と、ジールと名乗ったその男は手を出してきたので、敏樹はその手を握り返した。

「俺は敏樹。同じＥランクですよ」

「へええ、冒険者になって長いのか？」

「いや、昨日登録したばっかですけど？」

「マジかよ!?　何やらかしゃあ一日で２ランクもアップできるんだ？」

「これまで狩ってきた魔物を一〇〇匹ぐらい納品したらバイロンさんが……」

「ああ、そうか。バイロンさんが決めたんなら問題ないんだろうなぁ」

　どうやらあのバイロンという老人、冒険者からはそれなりの信頼があるようだ。

「ちなみにこのロロアもＥですよ。んで、そっち三人は全員Ｆ」

「Ｆ？　いやいや、Ｆランク冒険者がこの馬車乗っちゃダメだろ」

「あぁ？　あたしらはＥランクパーティーなんだからいいじゃないのさ」

　ジールの言葉にシーラが不機嫌さを前面に出しつつ抗議した。

「あのなぁ。ギルドランクってのは冒険者の安全のために設定されてるんだぜ？　ルールがどうこうじゃねぇだろうがよ」

　どうやらジールという男、Ｆランクのシーラたちを心配しているらしい。

「はは、ジールさんはいい人なんですね」

　するとジールは真顔で敏樹に向き直った。

「そういうんじゃねぇ。弱いのがいるとこっちの身が危なくなることもあるからな」

　他のメンバーも同意を示すように頷いた。

　ジールたち以外の同乗者も、シーラたちがＦランクと聞いてからは怪け訝げんそうな視線を敏樹らに向けている。

「言いたいことはわかりますけど、そこは心配しなくていいですよ。シーラたちがＦランクなのはギルドの実績がないだけで、オークぐらいなら何度か倒したことありますから」

「だとしてもだ。それを証明する手段がない以上、俺らとしちゃあランクを当てにするしかないのさ」

「あんたねぇ──」

　シーラがなにか文句を言おうとしたが、敏樹が制した。

「まぁ確かに。じゃあ俺らは五人だけで行動するってことでどうです？　何かあっても自己責任ってことで」

「いや、そういう問題じゃねぇだろ。それでそっちに犠牲者が出たら寝覚めが悪ぃじゃねぇか」

「やっぱジールさんいい人だ」

「だからそういうんじゃねーんだって」

　と、ジールは少し照れたような表情を浮かべた。

「うへぇ。四〇絡みのおっさんが照れる姿ってのは……、あ、いや、失礼」

「う、うるせー！　俺ぁまだ三〇になったばっかだよ!!」

「俺より十も下なの？」

「アンタ四〇かよ!!　曽祖父ひいじいさんあたりにエルフでもいるのか？」

「いやいや、先祖代々ヒト……ですよ？」

　異世界人の敏樹はこちらの世界のヒトという種族に最も近いのだが、だからといってイコールとは言い切れない部分もある。

「なんで自信なさげなんだよ……。あと、十も年上のおっさんに敬語使われるのも居心地悪いからため口でいいよ」

「そう？　じゃあこれからは気楽な感じでよろしく」

「おう、よろしくな……って、敬語使ったほうがいいか？」

「いや、べつに。っていうか、そういうの気にする人っているの？」

「まぁヒト同士だとたまにこだわるやつはいるな」

「へええ」

　と、そんなことをやっている内に馬車の速度が落ち始め、完全に停とまった。

『はーい、目的地に到着しましたよー』

　馭者の声が車内放送のような形で馬車の中に響き渡った。
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「はーい。では二時間を目め処どにここへ戻ってくださいねー。皆さまよろしくおねがいしまーす」

　馭者の声が森の中の街道に響く。

　敏樹らの乗った上位ランク向けの馬車は森の街道を進み、ちょうどヌネアの森の中間部あたりで停まっていた。

　ここからは各自街道を外れて森に入って魔物を駆除していく形となる。

　街道は森を南北に分けているので、冒険者たちはまず二手に分かれた。

　二時間というと労働時間としては短く思えるかもしれないが、森を探索しつつそれなりの頻度で戦闘を繰り返すとなると、短時間でもかなり疲れることになる。

　とはいえ適宜休憩を挟みつつ計画的に行動すればより長時間の活動は可能であり、そういった長時間の活動を希望するものは午前の便で森を訪れて午後の便の帰りに便乗するということも可能だ。

　しかし、午前は午後よりも多くの魔物に遭遇でき、二時間の活動で充分な稼ぎを得ることができるので、一日通して活動する冒険者は少ないのだが。

　ちなみに停車中の馬車周辺は【結界】の効果を持つ魔道具があるのでそれほど危険はなく、万が一の時は馬車に逃げ込めばなんとかなるようになっている。

　馬車そのものに【結界】の効果を付与できれば移動中も神経質に魔物を恐れる必要はないのだが、現在移動しながら【結界】を張るという技術は確立されていないので、どうしても対象は停止している必要があるのだった。

「悪いがトシキさんらは俺たちと一緒に南側でいいかな」

　ジールが敏樹にそう提案してきた。

　街道によって南北に分かたれた森だが、北の方により多くの魔物が生息しているといわれている。

　正確に調査されたわけではないが、それは過去何度も行われた討伐による経験則のようなものであった。

　出来れば多くの魔物を狩りたいと思っているシーラは露骨に不満げな表情を浮かべたが、初めての依頼で無理をすることはないと敏樹に説得され、渋々応じることになった。

「悪いな。そっちのお嬢ちゃんたちの実力がわかるか、ランクアップしてくれりゃあ次からは北の方も任せられると思うわ」

「こっちはまぁいいけど、そっちはいいの？　俺らに付き合って南の方に来て」

「しょーがねぇだろ、Ｆランクが三人もいるんだからよ」

「やっぱいい奴だな」

「だから、そういうことは思ってても言うなって」

　今回の割り振りだが、森の北側にソロ三人と二人組パーティーの五人、南側に敏樹ら五人とジールのパーティー三人の八人という、少しバランスの悪い構成となった。

　北側に行く冒険者だが、五人の内ＤランクとＥランクが二人ずつ、あと一人はＣランク冒険者なので、多少人数が少ないものの危険はないだろうと判断された。

　人数が少ない分取り分が多くなると、むしろ喜んでいるようだ。

　ちなみに今回の依頼だが、参加するだけで一万Ｇゴルドの日当が出ることになっている。

　Ｇランク冒険者の中にはこの日当のみを当てにしている者も多い。

「じゃあ、お手並み拝見と行きますか」

「ふん」

　ジールが不敵な笑みを浮かべながらシーラのほうを見たが、彼女は不機嫌そうに睨にらみ返しただけだった。

「さっきからずんずん進んでるけどよ、もうちょい周りを探ったほうがいいんじゃねぇか？　狩りこぼしなんてのはもったいない上に後の憂いにもなりかねんぜ？」

　敏樹に先導されながらどんどん森の深部へと進んでいる状態に、ジールが苦言を呈した。

「大丈夫だよ。索敵にはちょっとだけ自信があってね。もうすぐオークの群れに行き当たるから」

　敏樹は事前にこっそりと『情報閲覧』で魔物の配置を確認しており、効率よく回れるルートを歩いていたのだった。

「ほら、おいでなすった」

　一いつ旦たん進行をとめ、敏樹は声を落として注意を促した。

「ほら、あそこ」

「まじかよ……、アンタすげぇな」

　敏樹が指した先、木々が生い茂ってなかなか見づらいところではあるが、数匹のオークの群れが見えた。

「シーラたちだけでいけるか？」

「任せといて」

　シーラ、メリダ、ライリーの三人が気配を殺してオークの群れに近づいていく。

「ほう……」

　その様子にジールは感心したような声を上げた。

　隠密系スキルに関しては森の野狼討伐時に三人とも習得し、ある程度のレベルに達している。

　おかげで下手な斥候よりも優れた隠密行動をとれるようになっているのだった。

　──シーラは双剣を抜いた。

　ドハティ商会で購入したらしい鋼鉄製のもので、両刃の細い剣身が木漏れ日を反射して鈍く光る。

　刃の部分だけ輝きが少し異なるのだが、これはミスリルがコーティングされているせいであった。

　シーラは相変わらず露出の多い恰かつ好こうだが、街中にも冒険者の中にも意外と似たような恰好の者が多く、変に目立つということはなかった。

　まぁ容姿に優れていることに違いはないので、そういう意味で注目を集めることは多少あったが。




　シーラを後方から支援する形で、メリダとライリーが続く。

　メリダの弓はシーラ同様ドハティ商会で購入したコンポジットボウである。

　張力はロロアのものに遠く及ばないものの、風魔法によるブーストをかけることでかなりの威力と命中精度をもたせることが可能だ。

　敏樹が日本から持ち込んだコンパウンドボウよりも魔法の乗りがいいらしく、張力当たりの威力はむしろ上がりそうだとメリダは見ていた。

　防具類はロロアの物に似ているが、服装は明るめの色合いでそろえており、ロロアがワンピースなのに対し、メリダは袖そでの短いシャツと短めのキュロットという恰好だった。

　ライリーは山賊討伐時に習得していた魔術は使えなくなっていたものの、昨日冒険者ギルドへの登録が終了したあと魔術師ギルドにも登録しており、とりあえず使い勝手のいい無属性の攻撃魔術をいくつか習得していた。

　ローブにトレント材の杖つえという装備である。

　魔術師が持つ杖の多くには、魔術を使う上で役に立つ効果が施されていることが多く、ライリーの杖にはわずかながら詠唱短縮と魔術効果増大の能力があった。

　シーラ一人が突出してオークの群れに近づく。

　身を隠しながら接近し、木陰から一気に踏み込んだ。

　踏み込みつつ右手の剣を振り、一匹のオークの首を一いつ閃せん。青銅並に固いオークの皮膚だが、ミスリルでコーティングされた鋼鉄の剣とシーラの双剣術を前にあっさりと切り裂かれ、最初の一匹は頸けい動どう脈みやくから鮮血を撒まき散ちらした。

　魔物といってもオークの血は赤い。

「ブフォッ!?」

　ようやくシーラの襲撃に気づいたオークたちだったが、すでに二匹目のオークが、身を翻したシーラが突き出した左手の剣によって、胸を貫かれていた。

　それでも最期の悪あがきとばかりに棍こん棒ぼうを振り下ろしたオークだったが、その攻撃はシーラの右手の剣で軽くいなされてしまう。
















　そして胸に刺さった剣を抜かれると同時に二匹目のオークは力なく倒れた。

「おっさんには悪いけど、やっぱ突けるってのはありがたいね」

　ちゃんとした双剣を手に入れるまで使っていたミリタリーマチェットは、丸みを帯びた切っ先の形状から刺突には向かない武器だった。

　ようやく〈双剣術〉のスキルを十全に生かせる武器を得たシーラは、どこか生き生きとして見えた。

　別のオークが唸うなりを上げて斧おのを振り上げ、シーラに襲いかかる。

　しかしメリダの放った矢を眉み間けんに受け即死。

　風魔法を纏まとったメリダの矢は、オークの頭の上半分を完全に吹き飛ばしていた。

　最後の一匹は事態を飲み込めないままオロオロしていたが、やがて音もなく首がころりと落ちた。

　ライリーが放った無属性の中級攻撃魔術【魔ま刃じん】によるものである。

「ま、こんなもんか」

「張り合いがないですわね」

「ん、楽勝」

　発見から一分足らず、シーラが初撃を加えてから一〇秒程度が経過していた。

「すげぇ……」

　ジールたちは呆ほうけたような表情でシーラたちの戦いを眺めていた。
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　ガギィイン!!　と金属同士がぶつかる重い音が森に響く。

　それはジールのパーティーメンバーでありドワーフの戦士ランザの大盾が、オークの振り下ろした斧の一撃を弾き返した音であった。

　金属鎧を全身にまとうランザは、インパクトの瞬間に体重を乗せて盾を押し返していた。

　渾こん身しんの一撃を押し返されたオークは、のけぞるような形で体勢を崩す。

　ランザは右手に持ったハンマーを振りかぶると、軸足となっていたオークの左ひだり膝ひざを薙なぐように振り抜き、怒鳴り声を上げた。

「どないじゃボケェッ!!」

「ブヒイィィ!!」

　膝ひざを横合いから砕かれたオークは悲鳴のような叫びをあげながら、自身の体重を支えきれずに膝をつく。

　そのすぐ近くには、すでにジールが大剣を振り上げながら、踏み込みつつあった。

　そしてオークが膝をつき、頭の位置が下がったところへジールは大剣を振り下ろし、オークの頭を叩たたき割った。

　さらにジールは視界の端で自分に襲いかかろうとしていた別のオークが弾かれるようにのけぞったのを確認した。

　同じくパーティーメンバーである魔術師のモロウが放った【雷弾】が、オークの頭に命中していたのである。

　下級攻撃魔術程度ではオークを倒すには至らないものの、牽けん制せいには充分だった。

【雷弾】の衝撃に加え、追加効果の雷撃によりオークは一瞬意識を失う。

　そしてその一瞬が命取りとなった。

　一匹目の頭を叩き割ったジールは、すでに半身を翻して大きく踏み出しており、全身を回転させるように両手で構えた大剣を横よこ薙なぎに振り抜いた。

「どっせぇぇい!!」

　掛け声とともに振り抜かれた大剣は、オークの上半身と下半身を完全に分断した。

　それは致命傷というには充分なダメージであるが、即死でない以上油断は禁物である。

　下半身と分かたれ上半身のみで地面に落ちたオークは、最期の悪あがきとばかりに手に持った棍棒をジールに投げつけるべく振りかぶっていた。

　大技を繰り出して無防備になっているジールにかわす余地はない。

　が、オークは棍棒を振りかぶったまま動かなくなった。

　そのオークはランザの振り下ろしたハンマーで頭を潰つぶされ、絶命していた。

「おぉ、見事な連携だなぁ」

　敏樹はジールたちの戦いぶりを少し離れた場所から見ていた。

　魔物の討伐ランクは、同ランクの冒険者三人以上で戦うことを前提に設定されている。

　オークの討伐ランクはＤなので、オーク一匹に対してＤランク冒険者三人以上で当たるのが望ましいということになるのだが、ジールのパーティーは三人ともＥランクである。

　ランクのみで考えた場合、オーク一匹に対してさえ戦力は過小となる。

　まして二匹同時に相手取るとなると、かなりの危険を伴うはずであり、敏樹はいつでも加勢する準備をしていたのだが、どうやらジールたちはランク以上の強さを持っているようだった。

　倒したオークの死し骸がいをジールとランザが一箇所に集め、その処理をモロウが魔術で行う。

　まずは【血抜き】から。

　本来であれば獲物が瀕ひん死しの状態で行う必要のある血抜きの作業だが、【血抜き】の魔術を使えば時間が経って血液が凝固する前の段階であれば、死骸から無理やり血を抜くことが可能だ。

【血抜き】を終えた死骸を、今度は【冷却】で冷やす。

　これはその名の通り、対象から熱を奪って冷やす魔術である。

　この【冷却】は時間をかけて重ねがけをすれば対象を冷凍することも可能だが、モロウは冷蔵レベルでとどめ、あとは冷蔵機能付きの収納庫へと【収納】して獲物の処理は終了となった。

「あれ、冷凍したほうが長持ちするんじゃないの？」

　解体や時間停止機能のある〈格納庫ハンガー〉を持つ敏樹はこういった下処理が不要なため、通常冒険者がどうやって獲物を処理しているかということを知らない。

　彼自身には必要のない情報だが、シーラたちには有用だろうと思い、敏樹は素朴な疑問をモロウにぶつけたのだった。

「解体済みのブロック肉なんかは冷凍したほうがいいですけどね。血抜きだけを行ったものは冷蔵のほうがいいんです」

「それはなんで？」

「一度冷凍して解凍すると、肉であれ皮であれ品質が落ちますからね。といって冷凍のまま解体するというのは難しいですから、冷蔵にしておいて、その日の内に解体に出すのが一般的です」

「へええ」

　感心したように返事をしたあと、敏樹はふと視線を感じてそちらを向いた。

「おっさん、その……」

　シーラたちが申し訳なさそうに敏樹を見ている。

　たしかシーラたちが狩った獲物は、ライリーが【血抜き】を行ったものの、そのあとは特に【冷却】などせずに【収納】していたはずだ。

「実は、血抜きだけした獲物をそのまんま冷凍収納庫にぶっこんじまってさ……」

　ジールたちに失態を知られたくないのか、敏樹に歩み寄ったシーラが耳元で囁ささやくように告げる。

　そのあと、窺うかがうような視線を上目遣いに向けるシーラに対して敏樹が頷うなずくと、彼女はほっと胸をなでおろした。

　敏樹の〈格納庫ハンガー〉であれば、たとえ冷凍されていても問題なく解体できるだろう。

　その後も順調に狩りは続いた。

「いやぁ、南の方でこんだけ魔物に出会えるとはねぇ」

　敏樹の『情報閲覧』のおかげで効率よく魔物を狩ることができ、ジールたちもほくほく顔だった。

「南側にしちゃあ上々の成果だが、ちと深い所まで来すぎたかもな。トシキさん、そろそろ引き返そうや」

「オーライ」

　その後、敏樹らは別のルートを通って帰り、さらに成果を得ることができた。








四章　おっさん、脅威と対たい峙じする









「え、馬車が出ないんですか？」

　翌日も同じようにヌネアの森へ行こうとした敏樹らだったが、門に行ったところで、今日は討伐用の乗合馬車が出ないことを、警備兵に教えてもらった。

「三日に一回くらいは休みになるかな。そういうのもギルドの掲示板に出てるからね」

「そうなんですねー……。ありがとうございます」

　事情を聞いた敏樹は、ロロアやシーラたちのもとへ戻り、事情を説明した。

「どうする？　今日は休む？」

「えー、今日あたり頑張ったらランクアップできそうなんだけどなぁ」

「シーラ、トシキさまを困らせてはだめよ。今日は休んで明日でもいいではないですか」

「むー……」

　メリダにたしなめられてご機嫌斜めな様子のシーラに、敏樹はあたりを気にしながら小声で話しかけた。

「車、出してやろうか？」

　その提案に対し、シーラは嬉うれしそうな顔で何度も頷いた。




「なぁ、おっさん。その便利なやつ、なんで出しっぱにしとかないの？」

　自動車でヌネアの森を訪れ、魔物の討伐を開始してしばらく経たったあと、タブレットＰＣを出し入れする敏樹の様子が気になったのか、シーラがそんなことを訊きいてきた。

「ああ、これな。こいつは俺の魔力や体力を使って動いてるから、出しっぱなしにしとくと疲れるんだよ」

　討伐依頼に便利な『情報閲覧』を始め、便利な機能を持つ管理者用タブレットＰＣだが、これを稼働させると敏樹のＨＰ生命力とＭＰ魔力が一分間に一パーセントずつ消費される。

　どちらも三〇パーセントを下回ると行動のパフォーマンスが極端に下がるため、連続使用の目安は一時間ほどになるだろうか。

　ただ、敏樹には〈無病息災〉という加護があり、タブレットＰＣを起動させていなければ一分間に一パーセントずつＨＰとＭＰが回復するので、こまめに出し入れしているのだった。

「へええ、そういう仕組みなんだな。だったらさ、ある程度索敵が済んだらしまっといてくれてもいいよ」

「ありがたい申し出だけど、危なくないか？　こいつは敵の位置くらいならかなり離れた場所からでも確認できるんだけど、個体の詳細となると結構近づく必要があるから、あんまり使わなすぎるっていうのもなぁ」

　タブレットＰＣの『情報閲覧』機能による索敵方法だが、大まかに魔物の位置を確認するだけなら、広域地図に光点を出すようなかたちで表示することが可能だ。

　しかしその魔物が実際どういう種族で、どの程度の強さを持つのか、という詳細なデータを確認するには、タブレットＰＣ本体の背面カメラで捉とらえる必要がある。

　フレームの中にさえ捉えていれば、障害物を無視してでも必要な情報を得られるのだが、フレームの外にあるものに関しては、その位置とリアルタイムの動きしか見ることができないのである。

「いや、それでも反則級に便利だから」

　タブレットＰＣを使った索敵方法について説明を受けたシーラは、感心しつつもどこか呆あきれた様子でそう答え、メリダとライリーも彼女の意見に同意するようこくこくと頷く。

　シーラたちを連れて初めて日本を訪れる前、敏樹が異世界人であることや『情報閲覧』『スキル習得』といったタブレットＰＣの機能について多少言葉を選び──ごまかすというよりは彼女たちに理解できるよう言い換えるという意味で──ながらではあるが説明を受けた際、彼女たちは皆一様に驚いたものだが、それ以上に納得している様子だった。

　この世界の常識に外れるような敏樹の言動や行動に対してすっかり慣れてしまったのか、シーラたちは多少のことでは動じなくなったのである。

　ちなみに、敏樹に全幅の信頼を寄せているロロアはというと、そんな敏樹とシーラたちのやり取りを眺めながら、ニコニコと微笑んでいるのだった。




「ヴォフゥッ……」

　オークの巨体がドサリと倒れる。

　しばらく双剣を構えたまま倒れたオークを見ていたシーラだったが、どうやら敵の死が確実であることを認めて構えをとき、血振りをして剣を鞘さやに収めた。

「これで、何匹目だっけ？」

「オークに関してはこれで九匹目ですわね。ほかは、コボルト一〇匹、ゴブリン七匹、ホーンラビット三匹、フォレストハウンド五匹ですわ」

　ここまでの戦果を報告するメリダの脇を抜けて、ライリーがオークの死骸へと歩み寄る。

　その傍らにしゃがみ込むと、魔術による【血抜き】を行った。

「ん、メリダおねがい」

「かしこまりましたわ」

　血抜きを終えた死骸をメリダが【収納】する。

【収納】は収納庫からの距離と収納物の大きさや重さによって消費魔力が変動するのだ。

　町からそれなりに離れた森のなかで、オークのように大きな魔物の死骸を【収納】すると結構な魔力を消費する。

　そこで、エルフの血を引く関係で保有魔力に優れ、かつ戦闘であまり魔力を必要としないメリダが【収納】を担当していた。

「じゃああと一匹くらいで今日は切り上げるかね。おっさん、悪いけど……」

「はいよ」

〈格納庫ハンガー〉からタブレットＰＣを取り出した敏樹は、『情報閲覧』であたりを探った。

「お、そっちにしばらく進んだところにぽつんと一匹いるな」

「よし、そいつを最後の獲物にしようか」

　肉食獣めいた獰どう猛もうな、しかしどこか艶つやのある笑みを浮かべたシーラは、敏樹が示した方向へと進んでいった。

　その後に、メリダとライリーが続く。

　今日の討伐に関してはシーラたちのランクアップを目標にしているので、敏樹とロロアはあまり手を出さず、戦闘のほとんどを三人に任せている。

　敏樹は基本的に『情報閲覧』以外のサポートはせず、ロロアは一応弓を構えて万が一に備えていたが、ここまでのところで彼女はまだ一度も矢を放たずにすんでいた。

「……っ!?」

　軽く腰を落とし、気配を殺しながら先行していたシーラが、突然ビクンと大きく震えて立ち止まった。

　目標までおよそ一〇〇メートルのところまで近づいていたが、鬱うつ蒼そうと生い茂る草木のせいで対象を視認するには至らない。

「シーラ、どうした？」

　突然立ち止まったシーラの様子が気になり、敏樹は小走りで彼女に近づいて小声で問いかけた。

「……わかんない。でも、なんかヤバい」

　シーラは視線を目標のいるであろう方向へ固定したまま、青ざめた顔でそう呟つぶやいた。

「……ちょっと調べてみるか」

　対象までの距離が一〇〇メートルほどであれば、『情報閲覧』での詳細情報を得ることは可能である。

　シーラの獣人としての直感を信じた敏樹は、タブレットＰＣを取り出してカメラを構えようとした。

「トシキさんっ！　何か来ますっ!!」

　後方に控えていたロロアの切羽詰ったような叫びが聞こえると同時に、敏樹は樹木の間を縫って猛スピードで接近してくる黒い影を視認したのだった。
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　ソレは自分が何者であるかを知らない。

　いつからここにいるのかも知らない。

　気がつけば森の中で槍やりを手に立っていた。

　自分が何者であるかはわからないが、自分が強いと言うことはわかっていた。

　そして戦いを好む存在であることも自覚していた。

　どういう経緯でここに来たのか、そもそもいま生まれたばかりなのか、それすらもわからず、ただ立ち尽くしていた。

　どれくらいの間、佇たたずんでいたのかもわからない。

　ほんの数分なのか、数時間なのか、数日なのか、数年なのか……。

　そうやってただぼんやりと立っていたソレの瞳ひとみに光が灯る。

　──敵だ。

　自身に近づく敵意を感じ取ったソレは、ほとんど無意識のうちに森の中を走り始めていた。
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　それは真っ黒な肌をしたオークだった。

　槍を片手に突進してくる黒いオークは、『情報閲覧』を使わずとも危険な存在であることがひしひしと感じられた。

「くっ……!!」

　敏樹は取り出したタブレットＰＣをすぐにしまい、〈思考加速〉を発動した。

　思考速度が数倍に加速されたことで、時間の流れが引き伸ばされ、世界はスローモーションとなる。

　ゆっくりと流れる時間の中、敏樹の後方から二本の矢が黒いオークに向かって飛んでいったが、それらはあえなくかわされてしまう。

　続けてバチバチと光を放つ球体が黒いオークをめがけて飛んでいく。

　ライリーの放った中級単体攻撃魔術、【雷球】であろう。

　同じ中級の攻撃魔術である【雷槍】に比べて威力と速度に劣る魔術だが、これは使用者の意思に従って軌道を変えることができる。

　さきほどロロアとメリダが放った矢をかわしたように、黒いオークは【雷球】を避けようとしたが、雷をはらむ光の玉は軌道を変えて対象を捉えようとした。

　バチィィッ!!
















　しかし黒いオークが槍を振るうと、【雷球】は轟ごう音おんと閃せん光こうを放ちながらかき消されてしまった。

（とにかく、足止めを……!!）

　どうやら黒いオークが最初に目標としたのはシーラであるらしい。

　シーラは後方に大きく飛び退いているが、黒いオークの速度からして、このままいけば着地後、もう一度飛び退こうとするところで彼女は敵の槍に貫かれてしまうだろう。

　しかしそうなる前に、敏樹の魔術詠唱が終わる。

「止まれ！」

　黒いオークの眼前に【雷壁】が現れる。

　これは雷属性の防御魔術だが、触れたものに雷撃によるダメージを与える、攻性防壁ともいえる魔術である。

　黒いオークは【雷球】のときと同じように、槍を払って【雷壁】をかき消したが、その先にもう一枚の【雷壁】が展開されていた。

「ブフォッ!!」

　少し苛いら立だったような声を上げた黒いオークはそのまま二枚目の【雷壁】に突っ込んでいった。

　轟音と閃光はあがったが、黒いオークはさしてダメージを受けていないようだった。

　しかし、突進の勢いを殺すことには成功し、シーラは二歩目の後退に成功する。

（後ろががら空きだよっ!!）

　一枚目の【雷壁】が振り払われ、轟音と閃光が上がったのと同時に、敏樹は隠密スキル〈影の王〉を全開で発動し、自らの存在を隠いん蔽ぺいした。

　そして黒いオークの背後に回り、二枚目の【雷壁】に敵が突っ込むタイミングに合わせて、延髄をめがけてトンガ戟げきを繰り出した。

「なっ……!?」

　二枚目の【雷壁】を体当たりでかき消した黒いオークが突進を止めたかと思うと、敵は構えていた槍をぐるんと反転させ、後ろ向きのまま背後から迫る敏樹に向けて穂先を突き出してきた。

（しかし、俺のほうが一瞬早い……!!）

〈思考加速〉によってゆっくりと流れる時間の中、みぞおちをめがけて迫る槍の穂先を、身体からだを捻ひねってかわそうとしながら、敏樹はトンガ戟を突き出す。

「えっ……？」

　槍の穂先が自身に届く寸前、敏樹の繰り出したトンガ戟の刃は黒いオークの延髄を捉えたが、刺突用に取り付けられた鋼鉄製のダガーナイフは、パキンと折れてしまった。

　黒いオークの皮膚にかすり傷ひとつついていないのを確認すると同時に、敏樹は己を貫く槍の感触を得た。

「ぐふぅっ……」

　なんとか身体を捻ったおかげで急所は外せたもののかわし切るには至らず、敏樹は脇腹を槍で貫かれた。

「っ──!?」

　敏樹が脇腹を貫かれるのを見たロロアの目が大きく見開かれた。

　しかし彼女はそこでうろたえることなく、つがえていた矢を放つ。

　メリダよりも連射の得意なロロアの矢が、黒いオークをめがけて飛んでいく。

　だが、黒いオークは片手を槍から離し、飛んできた矢を摑つかんだ。

　そして敏樹を貫いていた槍を引き抜き、前方へ踏み込みながら、摑んだ矢を投げ返そうとしていた。

（まずいまずいまずいまずい!!）

　投げ返された矢は射手であるロロアを襲い、踏み込んで繰り出される槍をシーラがかわすことはできまい。

（ふたりが死んでしまうっ……!!）

　それだけではない。

　ロロアとシーラを倒した黒いオークは、そのままの勢いでメリダとライリーも手にかけるに違いない。

　このままでは全員がここで死んでしまう。

（なにか……、何か打開策は……!!）

　敏樹は自分に打てる手を考え始めた。

（転移は……いや、俺ひとり助かってどうする!!　何かスキルは……？）

　この場を切り抜けられそうなスキルを敏樹はいま持ち合わせていない。

　新たに覚えるにしても、今の状況でタブレットＰＣを操作するなど不可能であろう。

（魔術……）

　魔術とはそもそも脆ぜい弱じやくな人が魔物に対抗するために開発された、英知の結晶である。

　この場を切り抜ける方法があるとすれば、魔術以外にあるまい。

〈全魔術〉スキルによって覚えた膨大な数の魔術から、現状を打破し得るものを探す。

（なにかいい魔術は……くそっ、時間が……!!）

　こんなことをのんきに考える暇があれば、敵の動きを妨害するなりロロアやシーラに注意を促すなり、さっさと行動すればいいものを、と思われるかもしれないがそうもいかない。

　敏樹はいま〈思考加速〉の効果によって考えあぐねるのに必要な時間を引き延ばしているに過ぎないのだ。

　そして引き延ばされた時間の中で加速されるのは思考のみであり、身体は自由に動かせない。

　別段身体の動きに制限がかかっているのではなく、いつもと同じ時間の流れに身を置いているというだけの話である。

　一秒を一〇〇秒と感じられたとしても、一秒の間にできる以上の行動は起こせない。

〈魔術詠唱破棄〉を習得している敏樹は、その気になれば即座に魔術を発動できる。

　しかし今の状況では一度の魔術で何らかの成果を得られなければ、間違いなく死ぬ。

（そのために必要な魔術はなんだ……？）

　単体攻撃魔術なら当たれば多少の足止めは出来るだろうが、効果範囲が狭すぎるので、たとえ背後から撃ったとしても軽くかわされる可能性がある。

　範囲攻撃魔術ならかわし切れまいが、面積当たりの攻撃力が小さすぎて足止めにならない可能性があるし、下手をすればロロアたちを巻き添えにしてしまうかもしれない。

　相手の動きを阻害する魔術は？

　……抵抗レジストされる未来しか見えない。

（まずい、手から矢が離れる……!!）

　これ以上の猶予はないと思った瞬間、さらに思考が加速された。

　それは〈思考加速〉本来の効果を大きく上回るものであった。

（このタイミングで〈思考加速〉のスキルレベルが……、いや、走そう馬ま燈とうってやつか？）

　人は死に瀕ひんしたとき、走馬燈のように記憶が浮かび上がってくると言われており、それは死を逃れようとする人の本能がそうさせるのだという説がある。

　そして目の前に訪れようとしている死から逃れるため、過去に得た知識や経験から現状を打破するための何かを探すため、脳が猛スピードで記憶を検索するのだと。

　敏樹が脇腹に受けた傷だが、即死を免れはしたものの致命傷となる可能性は充分にあるのだ。

　それに、ロロアたちを守りたいという強い意志も影響したのだろう。

　ほとんど停止したような時間の流れの中、敏樹は脳をフル稼働させた。

　そして──、

「【神聖不可侵】！」

〈思考加速〉によって引き延ばされ、生存本能と仲間を守りたいという強い意志によってさらに加速された思考時間のなか、記憶の海から引き上げた敏樹の答えがそれだった。
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　──まるで走馬燈のように記憶が浮かび上がる。

　その日、敏樹はロロアのテントでプリントアウトした紙資料とにらめっこをしていた。

　正確にいつのことかは覚えていないが、まだ集落の世話になっているころであることに違いはない。

　彼は自身の所有するスキルを整理するため、異世界に持ち込んだノートＰＣにデータを打ち込み、実家に帰ったときにプリントアウトしていたのだった。

「あー、タブレットとノーパソ同期できたらいいのに」

　などと文句をたれながら、カタカタとキーボードを叩たたいたことを、さらに思い出す。

　そうやって出来上がった紙資料の中でも、〈全魔術〉によって習得した魔術の把握に相当手間取っていた。

　その他のスキルはその効果を知ったうえで習得しているからいいのだが、〈全魔術〉に関しては、一体どんな魔術があるのかという確認から始めなければならなかった。

「この【神聖不可侵】というのは？　なんだかとても強力な防御魔術のような気がしますけど」

　この日の議題は〝もしものときにロロアを守れるスキルまたは魔術〟というもので、二部印刷した魔術一覧のひとつをロロアに渡していた。

　ということは、少なくともロロアが日本語を覚えたあとの時期であるようだ。

「あー、それなぁ。正直使い物にならんのと違うかなと思うんだよな」

「どういう効果なんです？」

「何者にも触れられない状態にすることで、効果が続く限り確実に対象を守るってやつなんだけど」

「触れられないということは、ものすごく硬い壁で囲ってしまうとかですか？」

「いや。えーと……」

　敏樹は『情報閲覧』を起動し、さらに詳細な効果を確認する。

「対象の存在する次元をわずかにずらすことで干渉できなくする、か」

「……どういう意味です？」

「なんとなくわからんでもないが、説明できるほど理解はできないな。実際やってみるか」

　なにやら大仰な効果の割りには消費魔力の少ないその魔術を、敏樹は中身を飲み干したばかりのコーヒーカップにかけてみた。

「これでいいはず……おお!?」

【神聖不可侵】を受けたコーヒーカップは、一見して存在感が薄れたように感じられる。

　上手く言えないが、どこかブレたような状態とでも言えばいいのだろうか。

　そして敏樹がそのカップに触れようとしたが、説明通り触れることができなかった。

「わぁ、なんでしょうこれ？」

　ロロアも面白がって触ろうとしたが、やはり触れないようである。

　それは〝すり抜ける〟とか〝重なる〟とかそういう状態ではなく、ただ〝触れない〟としか表現しようのない現象であった。

「問題は、自分にかけたら動けない、ロロアにかけても運べないってところだなぁ」

「たとえばこれをかけた状態で相手を観察するというのはどうです？　考える時間だけは稼げそうなので、なにか名案が浮かぶまで考え続けるんです」

「つまり、自分たちが【神聖不可侵】で無敵状態になってからゆっくり考えると？」

「はい。身動きが取れなくても見たり聞いたり、あと考えたりはできますよね？」

「あー、駄目だな。ずらされた先の次元は時間の流れが異なるとかなんとかで、【神聖不可侵】をかけられた者は、かけられて何日経ったとしても対象者にとって一瞬にも満たない感覚になるんだと。それこそかけられたことにも気づかず効果が切れ、周りの時間だけが流れてる、みたいな？」

　実際にこの魔術が人に対して使用された例は、史上一件のみだった。

　大昔、孤高の魔術師がこの魔術を完成させたのだが、研究に人生を捧ささげた彼はその時点で余命幾ばくもない状態だった。

　そこで彼は自分に【神聖不可侵】をかけ、誰かがいつか気づいてくれるのを待った。

　微動だにせず、触れることのできない存在は、必ず大きな話題となり、人が集まるだろう。

　魔術効果が切れたとき、その場にいる人たちにこの魔術を伝えることができればそれで本望と、彼は残りの全魔力を注ぎ込んで【神聖不可侵】を発動した。

　そして目覚めた彼は水の底にいた。

　長いあいだ彼が次元の狭間にいるときに、地震や異常気象によって地形が変動し、彼の住む街は湖の底に沈んでしまっていたのだ。

　彼は目覚めた瞬間わけも分からず溺おぼれ死しに、【神聖不可侵】は誰にも伝わることなく失われるのだった。

「……使えませんね」

「だな」

　自らの死と仲間の危機を目の前にして、敏樹が選んだ【神聖不可侵】とは、そんな魔術だった。




「止まっ……た……？」

　双剣を構えたまま、シーラが呟つぶやく。

　黒いオークは摑んだ矢を投げようと、そして片手で構えた槍やりを繰り出そうという、動きを止めるには少し不自然な体勢のまま、その場に固まっていた。

「もう……大丈夫……」

　脇腹を押さえてへたり込む敏樹の姿に、全員が目を見開く。

「トシキさんっ!?」

「おっさん!!　この黒ブタやろーめっ!!」

　悲鳴のような叫びとともに、ロロアは敏樹に駆け寄った。

　ほぼ同時に叫んだシーラは双剣を振り上げ、敏樹の姿に一瞬固まりかけたメリダとライリーはシーラを援護するように構えた。

「わわ……ってぇ!!」

　そして勢いよく振り下ろされたシーラの刃は、黒いオークをスカッとすり抜け、彼女は剣を振り抜いた勢いのまま体勢を崩して転んでしまった。

「トシキさん！　大丈夫ですか？　あぁ、血がこんなに……」

「はは、大丈夫……。即死じゃなけりゃ、俺は、死なないから……」

　敏樹が押さえた脇腹は血に汚れていたが、出血の勢いはかなり弱まっている。

〈無病息災〉をもつ敏樹の傷は、徐々にではあるが回復しており、一時間もすれば完治するだろう。

「まぁ、このまま、のんびりしてる余裕は……ない、けどね……」

「だめ、トシキさん、無理しないで……」

　痛みに喘あえぎながら絞り出すように呟いたあと、脇腹を押さえている手の下から淡い光が漏れた。

「ぐああぁっ!!　っ……ってぇ……ちくしょう……」

「トシキさん！　トシキさん!!　だめっ！　死なないでっ!!」

　突然苦く悶もんの声を上げる敏樹の姿に取り乱したロロアが、敏樹にしがみつく。

「はは、もう大丈夫だって。回復術を使ったから」

　敏樹はすっかり穏やかになった口調でそう言いながら、しがみつくロロアの背中をあやすようにポンポンと叩く。

「あー、痛いよね、それ」

　傷ついた細胞を無理やり治すため、回復術による治療は相当な痛みを伴うのだ。

　過去に回復術で大怪我を治療した経験のあるシーラは、その痛みをよく知っていた。

「え？　え……？」

　突然声の調子が戻った敏樹に戸惑うロロアを安心させるため、彼は傷跡を見せてやることにした。

　上半身を覆っていた革の胸甲をそのまま〈格納庫ハンガー〉にしまい、血まみれで穴の空いた服を捲まくり上あげた。

　露わになった脇腹に【製水】という魔術で生み出した水をかけて血ち糊のりを洗い流し、すっかり傷のなくなった綺き麗れいな肌をアピールする。

「はぁ……、よかったぁ……」

　こわばっていたロロアの身体から力が抜ける。

「ところでおっさん、こいつどうなってんの？」

　触ろうとしても触れない、黒いオークを指し示しながら、シーラが問いかけてきた。

「【神聖不可侵】」

「あー……」

　一言そう告げた敏樹の言葉に、ロロアは納得したような声を漏らしたが、シーラたちは意味がわからず首を傾かしげるのだった。
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【神聖不可侵】の説明をうけたシーラたちは、当面の危機を回避できたことを悟ったようで、構えを解いて全員がその場にへたり込んだ。

「じゃあ、丸一日以上こいつはこのまま動けないけど、その間こっちからはなにもできないってわけだ」

「そういうこと」

『情報閲覧』で確認したところ、黒いオークに対する【神聖不可侵】の効果時間はおよそ三〇時間であることがわかった。

　過去の例では数十年効果のあった魔術だが、おそらくこの黒いオークが抵抗レジストしたせいで効果時間が極端に短くなったのだろう。

　数十年の時間をたった三〇時間程度にまで減らされたと嘆くべきか、災厄レベルであろう魔物を三〇時間も無力化できたことを喜ぶべきか、判断は難しいところではあるが……。

　ただ、残念なことに【神聖不可侵】を受けているものに対しては『情報閲覧』も干渉できず、この黒いオークの詳細な情報を見ることはできなかった。

「そっか……。じゃあさ、これからどうする？」

「そうだな……、町に帰ってギルドに報告ってところかな。こいつは俺たちの手に余るから」

「そう……」

　敏樹の答えを受けてシーラは軽くうつむいたが、逡しゆん巡じゆんする様子を見せたあと、顔を上げて敏樹を見据えた。

「なあ、おっさん。こいつ、あたしらだけで──」

「だめ」

「──いや〝だめ〟って……。最後まで話を……」

「俺たちだけでなんとかしようって言いたいんだろ？　だからそれはだめ。さっきも言ったけど俺たちの手に余るんだって、こいつは」

　敏樹の言葉に、シーラがぎりっと奥歯を嚙かみしめる。

「で、でも、ギルドに報告したらどうなる？」

「討伐隊でも組まれるだろうな。だから俺たちはできる範囲で討伐の手助けをする。でも、無理はしない」

「そんなっ!!　こんなやつ相手にしたら、一体どれだけの犠牲が出るか──」

「死ぬところだったんだぞ？」

「──え？」

　重く呟かれた敏樹の言葉に、シーラは思わず息を吞のむ。

「一手選択を誤っていれば、そして一瞬遅ければ、俺たちはここで全員死んでいたかもしれないんだぞ？」

「うぅ……」

　つらそうに、そしてどこか悔しそうにうつむいたシーラの頭に、敏樹は優しく手を乗せた。

「俺だってせっかく知り合った町の冒険者が犠牲になるのはつらい」

「だったら……」

「でもな、見ず知らずの、あるいは知り合ったばかりの冒険者より、俺にとってはロロアやシーラたちのほうが大切なんだよ」

「ぅ……。その言い方は、ずるい……」

「ははは、おっさんってのは大抵ずるいもんだよ」

　敏樹はそう言ってポンポンとシーラの頭を軽く叩たたき、手を離した。

「シーラ、トシキさまの言うとおりですわ。わがままを言ってみんなを困らせないの」

「ん、無茶はだめ」

「むぅ……」

　メリダとライリーにたしなめられたシーラだが、まだ完全に納得いっていないようだった。

「ねぇシーラ。なにか考えがあるの？」

　シーラが多少の不満を抱えつつもまとまりそうだった話に、ロロアが割って入った。

「おい、ロロア──」

「トシキさん。私もトシキさんの意見に賛成です。ここで私たちが無理をする必要はないと思います」

「だったら……」

「でも、シーラの意見を最後まで聞いてあげてもいいじゃないですか。だから、何か考えがあるのなら話してみて？」

「うん……。ロロア、ありがと」

　小さくそう呟いたあと、シーラは顔を上げて話し始めた。

「こないだ、おっさんの実家に行っただろ？」

「……ああ」

「異世界っていうんだっけ？　あたしにはよくわかんなかったけど、見たことないものがたくさんあった」

　一応ロロア以外の女性を日本に同行させるにあたり、敏樹は全員に異世界のことを説明していた。

「おっさんの住む世界の便利な道具とかを使えば、なんとかなんないのかなって……」

「……なるほど」

　たしかに、日本で手に入る物を上う手まく使えば強力な武器や有効な仕掛けになる可能性は高い。

　それこそ作戦次第では自分たちだけでもこの黒いオークを撃退できるかもしれない。

「はぁ……。本当なら俺がそこに気づくべきだったよなぁ」

　本来であれば日本で手に入る便利グッズを駆使する作戦というのは、日本人である敏樹のほうが思いつきそうなものだが、ロロアやシーラが危機に晒さらされたことで少なからず冷静さを欠いていたのだろう。

「そうだな……」

　敏樹にとって優先すべきはあくまでロロアであり、シーラたちである。

　しかし、大切な人たちを守った上で、さらに犠牲を減らせる作戦があるのなら、臨む価値はあるはずだ。

「やってみるか」

　敏樹の言葉に、シーラの犬耳が嬉うれしそうにピンと立ったが、すぐにペタンと倒れた。

「おっさん、その……、ごめんな、わがまま言って」

　敏樹はそんなシーラの様子に苦笑を漏らすと、再び彼女の頭に手を乗せた。

「言っとくけど、無理はしないぞ。ヤバそうならすっ飛んで逃げるからな」

　そう言って敏樹はわしゃわしゃとシーラの頭を撫なでた。

「ふふ、よかったね、シーラ」

　するとロロアも手を伸ばし、シーラの頭を撫で始める。

「まったく、この子は無茶ばかり言うんですから……」

「ん、よしよし」

　そしてメリダとライリーも手を伸ばす。

「だぁー、もー！　やーめーろーよー!!」

　そう言ってみんなの手から逃れようと身体をよじるシーラの尻しつ尾ぽは、勢いよくパタパタと左右に揺れていた。
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　黒いオークのいる場所を新たな拠点に設定したあと、敏樹はロロアたちを連れ、五人で日本のガレージへと転移した。

　そこで、あーでもないこーでもないと作戦会議を進めていく。

「やっぱ鍵かぎになるのはおっさんの隠密行動だと思うんだよな」

「うーん、でもすぐ見破られたぞ？」

「だとしても、まったく効果がないとは思えないんだよなぁ」

「あの、魔術の効果が切れる瞬間に、上手く注意をそらすことはできないでしょうか？」

「たしかに、前回と違って事前に接近できるという利点はありますものね。すぐ近くで構えておいて、敵が動き始めた瞬間に気をそらしたうえでとどめを刺す、と」

「ん、でも硬い」

「あー、そっかぁ。おっさん渾こん身しんの一撃でかすり傷ひとつつかないもんなぁ」

「いや、それならスキルでなんとかなるかもしれん。ただ、あれ結構縛りがきついんだよなぁ。【神聖不可侵】が解けたあと、数秒でいいから完全に無防備にできればなんとか……」

「でしたらこういう方法はどうでしょう……」

　と、作戦会議は順調に進み、以前買っておいて〈格納庫ハンガー〉に収めているものの中で使えそうなものをリストアップしたり、新たに必要なものを買ったり作ったりしているうちに、二四時間が経過した。

　この時点で【神聖不可侵】の効果が切れるまでおよそ六時間。

　敏樹らはまずヘイダの町のホテルに転移し、そこで二手に分かれることになった。

　というのも……。

「トシキしゃん……ごめんなしゃい……ねむたくて……」

「おっさん、わりぃ……、あたしもげんかい……」

「わたくしはまだなんとか……。しかしあとのことを考えると少しでも……」

「……すぅ……すぅ……」

　日本に転移したあと、寝ずに作戦を考えたり準備を行ったりしていたため、ロロアたちの眠気が限界に達してしまったのだ。

「いいよいいよ。とりあえず寝ときな」

　敏樹も転移直前までは同じく眠そうにしていたのだが、こちらの世界に戻ったところで〈無病息災〉が発動し、行動に支障が出るほどの眠気はなくなったのだった。

「トシキしゃん、ひとりでいっちゃだめれしゅよぉ……」

「わかってる。準備が終わったら必ず起こすから」

　ふたつのベッドに分かれて眠った女性たちをしばし見守ったあと、敏樹はホテルを出てドハティ商会へと向かった。

　今回の作戦の成功率を少しでも上げるため、ファランにも協力を仰ぐことにしたのだ。

「魔術効果を高める装備？　あるよ、もちろん」

　ドハティ商会を訪れた敏樹はファランを呼び出し、さっそく相談を持ちかけた。

「魔術全般？　それとも属性限定？」

「どっちがいい？」

「そりゃ使い勝手がいいのは全般だろうね。でも効果を高めるなら属性を限定したほうがいい」

「じゃ、属性限定かな。で、使おうと思ってるのが──」

「……えっと、それって生活魔術じゃない？」

「まぁそうなんだけどさ」

「確かあれは水……じゃなくて火だったかな」

「あ、やっぱそうなるんだ」

「……トシキさんって頭いいの？　ボクは何であれが火属性になるのかよくわかんないんだけど」

「熱を操る……的な？」

「あー、そういうこと……。じゃあちょっと待って」

　奥に引っ込んだファランがなにやら父親と激しくやり合ったあと、細長い箱を持ってきた。

　革張りのいかにも高級そうなケースを開けると、そこには一本の杖つえが入っている。

　それはうっすらと赤みがかった白色のまっすぐな杖で、頭の部分に黒い宝石のような物が埋め込まれている。

　その宝石の内側には炎が渦巻いているように見えた。

「ほい、フレイムスタッフ」

「なんかすごい見た目の割りには普通の名前だな」

「はは、そーかな。とにかくウチにあるので一番効果が高いやつ」

「なんか変わった素材っぽいけど、何でできてんの？」

「杖自体は火竜の骨で、頭の石がイフリートの心石っていう宝石」

「イフリートって火の精霊、的な感じ？」

「そうそう。それの心臓を生きたまま取り出して、本体が死ぬ前に錬成したとかなんとか。とにかく希少価値が高いんだけど、その分効果も抜群だよ」

「うへぇ……。火の精霊から心臓えぐり出しちゃって大丈夫なのか？」

「まぁ精霊だし、いるところにはたくさんいるからね」

「あぁ、そういうもんなんだ。で、おいくら」

「一億だよん」

「はぁ!?」

　ファランが得意げに笑い、敏樹が驚きの声を上げる。

「言っとくけどオークションに出したら、タイミング次第ではさらに一〇倍の値がついてもおかしくない逸品だからね」

「買えるかそんなもんっ！」

「うん。だから貸したげる」

「貸し……いいのか？」

「もちろん。普通はしないけど他ならぬトシキさんの頼みだもん」

「……いくらだ？」

「んふー、さすがトシキさん、わかってるねー。一日一〇万でいいよ」

「よし。借りよう」

「まいどありー！　今日はもう遅いから、明後日の午前中までに返してくれたら一日分ってことでいいよ」

　フレイムスタッフには火属性の魔術効果を最大で一〇倍に上げる効果があった。

　ただし、使用者の魔力を大量に消費するという仕様があり、倍の効果を得るのに消費魔力は四倍に、三倍にしようとしたら八倍に、と言った具合に消費魔力が増えていき、一〇倍となると通常の一〇二四倍の魔力が必要となる。

　また、対象が杖から近ければ近いほど効果は高まるらしく、相手に密着した状態で魔術を発動すれば下手をすると百倍近い効果になる可能性もあるのだとか。

　油断すればありったけの魔力を吸い取られるため、効果の割りには使い勝手の悪い杖ということで実戦で使われることはほとんどないらしい。

「……魔石、足りるかな？」
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「おーい、そろそろ起きろよー」

　ドハティ商会から戻り、自身も一時間ほど仮眠を取ったあと、敏樹はロロアたちを起こした。

　三時間ほど睡眠の取れた女性たちは、寝ぼけ眼まなこをこすりながらも、こちらに戻ってきた直後に比べれば随分顔色も良くなっていた。

「ぉあよぅごゃぃまひゅ……」

「うぃ……おっさん、おはよう……」

「おはようございます……」

「ん……」

「まだちょっと時間はあるから、シャワーでも浴びてスッキリしてきなよ」

【神聖不可侵】の効果が切れるまで三時間足らず。

　準備の時間を考えても、あと二時間ほど余裕はあるが、寝ぼけた状態で相手をできるほど、あの黒いオークは甘い相手ではない。

　睡眠も大事だが、それ以上に覚かく醒せいもまた重要なのだ。

「あー、誰から入る？」

「んぅ……、ここのお風ふ呂ろは広いから、みんなで入れるよ……」

「あら、それは……ふぁ……、しゅてきですわにぇ……」

「ん……みんなで、洗いっこ……」

　まだ寝ぼけた様子のロロアたちが、よたよたとバスルームへ向かっていく。

　そんな中、比較的寝覚めのいいシーラがふと敏樹に目を向け、ニタリと笑った。

「おっさんも一緒に入るか？」

「なっ、ちょ、シーラ!?」

　シーラの一言に驚いたロロアが完全に覚醒する。

「わたくしは、よろしいですわよ？」

「ん、わたしも平気」

「ちょっと、メリダとライリーもなに言ってるの!?」

　メリダとライリーは半分寝ぼけてそう答え、ロロアが慌ててたしなめる。

「俺はもうシャワー浴びてるから。アホなこと言ってないでさっさと行ってこい」

　敏樹は動じた様子もなく、シーラに対してしっしっと手を振って応じた。

「へーい」

　いたずらっぽい笑みを浮かべながら気の抜けた返事をするシーラ、ほっと安心した様子のロロア、まだ少し眠そうなメリダとライリーがバスルームに入っていくのを見送ったあと、敏樹は誰にも聞こえないような小さな声で呟つぶやいた。

「ったく、あんまりおっさんをからかうなよな……」

　四人の女性に囲まれてシャワーを浴びる姿を想像し、年とし甲が斐いもなくドキドキしてしまったのは秘密だ。




「おおー！　これおっさんが用意してくれたの!?」

「おう、ルームサービスってやつだ」

　三〇分ほどでシャワーを浴び終えて部屋に戻った女性たちを待っていたのは、サラダやサンドイッチなどの軽食を中心としたそこそこ豪華な食事だった。

　コーヒーや紅茶などの飲み物もちゃんと用意されている。

「ゆっくり食べてる時間はないけど、少しは腹に入れとかないとな」

　軽い食事を終えるころには、全員しっかりと目を覚まし、気力も充実していた。

「よし、じゃあいくか」

　食後に少し休憩を挟んだあと、敏樹はロロアたちを伴って魔力消費による〈拠点転移〉を使用し、黒いオークのもとへ転移した。
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「これってやっぱりオークなのかな？」

　転移で訪れた先で固まっていた魔物は少々スマートなシルエットだが、顔を覗のぞき込むに間違いなくそれはオークだった。

　腰に毛皮のようなものだけを巻いた恰かつ好こうで、いまにも動き出しそうな姿勢のまま固まっているそのオークは、肌の色が真っ黒だった。

「……あらためて見るとやっぱヤバいかも。もしかしてエンペラークラス？」

「オークエンペラーってもっとでかいんじゃないか？　こいつは二メートルもないから、変異種ってやつになるのかなぁ」

　シーラの質問に、タブレットＰＣを操作しながら敏樹が答える。

【神聖不可侵】の影響でこの個体を調べることはできないが、一般的な情報に関しては『情報閲覧』で検索できるのだ。

「だとしても、この肌の色は危険ですわね」

「ん、正直怖い」

　魔物の中には上位種というものが存在する場合がある。

　たとえばオークの場合だと、通常のオークの上にハイオークというものが存在する。

　ハイオークは通常のオークよりも戦闘能力が高く、身体も一回りほど大きい。

　そして、少し肌が褐色に近い色になる。

　ハイオークの上にはオークリーダーが存在し、戦闘能力や身体的特徴はハイオークに近いが、ハイオーク以下の眷けん属ぞくを数匹ほど指揮統率できるという特徴がある。

　その上にはオークジェネラルがおり、ハイオークやオークリーダーより一回り身体が大きく、より濃い褐色の肌を持ち、より高い戦闘能力と下位の眷属を従える能力を持っている。

　さらにその上にはオークロード、オークキング、オークエンペラーがおり、上位に行くほど戦闘能力が高く、身体は大きくなり、肌の色は黒に近くなっていく。

　オークエンペラーともなるともはや魔王級の存在であり、身の丈は五メートルほど、漆黒の肌を持ち、一匹で街を壊滅できるほどの強さがある上に、万を超える眷属を率いるような、災厄の権化となる。

　このオークは肌こそ真っ黒だが体格はそれほどでもないため、敏樹は変異種と判断したのだった。

　ただ、その肌の色からするに、オークエンペラー並の能力を持っている可能性が考えられる。

「作戦、上手くいくといいんだけど……」

　シーラが不安げに呟く。

　昨日は勢いでいろいろと提案したが、冷静になった状態で黒いオークの姿を改めてみると、その凶悪な容姿に、知らず肌が粟あわ立だつ。

「心配するな。何かあっても逃げる算段だけはしっかりしてるから。さ、準備だ準備」

　敏樹はシーラだけでなく、ほかの三人もなだめるように言い、作戦に必要な仕掛けを設置するよう促した。

「あ、あの、トシキさん」

「ん？」

「これ、一枚いただいてもいいですか？」

　準備の途中、ロロアは仕掛けのひとつである紙の束から一枚抜いて、それを敏樹に示した。

「まぁ、別にいいけど……」

「やった！」

　嬉うれしそうにピョンと飛び上がったロロアのもとに、メリダとライリーが近づいてくる。

「わ、わたくしも、できれば一枚」
















「ん、欲しい」

「はぁ？　そんなもんなんで欲しがるんだ？」

　そんな敏樹らの様子を少し離れた場所からちらちら見ていたシーラも、照れた様子で口を開く。

「あー……、あたしもちょっと欲しい、かな？」

「まぁ多めに刷ってるから別に問題ないけどな」

「あ！　だったらあと六枚くらいいただいてもいいですか？」

「大丈夫だけど、そんなもん何に使うんだ？」

　ロロアの質問に、心底意味がわからないといったふうに敏樹が首を傾げる。

「べ、べべ、別に、何かに使うとか、そんなんじゃないですから！」

「そう？　まぁ作戦に支障がないなら好きにしてもらってもいいけど、そろそろ準備終わらせてくれよ？　もうすぐ時間だからな」

　そして敏樹らは、【神聖不可侵】が切れる数分前にすべての準備を終えた。




「よし、じゃあ全員ヘルメットと耳栓は持ったな」

　ロロアを始め、シーラ、メリダ、ライリーの四人は、全員が偏光バイザー付きのジェットヘルメットを小脇に抱えていた。

『なんなんすか先輩！　ハーレムっすか？　ハーレムなんすか!?』

　という徹からの詰問を受け流しつつ、これらは買い揃えたものである。

「耳栓の使い方はさっき説明したとおりだ。ヘルメットのかぶり方はロロアに訊きけばいいから」

　そして敏樹は、この場から二〇〇メートルほど離れた場所にある、少し目立つ形の樹を指差した。

「あの木の陰に隠れたら、耳栓をしてヘルメットをかぶる。で、こちらに背を向けてうずくまり、目を閉じて口を開けること。いいな？」

　昨日の段階で詳細な説明を受けていたロロアたちは、敏樹の言葉を受けて力強く頷うなずいた。

「みんなは俺が呼ぶまで絶対ここには近づかないこと」

「はい……。この場はトシキさんひとりのほうがいいですもんね……」

「だね。あたしたちは完全に足手まといだからなぁ」

「トシキさま、お気をつけて」

「ん、無理は禁物」

「はは、ありがとう。大丈夫。しくじったらもう一回【神聖不可侵】をかけて、今度こそギルドに報告するから」

　そう言ったあと、敏樹はタブレットＰＣに視線を落とした。

　モニター上には『情報閲覧』が算出した【神聖不可侵】解除までのカウントダウンタイマーが表示されている。

「さ、そろそろ時間だから、行って」

「……トシキさん、絶対に無茶はしないでください」

「おっさん、あんま気張りすぎてしくじんなよ？」

「トシキさま、ご武運を……」

「ん、もう一回言う。無理は禁物」

　それぞれ一言ずつ言い残して、ロロアたちは目印となった樹のもとへ去っていった。

「さーて、ほどほどにがんばりますか」

　そしてカウントダウンタイマーがゼロになった。
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【神聖不可侵】が解除され、黒いオークが動き出した。

　まずあたりを見回し、うっすらと聞こえる音に耳を澄ましているようだ。

　そしてスンと鼻を鳴らした瞬間、鼻を押さえて悶もん絶ぜつした。

（うん、臭豆腐で充分いけたな）

　臭いによる攻撃が異世界冒険でいつか役に立つかもしれないと、敏樹は当初シュールストレミングの購入を検討していたのだが、近年罰ゲームやら面白動画やらで流は行やっているのか品切れになっていた。

　そこで関連商品のところにあった、臭豆腐を代わりに購入し、黒いオークの前に設置していたのだ。

　これもテレビ番組の罰ゲームによく使われているので効果はあるだろうとは思っていたが、予想以上の成果を得ることができた。

　ちなみに敏樹はというと、そこそこ高価な防臭マスクによって臭いを軽減していた。

「ブフォオオ!!　ブフゥゥ!!」

　鼻を押さえて転げ回っていた黒いオークだったが、すぐに鼻を押さえたまま、槍やりを手にして起き上がった。

　指の間からは大量の鼻水が流れ、ゼェゼェと息が漏れる口からもよだれが垂れていた。

「ブフゥ……」

　そして黒いオークは呼吸を止めることで臭いを遮断することにしたようだ。

　体内の魔石から活動エネルギーを得られる魔物にとって、呼吸は必ずしも必要なものではない。

　ただし、これによって嗅きゆう覚かくはほぼ遮断されたも同様であるし、呼吸を止めることで身体のパフォーマンスは多少なりとも落ちるのである。

「ブフォッ!!」

　ピクピクっと耳を動かした黒いオークが、背後の草むらに槍を繰り出した。

　カツン！　音を立てて壊れたのは、みんなで設置していた小型のオーディオプレイヤーである。

　スピーカー内蔵で一個千数百円の安物だが、小さな音を出すには充分であった。

「ブフッ!!」

　今度は目をこらしていたオークが何かに気づき、木に向かって槍を繰り出した。

　凄すさまじい威力を誇るその刺突によって、幹の半分以上をえぐり取られた木が、メキメキと音を立てて倒れる。

　そこには敏樹の胸から上の写真が貼り付けられていた。

　自撮りしたものをＡ４でプリントアウトし、コンビニエンスストアのコピー機でＡ３に引き延ばしたものである。

　敏樹はこれらオーディオプレイヤーと写真に〈影の王〉で隠密効果を付与し、ひとつひとつ付与のレベルを変えていたのだった。

　つまり、付与されたレベルの低い物からより音が聞こえやすく、より発見しやすいのである。

　ひとつ破壊すれば次に効果の高い物から音が聞こえ、ひとつ突き破れば次に効果の高い写真が見えてくる。

　そうやって黒いオークの聴覚と視覚への依存度をどんどん上げていった。

　ただ、オークの様子を見ている敏樹も、安全というわけではない。

「ブフォ！　ブファッ!!」

　囮おとりを摑つかまされることに苛いら立だちながらも、黒いオークは的確にオーディオプレイヤーを破壊し、写真の貼られた木をなぎ倒していく。

（おわぁっ！）

　ブンッ！　と振るわれた槍によって近くの木がなぎ倒され、敏樹は危うく下敷きになりそうになった。

　思わず声が出そうになるのを押さえ、最小限の動きで倒れてきた木を避ける。

　いま黒いオークの聴覚はかなり鋭敏になっているはずなので、少しでも声を上げれば〈影の王〉による隠密など即座に看破されてしまうだろう。

　倒れてきた木を避け、再び顔をあげると、黒いオークが敏樹のほうを見ていた。

（──っ!?）

　目が合ったように感じられた敏樹は、思わず息を吞のむ。

（やばい……、逃げるか……？）

「…………？」

　オークの表情が読めるわけではないが、なんとなく訝いぶかしんでいるように見えた。

　黒いオークは顔だけをこちらに向けていたが、視線を固定したまま身体の向きを変え、まるで敏樹に向き合うように槍を構え直す。

（やばいやばいやばいやばい……）

　一応安全を考慮して罠わなを設置したあたりからは一〇メートルほど離れているが、この黒いオークであれば一瞬で詰められる距離だろう。

　もし気づかれているとしたら、すぐにでも〈拠点転移〉を使って逃げ出す必要がある。

　敏樹は〈思考加速〉を発動した。引き伸ばされた時間の中で、こちらに踏み込む動きがわずかにでも察知できれば、その時点で逃げられるように。

（……いや、そのまえにもう一手）

　次の瞬間、黒いオークは右側に身体をひねりながら、強烈な刺突を繰り出した。

　右手にあった木の幹の大半がえぐり取られ、バキバキと音を立てて折れる。

（よし……!!）

　黒いオークの視界ギリギリに収まるであろう木に貼られた写真の隠密効果を、完全に解除したのだ。そのことで、黒いオークには写真に写った敏樹の顔が突然現れたように見えただろう。

（あれを俺が食らったと思うと……）

　背筋に寒いものを感じつつ、敏樹は黒いオークの注意がそれた瞬間に〈格納庫〉から音響閃光手榴弾スタングレネードを取り出し、ピンを抜いて黒いオークの足下をめがけて投げた。

　これも異世界冒険の役に立てばと以前購入しておいたものである。

　作動前に気づかれては元も子もないので、スタングレネードには〈影の王〉で最高レベルの隠密効果を付与している。

（１……２……３）

　そして発動のタイミングに合わせてスタングレネードの隠密効果を解除し、〈音遮断〉と〈光遮断〉の効果を付与した【結界】で自分を囲った。

　その直後、カッ!!　と閃せん光こうが走り、あたりは昼のように明るくなった。

　それと同時に、耳障りな爆音が森に響き渡る。

（うぉ!?　意外と眩まぶしいっ……!!）

　音は完全に遮断していたが、光を完全に遮断して結界内を真っ暗闇にするのは逆に危険だと思い、暗闇の中で黒いオークの姿がギリギリ見えるレベルで光を通していたのだが、スタングレネードが放った閃光は予想以上に強く、敏樹は目を細めた。

　通常であればしばらく目がくらんで視界がぼやけるほどの閃光を目にしたわけだが、〈無病息災〉のおかげでスタングレネードの光が収まるより前に瞳どう孔こうの収縮がとかれ、敏樹はすぐに外の様子を確認することができた。

（よっしゃ……！）

　光が収まり、黒いオークが硬直しているのを確認したところで、敏樹は【結界】を解いた。

　本来屋外では十全に効果を発揮しないスタングレネードだが、すでに日は沈み、あたりは暗くなっていること、木立にもそれなりに音を反響する効果があること、そしてなにより敵がスタングレネードの効果対象である視覚と聴覚を鋭敏にさせていたことなどが功を奏し、狙い通り動きを封じることができたようだ。

　そして敏樹はすかさずフレイムスタッフを取り出し、硬直して動けないオークの背後に立つと、杖つえで背中に触れた。

「【冷却】」

　それは物を冷やすための生活魔術である。

　対象から効率よく熱を奪う魔術だが、戦闘で使えるほどの効果はない。

　しかしフレイムスタッフを使っての、およそ百倍の効果となると話は違ってくる。

　数秒でスタングレネードの効果が切れた黒いオークは、すぐさま動き出そうとしたが、すでに全身が凍りかけており、ほとんど動くことができなかった。

　それでも魔術に抵抗レジストしつつほんの少しだけ動けるようになった黒いオークは、ギチギチと音が鳴りそうな動きで首を回し、かろうじて敏樹の姿を捉とらえられるところまで身体をひねることができた。

　そして敏樹と目が合った瞬間、黒いオークはわずかに口角を上げる。

　絶対的優位にあるはずの敏樹だったが、背中に冷や汗が流れるのを感じた。

（あとひと息……）

　そう思ったところで、黒いオークは前へと向き直り、ギシギシとわずかずつ身体を動かしながら、ゆっくりと腰を落とし、拳こぶしを胸の高さまで上げた。

　そして──、

「ヴォオオオオオォォォォォッ！！！！！！」

　森の中に黒いオークの咆ほう哮こうが響き渡った。

　それは威圧効果を持つ〈咆哮〉というスキルである。

　その咆哮を受けた者は恐怖におののき、身体が硬直して思考も停止する。

　先日、森の野狼の頭目が放ったものとは桁けた違ちがいのものである。

　至近距離で受ければ意識を失うこともあり、下手をすればショック死すらしかねない、そんな危険なスキルだった。

　さらにその〈咆哮〉には一瞬だが爆発的に全能力を上昇させる効果もあった。

　身体能力はもちろん、魔法に対する抵抗力もである。

【冷却】への完全な抵抗レジストに成功した黒いオークは、自由になった身体を翻した。

　そこには硬直して動けない敵がおり、あとはそれをただ槍で貫くだけでこの戦闘は彼の勝利に終わる。

　……はずだった。

「ブフォッ!?」

　振り返ったところにいた敵はなんの痛つう痒ようも感じさせないような表情で立っており、身を翻した自分の胸に杖が当てられるのを感じた黒いオークは、瞬時に全身の自由を奪われるのを感じていた。

「ほんと、町田さんに感謝だな」

〈無病息災〉は状態異常を無効にするのである。

　そして〈咆哮〉は高い効果を持つ分、体力や魔力を大きく消費する。

　さらに、フレイムスタッフ越しに〈魔力吸収〉を試したところ、むしろ通常よりも効率よく吸収できることがわかった。

　黒いオークに、二度目の【冷却】に対して抵抗レジストする力は残っていなかった。




「……完全に凍らせてんのに、死なないんだな」

　黒いオークはすでに全身をカチコチに凍らせており、指一本動かせない状態だった。

　しかし、目だけは敏樹を捉えて放さず、その恨みがましい視線からはまだ力が感じられた。

　また、先ほどから敏樹はずっと〈魔力吸収〉を使って延々と魔力を奪い取っているのだが、それでも黒いオークは気絶する気配がない。

　どうやら敏樹が魔力を奪い取るよりも、黒いオークの魔力回復のほうが、ペースが早いようだ。

　このままいけば【冷却】の効果が切れるのと黒いオークの魔力が回復するのとで、いずれ抵抗レジストされてしまうだろう。

　かなりのペースで敏樹は魔力を奪っているので、まだまだ【冷却】を最大威力で発動可能だが、それではいつまで経ってもこの戦いが終わらない。

「とどめ……刺すしかないか」

　凍らせた勢いで死んでくれたならどうということもなかったのだろうが、いざとどめが必要となると、少し心が重くなってくるものだ。

　しかし放っておけばいずれこの黒いオークは回復し、再び動き出すだろう。

　動き出したこのオークが一体どんな災厄を撒まき散ちらすのか、想像もつかないところである。

　なので、ここできっちり仕留めておくのが、戦いを始めてしまった者の責任だろう。

「ごめんな。恨みはないんだけどな」

　再びそう言いながら敏樹は〈格納庫ハンガー〉からミリタリーマチェットを取り出した。

　一応低レベルながらも〈剣術〉スキルを習得しているので使えなくはないのだが、片手斧槍ハンドハルバードに慣れている敏樹にとって、ミリタリーマチェットの軽さはどこか頼りなさを感じさせる。

　その頼りない武器で黒いオークを傷つけるのは容易ではなかろうが、こんなこともあろうかと敏樹は新たなスキルを習得していた。




　──〈斬ざん首しゆ〉。

　剣、または刀によって、無抵抗な相手の首を落とすことに特化したスキルである。

　本来は処刑に使われるもので、ある程度身体を拘束し、抵抗できなくした上でのみ効果のあるスキルだ。

　しかもこのスキルは頸けい部ぶ以外の箇所に当たってもほとんど威力を発揮しないという制限があるのだが、そのかわり激しく抵抗されない限り相手の防御力をほとんど無視して首を落とすことができるのだった。

　覚悟を決め、ミリタリーマチェットを構えた敏樹は〈斬首〉を発動して黒いオークの首を薙なぎ払はらおうとしたのだが──、

「マッデェッ!!」

　ミリタリーマチェットの刃が黒いオークの首を捉えようかという寸前、悲痛な叫び声が森の中に響き渡った。

　とどめを刺すべく〈斬首〉を発動した敏樹だったが、その叫び声を受けミリタリーマチェットの刃が黒いオークの首の皮一枚切ったところで止まる。

「……今の、お前か？」

　敏樹は少し驚き、かつ不審な表情を浮かべ、黒いオークを見た。

　黒いオークは縋すがるような、それでいてどこか恨めしそうな視線を敏樹に向けていた。

「オデ、ジヌ、ナイ……」

「はぁ？」

「オデ、ジヌ、ナイ!!」

「……俺、死ぬ、無い……か？　この期に及んで死ぬのが怖いと？」

　黒いオークは敏樹の言葉を理解したのか、ほとんど動かない首を必死で横に振る。

「ダダガウ、アル、ジヌ、アル。ダダガウ、ナイ、ジヌ、ナイ!!」

「戦って死ぬならいいってこと？」

　黒いオークは首を縦に振った。

「いや、戦って、俺が、勝ったの。結構頑張ったよ、俺。わかる？」

「ダダガウ、ナイ！　オマエ、ズルイ!!」

「えっと、もしかして、魔術がずるいってこと？」

　黒いオークは首を縦に振る。

「んー、たしかにずるいっちゃずるいかもしれんね。でもそれはしょうがないよ。だって俺たち弱いもん」

「オマエ、ヨワイ……？」

「そう、弱い。だから、頭使うしみんなで力合わせるし、罠も張るし、魔術も使う。そうしないとお前みたいな強いやつに勝てないからな」

「オマエ、ヨワイ。オデ、ツヨイ。ツヨイ、カツ。デモ、オデ、マケル。ナンデ？」

　黒いオークは意味がわからないという視線を敏樹に向ける。

「なんでって……。お前に勝つためにいろいろ頑張ったからなぁ」

「ガンバッタ？　ガンバッタ、ナニ？　ヨワイ、ツヨイニ、カテル？」

「えっと、弱いやつが強いやつに勝てるってことは、まぁあると思うよ」

「ガンバッタ、ナニ？　オシエル、ガンバッタ。オデ、ツヨイ、ガンバッタ、モット、ツヨイ？」

「んー、いよいよなに言ってるのかわからんな……。あ、そうだ!!」

　敏樹はタブレットＰＣを〈格納庫ハンガー〉から取り出し、目の前の黒いオークをパーティーに加えた。

「おわっ、ポイントがすごく貯まってるじゃないか」

　そう呟つぶやきながら、『スキル習得』にて〈言語理解〉から『大陸共通語』を習得させる。

「これでちっとはマシになるかな」

　オークにも言語とまではいかずとも、喚き声である程度の意思疎通ができる文化があるのではないか、そして〈言語理解〉で全言語を習得した自分だからこそ、その意図を汲くみ取れているのではないか、と敏樹は考えた。

　しかし、オークの言葉には語ご彙いが少なく、それで満足に意図を伝えることができないのではないだろうか。

　なら、大陸共通語を覚えさせれば、もう少し会話がスムーズに運ぶ可能性は高くなるのではないか。

　あるいは今この黒いオークが発しているのは大陸共通語、ないしは人類圏の他の言語かもしれない。

　その場合、オークの口の形のせいで発音が難しいという可能性もある。

　スキルで言語を覚えれば、敏樹が水精人の言葉を流りゆう暢ちように話せたように、発音の問題はクリアできるはずである。

　これまでオークの声がすべて意味のない喚き声に聞こえていたにもかかわらず、この黒いオークからは意味のある言葉が聞けるということは多少不思議ではあるが、上位種であればある程度知性も高く、意思の疎通ができるのかもしれない。

　すべて敏樹の勝手な推測ではあるが。

「では改めて……。お前さんは一体何が言いたいんだい？」

「おれ、ガンバッタしたら、もっとつよくなれるか？」

　どうやら発音の方は改善されたが、語彙や話法については如何いかんともしがたいようである。

　それでも随分とマシにはなったが。

「うーん、もっと頑張ったらお前がもっと強くなれるかってこと？」

「そう！　おれ、ガンバッタする。もっとつよくなる？」

「まぁ、そりゃもっと強くなるってこともあるだろうなぁ」

「おまえ、ガンバッタおしえる！　おれ、もっとつよくなる!!」

「はぁ？　俺がお前に何か教えるってこと？」

「そう！　おれ、もっとつよくなりたい！」

「いやいや、俺弱いよ？　お前のほうが強いから。俺が教えられることなんてないって」

「おまえ、よわい、ちがう！　つよい、かつ！　かつ、つよい！　おまえ、つよい!!」

「んー、でも、俺ってズルいんだろ？」

「おまえ、ガンバッタ！　ガンバッタ、ずるい、ない!!」

　どうやら黒いオークの中で、いろいろ頑張って自分に勝った敏樹はずるくなく、強い、という理論が出来上がっているらしい。

　そして、自分を倒した敏樹に、このオークはなついているようだった。

「そうだなぁ……。お前って人とか襲うの？」

「ひと？　ひと、なに？」

「俺みたいな恰かつ好こうの奴」

「わからない。おぼえてない」

「今まで俺みたいな恰好のやつとは戦ってない？」

「たぶん、たたかう、ない」

　覚えている限り、過去に人を襲ったことはないようである。

「お前、人とか襲いたいか？」

「？？？」

「んー、弱い人間を襲うか？」

「おれ、よわいやつ、きょうみ、ない」

　そうは言っているが、果たして信じていいものかどうか微妙なところではある。

「じゃあ、とりあえずさっきのは、俺の……俺たちの勝ちってことでいいのかな」

「うん。おれ、まけ」

　黒いオークの目から殺気が消えたように感じられた。

　自らの負けを認めた黒いオークは、これ以上何かを仕掛けてくることはなさそうである。

　ひとまず敏樹は魔術を解いてみることにした。

　もし動き出したとしても【神聖不可侵】で再び動きを止めればいいし、今はかなり弱っているので、特に仕掛けなどを用意しなくとも次はすぐに【冷却】をかけることができるだろう。

「おお、からだ、うごく」

　身体が動くようになった黒いオークは、手を開いたり握ったりしながら動きを確認したものの、再び襲ってくる様子はない。

　そして、完全に凍っていた黒いオークの身体は、数秒で元通りになっていた。

　念のため〈魔力吸収〉だけは続けているが、抵抗レジストする気がなくなったのか、吸収の勢いが格段に上がった。

　それでも黒いオークの魔力が枯渇する様子がないのは、おそらく【冷却】への抵抗レジストが不要になったぶん、魔力の消費量が減ったか回復量が増えたかしているのだろう。

　なんにせよ、呆あきれるばかりの保有魔力量と回復速度である。

（なんとなくわかってはいたけど、とんでもないやつを相手にしたんだな、俺たち）

　ひと通り身体の動きを確認した黒いオークは、敏樹をまじまじと見つめてきた。

　その瞳ひとみには濁りがなく、どこか憧あこがれをはらんでいるように見える。

「なまえ、くれ」

「は？」

　しばらく敏樹を見つめた黒いオークは、突然そう告げるのだった。

「おれ、なまえ、ない。おまえ、つよい。なまえ、くれ」

「名前……欲しいのか？」

「ほしい！　ほしい！」

　そう言いながらキラキラした瞳で詰め寄ってくる黒いオークの姿が、敏樹はなんだか少しだけ可愛く見えてきた。

「そうだなぁ、ここで戦ったのもなにかの縁だし、名前ぐらいならいいか」

「やった!!」

　敏樹は黒いオークを観察し、少し考えた。

　そして彼の黒い肌が目に入る。

「……シゲル？」

　特に深い意味はないが、その名前がふと頭に浮かんだ。

「よし、お前は今日からシゲルだ！」

　敏樹はそう言って黒いオークの肩を叩たたいた。

「シゲル……シゲル……。わかった、おれ、シゲル!!」

　黒いオークがそう宣言した瞬間、敏樹の意識が暗転した。

「あ……ぐぅ……」

「……シキさ……！」

「ロロ……ア……？」

　薄れゆく意識の中で駆け寄ってくるロロアの姿が見えたような気がした。








五章　おっさん、親になる









「ん……んん……」

　なにか温かいものがポタポタと頰に当たるのを感じ、敏樹はゆっくりと意識を取り戻した。

「ぅあ……」

　意識が明めい瞭りようになりつつあるなか目を開けると、ぼんやりとロロアの顔が見え始め、思わず声が漏れる。

「ドジギざん……グズ……だいじょぶ……？」

　見ればロロアは目を真っ赤に充血させ、ボロボロと涙を流しながら、ときおり鼻をすすっていた。

「ロロア……なんで……？」

　どうやらいま、敏樹はロロアに膝ひざ枕まくらをされているようだった。

「ごめ……なざ……。凄すごい、叫び声……聞ごえ……グズ……心配に……」

　どうやらロロアは黒いオークの放った〈咆ほう哮こう〉を聞いたことで敏樹が心配になったようだ。

【神聖不可侵】が解けたあと、二〇〇メートル先までその威圧感が漂っており、できればすぐにでも駆けつけたかったロロアたちだったが、そこはなんとか踏みとどまることができた。

　しかし〈咆哮〉を聞いたロロアは一瞬気を失いそうになる。

　そしてより近くにいる敏樹も危ないのではないかということに思い至り、いても立ってもいられなくなった。

　気配を殺しつつ可能な限り迅速に駆けつけた時には、すでに戦闘が終わっていた。

「私が……来だ……どぎ……グズ……戦い……終わ、でぇ……」

　ロロアが言うには、彼女がたどり着いた時点ですでに戦闘は終わっており、少し安心していたところ、急に敏樹が倒れてしまったので慌てて駆け寄ったのだとか。

（……なんか、随分心配かけてしまったみたいだなぁ）

　目をはらして涙を流し、鼻をすすりながら状況を話すロロアを見て、敏樹は申し訳なく思ってしまう。

「だよなぁ。いきなりぶっ倒れるんだもんよぉ。おれもビビっちまったぜぇ」

　そこへ、敏樹の耳にどこか聞き覚えのあるハスキーな男の声が届く。

　敏樹は咄とつ嗟さに立ち上がり、トンガ戟を取り出して構えた。

「おお、元気になったみたいだなぁ」

　そこには先程まで戦っていた黒いオークがいた。

　警戒し、構えては見たものの、黒いオークは槍やりを手放して地面に横たえており、ぼんやりとつっ立っているその様子から、特に敵意らしいものは感じられなかった。

　それよりも気になったのはシーラたちだ。

　彼女らはロロア同様涙を溜ため、あるいはボロボロと涙を流し真っ赤に充血した目を敏樹に向けていた。

（俺なんかのために、こんな心配してくれて……）

　特にシーラは顔の下半分を手で覆って号泣しており、敏樹は申し訳ないと思う反面、どこか嬉うれしく思ってしまった。

「おっずぁん！　ぞれっ!!」

　そんな中、シーラの鋭い視線と怒ったような声が飛ぶ。

　彼女はある一点を指差していた。

「あ……」

　彼女の指し示す先にあったのは、蓋ふたの開いた臭豆腐だった。

「ご、ごめん！」

　敏樹は慌てて臭豆腐を〈格納庫ハンガー〉に収納し、【浄化】魔術であたりの臭気を取り除く。

　どうやらロロアを含め彼女たちが涙を流し鼻をすすっていたのは、臭豆腐の悪臭に拠るものらしかった。

「はあぁぁー……、臭かったぁ……」

　シーラは心底安心したように言葉を吐いたあと、何度も深呼吸を行った。犬獣人である彼女にとって、あの悪臭は耐え難いことだっただろう。

　他の三人も、同じく嗅きゆう覚かくをリセットするように深呼吸を繰り返していた。

「ってかおっさん、あのくっさい中でよくもまぁグースカ寝られたもんだな」

　呆れてそう言うシーラの声は、まだ少し鼻づまり気味だった。

「ありゃ寝てたんじゃなくて気絶だから。そのうち鼻が慣れたんだろう」

　気絶したからといって呼吸が止まるわけではない。そして呼吸を阻害するような悪臭に対しては、〈無病息災〉が働く可能性も大いに考えられる。

　少なくとも意識を取り戻して以降、敏樹が悪臭を感じることはなかった。

「さて……」

　ある程度落ち着いたところで、敏樹は黒いオークのほうに目をやった。

「お前、黒いオークか？」

　冷静になって状況を見てみると、どうやら敏樹を膝枕していたロロアと、黒いオークを遮るように、シーラたち三人が立ちふさがっているようだった。強烈な悪臭漂う中、それでもこの場を離れずにいてくれた彼女たちには、感謝の念しかない。

　三人の間から見える黒いオークだが、姿形は変わらないものの、どこか雰囲気が異なる様子だった。

「おいおいなんだそれぇ。おれにゃあシゲルっつー立派な名前があるんだからよぉ。そっちで呼んでくれよ、親父よぉ」

「は、親父？」

「あんたぁおれに名前くれただろ？　だったらおれの親父じゃねぇかよ」

「なんだそりゃ……」

　多少呆れながらも、敏樹はシゲルに敵意がいないことを悟り、トンガ戟げきを収納した。

「トシキさん、もう大丈夫ですか？」

　ロロアも立ち上がり、敏樹に寄り添うように並んだ。

　シーラたちはシゲルと名乗った黒いオークに視線を固定したまま、敏樹とロロアの様子を窺うかがっていた。

「ああ……。しかし、なんで俺はいきなり倒れたんだ？」

　敏樹はタブレットＰＣを取り出して『情報閲覧』を起動し、自分の状態を過去に遡さかのぼって確認した。

「魔力枯渇？」

　シゲルに【冷却】をかけて以降、敏樹はかなり大量の魔力を吸収しており、相当量のＭＰを保有していたはずである。

　それが一気に枯渇する事態が発生していたのだった。

「考えられるとしたら、名付け……か？」

『魔物　名付け』で検索したところ、どうやら名付けというのは魔物を従属させるための方法のひとつであるらしいことがわかった。

　名前を与えることで対象となる魔物を従属させることができるが、その際に大量の魔力を持っていかれるらしい。

　魔物は名付けと同時に能力や知性が上がることもあり、その上げ幅は与える魔力によって異なるのだとか。

　元々シゲルの魔力を大量に奪っていた敏樹にしてみれば、それは持ち主に返したようなものではあるが、それでも一いつ旦たんは敏樹が保有していた魔力なので、与えたということになるのだった。

「なるほど、だからお前流りゆう暢ちように喋しやべるようになったのか」

「へへ……。なんか知んねぇけど、親父が名前くれてから、頭ん中が妙にすっきりしてんだよなぁ」

　シゲルは嬉しそうに笑いながら、そう告げるのだった。
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「あのよぉ……、おれ、親父と一緒に行きたいんだけど、ダメかなぁ？」

　ふとシゲルが真顔になり、今度は窺うような視線を敏樹に向けてくる。

「一緒に!?　俺と……？」

「おう。ここでひとりでいてもつまんねぇしよぉ」

「ふむう……、しかしその姿はなぁ……」

　そう言いながらも、なんとなく憎めない存在になってしまったシゲルのため、タブレットＰＣでいろいろと検索をかけていたところ、敏樹はひとつの方法を発見した。

「人化……？」

　竜や悪魔など、高位の魔物は自由に姿を変えることができるらしい。

　その中で、人に姿を変えることを特別に〈人化〉という。

「あった、〈人化〉」

　敏樹は『スキル習得』でシゲルの習得可能なスキルに〈人化〉があることを確認した。

　シゲルは元々オークの変異種であるが、それはおそらく最上位種であるオークエンペラーと同等の強さを誇る存在ではないかと思われる。

　そのうえ名付けによって高い知性を得ていたので、〈人化〉を習得できるようになっているのだろう。

　そしてその種族特性かなにかが影響しているのか、シゲルは最初から〈人化〉をレベルマックスで習得できるようだった。

〈人化〉スキルだが、レベルが高いほど人に近づき、人化した際の能力の減衰が少なくなる。

　この世界の人類種は多種多様であるため、人に近づくというのがどの程度のものなのかは判断はつかないが、人化した時に能力が下がりすぎるのもよくあるまい。

　死と絶望を身近に感じ、名付けという未知の経験を得たシゲルはそれなりにポイントを所有していたが、レベルマックスで〈人化〉を習得するとほぼゼロになる。

　そのポイントを他のスキル習得に割り振れば、飛躍的に強くなれることは間違いない。

「なぁ、シゲルは強くなるのと俺についてくるのとどっちがいい？」

「親父についていくのがいい」

「でも、それを諦あきらめるんなら物もの凄すごく強くなれると言ったら？」

「そんなもん親父についていって稽けい古こつけてもらやぁいいじゃねぇか。俺より強ぇんだからよぉ」

「……お前頭いいな」

　これは敏樹にとっても悪くない話である。

　ここ最近は武術系スキルが伸び悩んでいた敏樹だったが、シゲルを相手に模擬戦などをすればいい刺激になるだろう。

「よし、じゃあ待ってろ」

　敏樹はタブレットＰＣを操作し、シゲルに〈人化〉をレベルマックスで習得させた。

「おお？　親父ぃ、何か変な気分だぞ？」

「おう。とりあえずあれだ、人になりたいと思ってみろ」

「ヒトに？」

　シゲルは敏樹を一いち瞥べつしたあと、何かを念じるように目を閉じた。

　すると、シゲルの体が光を放つ。

「おおっ!?」

「わぁ……」

「おぉ、まじか……」

「すごい……」

「ん……」

　感嘆の声を上げる敏樹とロロア、シーラたちの前に、褐色の肌をもつ偉丈夫が現れた。

「ん？　おお？　おれ、なんか変わったか？」

「お、おう」

　シゲルは不思議そうに自分の手足を見ていた。

「お前、なんか色薄くなったな」

　元の肌の色は真っ黒だったので、敏樹の予想としては元の世界で言うところのアフリカ系な雰囲気になると思っていたのだが、肌の色は濃いめの褐色で、顔もどちらかというと東洋系に近いように見える。

　オークにしては細身だった体格はそれほど変わらず、肌の色と顔の形が変わったという印象だ。

「お前、どんな感じで〈人化〉したんだ？」

「ん？　いや、ヒトっつってもよぉ、おれぁ親父しか知らねぇから、親父みたいになりてぇって思ったんだよ」

「それでか……」

　言われてみれば、顔も敏樹に似てなくもないのかもしれない。

　遠い親しん戚せきと言われれば、ああなるほど、という程度の類似性なので、他人の空似以下ではあるのだが。

「しかし、ますますシゲルっぽくなったなぁ」

「そうかぁ？　へへへ……」

　敏樹の言っている意味もわからずひとしきり照れたあと、シゲルがロロアのほうを見る。

「なぁなぁ親父よぉ？」

「ん？」

「そのメスは親父の番つがいか？」

　その言葉に、敏樹もロロアもしばし呆ほうけた。

　そして、ふたりとも徐々に顔が赤くなっていく。

「つ、つが……って、お前何言ってんの!?」

「そ、そそそうですよ!!」

　突然放たれたシゲルの言葉に、敏樹とロロアは耳まで真っ赤にして慌てふためく。

「お、さすがエンペラー級だな。見事な直感だ」

「ふふ、シゲルさまですか……。なかなか見どころがありそうですね」
















「ん、いい読み」

「んぁー、そっかぁ、やっぱ番なのか」

「ちょ、シーラたちまで何言ってんの!?」

「あうぅ……」

　ふたり揃そろってひとしきりうろたえたあと、〝この話題はもうおしまい〟とばかりに、敏樹がパンっと手を叩たたいた。

「さ、さてと……、ひとつ確認しときたいんだけど、俺が気絶して目覚めるまでどれぐらい経ってる？」

「えっと、長いような短いような……」

「わりとすぐだったんじゃねぇかなぁ」

　魔力枯渇で気絶した場合、魔力が一割ほど回復した時点で目覚めると言われている。

　敏樹の場合は〈無病息災〉のおかげで、一分におよそ一パーセント回復し、このペースはどうやら保有魔力量にかかわらず一定であるらしかった。

　であれば、単純計算で一〇分はかかることになるようだ。

　日常生活での一〇分ならともかく、戦闘中に一〇分間意識を失うというのは致命的である。

　いくら〈無病息災〉があらゆる状態異常を無効にできるといっても、ＨＰが〇になった際に訪れる死が不可避なように、ＭＰが〇になって訪れる気絶もまた不可避なのだろう。

　今後魔力枯渇に関しては、より一層の注意が必要だ。

「じゃあそろそろ帰ろうか」

「そうですね」

「おれも行っていいんだよな？」

　少し不安げな様子でシゲルは尋ねた。

「その恰かつ好こう……」

　シゲルは現在、腰に革一枚巻いただけの恰好である。

　下帯なども身につけておるまい。

　ギリギリセーフと言えばセーフなのだが……。

「これ羽織っとけ」

　敏樹は〈格納庫ハンガー〉からマントを取り出し、シゲルに投げてよこした。

〈格納庫〉の中には敏樹の着替えもあるのだが、サイズが合わないだろう。

　身長差は三〇センチ近くあり、腕や足は敏樹に比べ、シゲルのほうが二回りほど太い。

　伸縮性のあるジャージであれば着られなくもないだろうが、出来の悪い体育教師のようになりそうなので、サイズに関係なく身体を覆えるマントを選択した。

「ありがとよ、親父。でも、これどうやって着るんだ？」

「えっと、これは、こうやって」

　と、ロロアがシゲルのマントの装着を手伝ってやる。

「おう、悪ぃなねーちゃん」

　敏樹を親父と呼ぶ様子にどこか親近感を覚えたのか、ロロアはとくに怖れることなくシゲルに接することができるようだ。

「おや、おっさんが親父なら、ロロアはねーちゃんじゃなくて、かーちゃんになるんじゃないの？」

「なっ！　シーラ、何言ってるの!?」

「あー、そーなのか？　じゃあかーちゃん」

「ちょっと、シゲルちゃん!?」

　以降、シゲルはロロアをかーちゃんと呼ぶようになった。




　マントを装備したシゲルは、首周りが少し窮屈そうではあるが、一応膝ひざのあたりまで身体を覆うことができた。

「へへ……おれ、いまどんな恰好なんだ？」

「ほれ」

　敏樹は姿見の鏡を出してやった。

「へええ。おれってこんな顔してたのかぁ」

「いや、元々そんな顔じゃなかったけどな」

　支度を整えた三人は森を出て自動車に乗った。

　すっかり日も落ち、真っ暗になっていたが、ライトは目立つのでつけずに走った。

　敏樹には〈夜目〉があるので走る分には問題ないが、一応進行ルートに人がいないことは『情報閲覧』で確認しておいた。

「おお！　なんかこれ楽しいなぁ!!」

　身体の大きいシゲルを助手席に座らせ、ロロアたちは後部座席をフラットにした状態で適当に座ってもらった。

　ガタガタと揺れる車内で、シゲルはおおはしゃぎだった。

　暗がりを走るのにかなりペースを落としたため、町に着くころには深夜に近い時間になっていた。

　外壁の門の近くにいくつものテントが立てられている。

「あー、悪いね。入場は日が昇ってからなんだ」

「あ、そうなんですね」

　つまり、テントで休んでいるのは翌朝町に入る予定の人たちというわけである。

「すいません、ひとり身分証を持ってないやつがいるんですが、仮の身分証発行も明日のほうがいいですかね？」

「いや、町に入らないんだったらいいよ。じゃああなたが身元引受人になるってことでいいのかな？」

「そうですね」

「では身分証を」

　敏樹がギルド証を提示すると、警備兵は少し渋い顔をした。

「うーん、Ｅランクですか……」

「あ、だめですか？」

「そうですねぇ。冒険者の方ですと、身元引受人になるにはＣランク以上と決まっているんです」

「なるほど……。じゃあ町の知り合いに伝言なんかを頼んでも？」

「主要な施設あてでしたら通信を送れますけど」

　通信とはいうが、メールや電話ではなく、【収納】の転移機能を利用した文書のやり取りである。

「ドハティ商会なんですけど」

「ああ、それなら大丈夫です」

　そこで敏樹はドハティ商会で用意してもらったこの世界の紙とペンを取り出し、さらさらと手紙を書いて警備兵に渡した。

「じゃあ明け方にもう一度来ますね」

「かしこまりました」

　門を後にした敏樹らは壁から少し離れた場所にテントを立てることにした。

　ひとり用のコンパクトなテントに見えるが、空間拡張の効果が施されており、五～六人ほどは寝られそうな広さがある。

　これもドハティ商会で買った物だった。

（さて、ロロアたちとシゲルを同じテントで寝させてもいいのかどうかだか……）

　広さ的にはなんとかなりそうだが、シゲルの性格がわからないだけに判断に迷うところではある。

　オークと言えば異種族の雌に種付けすることで有名な魔物であり、変異種かつ人化したとはいえシゲルは元々オークである。

　敏樹の望まぬことはしなさそうなイメージはあるものの、確証はない。

「親父たちはそこで寝るのか？」

　敏樹がテントを立てつつ考えあぐねていると、シゲルが話しかけてきた。

「おう、そのつもりだ」

「そうか。おれぁ別に寝る必要ねぇからよぉ。外で見張りでもしとくぜぇ」

　と、シゲルのほうから魅力的な提案がもたらされるのだった。

　しんどくなったら遠慮なく声をかけるようにと言い聞かせ、日本から持ってきたアウトドア用の折りたたみ椅子を出して座らせた。

　そこそこいい値段の物であり、シゲルはその座り心地をどうやら気に入ってくれたようだった。

　ロロアやシーラたちは随分と申し訳なさそうにしており、せめて見張りの交代をと申し出たが、シゲルが聞き入れてくれそうにないので最後は諦めてみんなでテントに入った。
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「やっほー、ボクだよー」

　明け方、町へ入場しようとしたところ、警備兵の傍らにファランがいた。

「……何やってんの？」

「あー、ひどーい。父さんの名代で来たんじゃんかー」

「あぁ、そうか。それは、ありがとな」

「いえいえどういたしましてー」

　ファランがクレイグの委任状を持っていたおかげでシゲルは無事町に入ることができた。

　入場料もクレイグが持ってくれたようである。

「で、そちらのおっきいお兄さんはだれかな？」

　ファランの視線がシゲルを捉とらえる。

「ああ、こいつはシゲルだ。まぁなんというか俺の……、子分……的な？」

「へええ、そうなんだー。ボクはファラン。シゲルさん、よろしくね」

　ファランがスカートをつまんで軽く頭を下げる。

「おう、シゲルだ。よろしくな」

「で、トシキさん。フレイムスタッフの件も含めていろいろ説明してほしいんだけど？　シゲルさんもどうやらワケありみたいだし」

「……そうだな。ものすごくワケありなやつだけど、なんというか」

「まぁ積もる話もありそうだし、ウチ来る？　朝ご飯まだでしょ」

「……そうしようか」

　ファランの案内でクレイグの私邸を訪れた敏樹らは、食事をしながら事情を説明した。

　シゲルに関しては大いに驚かれたものの、しっかり名付けまで終えているのであれば問題ないだろうと言うことで納得してくれた。

　こちらの世界には一定の条件で魔物を従える従魔という概念があり、名付けとは従魔契約の中でも最高レベルの物を指すのだとか。

　名付けでもって従魔となった魔物は、何があろうと名付け親には逆らえないらしい。

　ファランは何か思うところがあったのか、父親であるクレイグを呼びに行き、事情を説明したうえで、足を運んでもらった。

　念のため敏樹からも再度事情を説明したあと、クレイグはシゲルに簡単な質疑応答を行った。

「ふむ。現在シゲル殿はいま私の保護下にあるということになるのですが……」

　クレイグには入場時にシゲルの身元引受人となってもらっている。

「まずかった……ですかね？」

　敏樹の窺うかがうような視線に、クレイグは笑って首を振った。

「いえいえ、トシキ様のお役に立てるのであれば。しかし、シゲル殿の身元はできるだけ早く確かなものにしておいたほうがいいでしょうな」

「具体的には？」

「そうですな。まず一般的なのは従魔登録をしていただくことです」

　クレイグの手に細いベルトのような物が現れる。

　彼も商人である以上、【収納】ぐらいは使いこなせるのである。

「それは？」

「従魔の首飾りというものです」

　飾り気のないそれは首飾りというより首輪といったほうがよさそうではあるが。

「役所に届け出を出してこの首飾りをシゲル殿が身につければ、問題は解決します。従魔登録をすることで、魔物であっても町に入ることができるわけですな」

「なるほど……」

　しかし人の姿をしたシゲルに首輪のような物をつけるというのはどうにも気が咎とがめる敏樹であり、それが表情に表れたのかクレイグがクスリと笑って従魔の首飾りを収納し直す。

「従魔登録にはいくつか例外がありましてな」

「例外？」

「はい。高度な従魔契約が交わされていること、かつ、高い知性を持ち〈人化〉ができることを踏まえたうえで、危険性がないと判断されれば、魔物であっても市民登録が可能となります」

「ほう？」

「トシキ様はシゲル殿に名付けを行ったとのことですので、契約のほうは問題ないでしょう。そして先ほど少しお話をさせていただきましたが、シゲル殿の知性にも問題はなさそうです。見た目も問題ありませんな」

「じゃあ、シゲルは？」

「人としてこの町に暮らせるというわけですな」

「おおっ!!」

　思わず敏樹が漏らした感嘆の声に笑みを漏らしながら、クレイグはさらさらと書類を作成し、敏樹に手渡した。

「これを持って役所なりギルドなりに行けば、問題なく登録手続きが行えるはずです」

「なにからなにまでお世話になります」

「なに。この程度では恩返しにもなりませんよ。では私は仕事がありますのでこれにて」

「お手数おかけしました」

　用事を終えたクレイグは、そのまま颯さつ爽そうと部屋を出ていった。

「ファラン」

「ん？」

「頼りになる親父さんだなぁ」

「んふふー。でしょー？」

　その誇らしげなファランの表情に、敏樹はまぶしい物でも見るかのように、少し目を細めるのだった。
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　ホテルへ帰る前に、敏樹らはシゲルとともに冒険者ギルドを訪れた。

　クレイグの署名が入った仮身分証のおかげで、無事シゲルは冒険者となることができ、一行はホテルに戻った。

　まだ早い時間だが、今日はこれからひと狩りという気分にもならない。

「じゃ、あたしらは部屋に戻るわ」

「おう」

「なんかあったら連絡ちょうだいね」

「はいはい」

　ニヤリと笑顔を残して、シーラたちは部屋に戻っていった。

　ファランの私邸で話を終えたあと、今後の事を考えて通信箱の契約を行った。

　通信箱とは【収納】の転移効果を使って文書のやり取りをする小型の収納庫のことで、昨夜警備兵が敏樹の手紙を送るのに使ったのも、その通信箱である。

　敏樹から詳しい事情を聞いたファランが、もっと密に連絡を取り合って、何かあったときは遠慮なく頼って欲しいとの要望を出し、それを受け入れたのだ。

　ヘイダの町にいるメンバー全員に使用許可を出しているが、そのうち故郷に帰ったベアトリーチェやラケーレともやり取りができるようにする予定である。

　また、ドハティ商会にてシゲルのために適当な服を見繕った結果、彼はタンクトップとハーフパンツという姿になっていた。

　シゲルの部屋だが、敏樹らの部屋の向かいが空いていたので、そこをとった。

　一応一人部屋なのだが、グレードの高い階層のためかなりの広さがある。

　少しもったいない気もしないでもないが、何かあったときにすぐ自分たちの部屋を訪れることができるようにと配慮した結果だった。

「なんでぇ。別々の場所かよ。だったらここで見張りしとくよ」

「だめ。ちゃんと部屋に入るんだ。ほれ、ここをこうやったらドアが開くから」

「おう、なるほどなぁ」

　ドアノブのひねり方やドアの開け方を、敏樹はシゲルに教えてやった。

　ちなみに部屋の鍵かぎは、ギルド証による本人認証で開くようになっており、ドアを閉めれば鍵もかかるオートロック式である。

　シゲルはポケットにカードを入れていたので、ドアの前に立つと自動で鍵が開くようになっているのだった。

　一応カードがなければ部屋に入れないことは言って聞かせておいた。

「奥にベッドがある。部屋に入ったら服は脱いでいいから……いやいま脱ぐなよ。部屋に入ってドア閉めてからね。んで、服脱いだらあとはベッドで寝ればいいから」

「ベッドってなんだぁ」

「ほれ、あの奥の方に白い四角いのが見えるだろ？」

「おう、あれな」

「あの上がフカフカで気持ちいいから。あれ以外はできるだけ触らないほうがいいかな。で、寝っ転がってたらそのうち眠くなる……ってか、お前って寝るの？」

「寝る必要はねぇけど、寝ようと思えばいくらでも寝れるぜぇ」

「よし、じゃあ後は寝るだけだな。明日俺が起こしに行くからできればそれまで外に出ないように。でももし何かあったら向かいに俺たちがいるから。ここね」

　シゲルにドアを開けさせたまま、敏樹は自分たちの部屋の前に立った。

「で、用がある時は、こう」

　と、ドアをコンコンと叩たたく。

「こうやって軽く叩けばわかるから。思いっきり叩いちゃだめだぞ？」

「おう、わかったぜぇ」

「ドアは離せば勝手に閉まるから。じゃあ、シゲル。おやすみ」

「おう、親父。おやすみ。かーちゃんも、おやすみな」

「はい、おやすみなさい、シゲルちゃん」

　すぐにシゲルはドアから離れたようで、バタンとドアが閉まり、カチャリと鍵のかかる音がした。

「どうぞ」

「あ、はい。いつもありがとうございます」

　シゲルの入室を確認したあと、ドアを開けて先に入るようロロアを促し、続いて敏樹も部屋に入った。

　昨日森へ出かける前にみんなで食べた食事の後片付けをはじめ、部屋の掃除は完かん璧ぺきにされているようで、綺き麗れいになっている部屋に多少気分をよくしながらリビングに足を踏み入れた敏樹は、そのまま倒れるようにソファへ身を預けた。

「はぁあぁー……疲れたぁ……」

〈無病息災〉のおかげでＨＰとＭＰは満タンになっているが、数値では表されない気疲れや、睡眠不足から来る疲労が一気に襲いかかってきた。

　このままソファと同化するように眠ってしまいたいと、全身の力を抜いて目を閉じた敏樹は、隣にロロアが座る気配を感じたが、特に反応を示さなかった。

　今回は彼女にも相当な気苦労をかけたが、労うのは明日でもよかろうと、頭を空っぽにしてぐったりしていると、ふいに敏樹は肩に手を回され、抱き寄せられた。

「おわっ……っとぉ？」

　いかな成人男性とはいえ、獣人の膂りよ力りよくにかかれば子供のようなものである。

　あれよというまに体勢を変えられてしまった敏樹は、気がつけばロロアの柔らかく、大きな胸に顔を埋うずめていた。

「おつかれさまでした」

　そして、穏やかなロロアの声が、敏樹の耳を心地よく刺激した。

「わぷ……んむ……ロロア……？」

「ふふ、トシキさん、すごくがんばりましたね」

「……どうしたの、急に？」

「えっと、いやですか？」

　敏樹はいま、ロロアの胸に顔を埋めながら彼女に抱きつくような恰かつ好こうになっており、身体を包み込む柔らかな感触を心地よく思っていた。

「いやじゃない、けど……」

「うふふ、よかった……」

「でも、ロロアだってがんばったよね？」

「はい。私も、他のみんなもがんばりました。でも、トシキさんが一番がんばりました」

「……うん、まぁ」

「だから、ご褒美です」

　ロロアはそう言いながら、胸に抱いた敏樹の頭を優しく撫なで始めた。

「そう……。ありがとう……」

　ロロアに抱かれ、優しく頭を撫でられながら、敏樹はほどなく心地よいまどろみの中に沈んでいった。
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「シゲルー、起きとるかー」

　敏樹が寝起きにシャワーを浴びていると、ロロアも目を覚ました。

　目覚めれば自分のベッドでひとり眠っており、ロロアは隣のベッドで眠っていたので、おそらく彼女が運んでくれたのだろう。

　昨夜のことを思い出して、少し照れくさい思いをしながら、敏樹はさっと支度を終え、ロロアが身支度を整えている間に向かいのシゲルの部屋を訪れてドアをノックしていた。

「おーう」

　ドアの向こうからシゲルの声が聞こえ、こちらに近づいてくるのがわかった。

「えーっと、これをこうして……あれぇ？」

　ドアノブをガチャガチャとしていたシゲルは上手くドアを開けられないようだったが、一〇秒ほど悪戦苦闘した末にようやく開いた。

「お、開いた開いた」

　ドアが開いた向こうには、トランクス一丁のシゲルがいた。

　浅黒い肌の鍛え上げられた身体に、生成りのパンツだけという姿は、なかなか画になるものであった。

「お、それ気に入った？」

　と、敏樹がトランクスを指して問う。

「ん？　おう。悪くねぇなぁ」

　部屋の中を覗のぞいてみるが、特に散らかった様子はない。

「部屋、きれいに使ってるみたいでよかったよ」

「親父があんま物に触るなって言うからよぉ。ちゃんと言いつけ守ったぜぇ？」

「うん。偉いなぁ、シゲルは」

「へへ……、だろぉ？」

「ベッドの寝心地はどうだった？」

「おう、あれな。すげー気持ちよかったぜぇ」

　どうやらベッドはお気に召したようである。

「よし、じゃあ服着て出てきてくれ」

「へーい」

　シゲルが部屋に戻り、しばらくしたところで敏樹の部屋のドアが開いた。

「お待たせしました」

「親父ー、お待たせ」

　ロロアが身支度を整えて出てくると、その直後にシゲルも身支度を終えて出てきた。

「あ、シーラたちがロビーで待っているそうです」

「通信箱？　そういや新しいの入ってるな」

「はい。さっそく使っているようですね」

　通信箱というサービスを理解するためには、その元になった【収納】という魔術を使う収納庫について知っておく必要がある。

【収納】は契約した収納庫に物質転移を使って物を出し入れする魔術であり、契約者は常に収納庫内の様子を確認することが可能だ。

　ひとつの収納庫を複数人で契約することもでき、自分以外の契約者が収納庫に入れたものもしっかり感知できるし、取り出すこともできる。

　こういった【収納】の機能を利用して、手紙やメモのやり取りを行うのが通信箱というサービスだ。

【収納】は契約収納庫からの距離が遠いほど、そして収納物が大きかったり重かったりすればするほど、消費魔力が大きくなる。

　そして、収納庫内の様子を確認するのにも魔力を消費するのだが、手紙やメモなど収納物の大きさを大幅に制限する代わりに、通信箱は魔力消費をかなり抑えることが可能だ。

「ＰＣでメールチェックする、みたいな感じかな」

　というのが敏樹の受けた通信箱に対する印象だった。

　一階のロビーに降りると、シーラたちがいた。

　まだ早い時間ではあるが、この時間帯から活動を始める冒険者は多い。

　シーラたち以外にも、冒険者と思しき者がちらほらとロビーで待ち合わせしているようだった。

「おっさん、ロロア、おはよう」

「おう、おはよう」

「おはようございます」

「おっさんたちも早朝の便に乗る？」

　早朝の便とは、先日も利用したヌネアの森行きの討伐用馬車の件である。

「一応そのつもり」

「やった！　じゃあ今日も付き合ってもらっていいかな？」

「もちろん」

「こないだのでギリギリ足りなかったから、今日あたりであたしらもランクアップできるかなー？」

「はは、そうなるといいな。まぁでも、焦らんでもいいだろう」

「そだね。ところで、今日はそっちのシゲルさんも同行するのかい？」

「おう。冒険者登録も済ませて、パーティー申請も終わってるからな」

　シゲルを捉とらえたシーラの視線にどこか険があるのは、まだ黒いオークだったころに対たい峙じした恐怖をひきずっているからだろう。

　メリダとライリーも少し顔がこわばっている。

　そういえばシゲルに名付けを行ってからこちら、シーラたちの口数が極端に少なかったことをいまになって思い出した。

（ま、そのうち慣れるだろう）

　当のシゲルはというと、そんな女性たちの視線もどこ吹く風とばかりに、ぼんやりとつっ立って視線を虚空に漂わせていた。

　ただ、そんな様子であっても一切の隙が見当たらないところが、この男の恐ろしいところではあるが。

「そういや自己紹介がまだだったね。あらためてよろしく、シゲルさん。あたしはシーラ」

「よ、よろしくおねがいします、シゲルさま。メリダと申します」

「ライリー。よろしく」

「ん？　おお、よろしくな、ねーちゃんたち」

　シーラたちとシゲルが互いに簡単な自己紹介を終えたあと、一行はさっそく冒険者ギルドへ向かった。

「いやー、高ランク馬車がスッカスカで困ってたんですよー。助かりますー」

　敏樹らは商人ギルドの責任者らしき男に随分と感謝された。

　この討伐用の乗合馬車は、基本的に当日受け付けで冒険者を集めている。

　事前に人を集めて受付しておき、当日は現地集合という風にした方が冒険者側も当日の手間が減るし、商人ギルド側は事前に適切な数の馬車を用意できるのだが、なにせ冒険者という連中はいい加減な者が多い。

　何度か事前受付を試みたが、結局定着せず、効率は悪いが、休みの日だけを事前に決めておいて、稼働日は当日来られる者を集める、というのが最も現実的な方法となっているのだった。

「では出発しまーす」

　この便のＥランク以上用馬車に乗ったのは、敏樹ら六名のみだった。

　いまさらこのメンバーがこの森の魔物に遅れを取ることは無いと思われるので二手に分かれることにし、シーラ、メリダ、ライリーが魔物の多い北側、敏樹、ロロア、シゲルは南側を担当することになった。

　一応『情報閲覧』で検索可能な範囲を調べ、自分たちの行動範囲に、ことさら孤立したような個体がいないことは確認しておいた。
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「シゲル……、お前ほんとに強いのな」

　森に入ってしばらくは、すべての戦闘をシゲルに任せたのだが、魔物と遭遇するや、ほぼ一撃で倒していった。

　敵がシゲルの間合いに入ったかと思うと、目にも留まらぬ速さで踏み込み、気がつけば槍やりの穂先が急所を貫いている、という具合だ。

　策を弄ろうしたとは言え、よくぞこのような男に勝ったものだと、幸運に感謝する。

　途中からはシゲルに少し手を抜いてもらい、ロロアとともに敏樹も戦闘に参加した。

　あまりにもレベルが違いすぎるので、シゲルは基本的に単独で行動してもらい、敏樹とロロアは連携を深めていった。

『首尾は上々。そろそろ戻るよ？』

　順調に討伐を続けていたところで、シーラから通信箱を通じての連絡が届いた。

「ったく、携帯買ってもらったばっかの女子高生かよ」

　そのメモを見て、敏樹が困ったような笑みを漏らしながら呟つぶやく。

　これまでシーラからは、戦闘が一段落するたびに通信が届いており、その数はすでに10件を超えていた。

　頻繁に送られる通信に関しては、いずれ飽きるだろうことがわかりきっているので問題ではない。

　それとは別の問題が、シーラの通信にはあった。

「日本語で書くのやめろ」

　馬車で合流したシーラに、敏樹は呆あきれたように告げる。

「はは。いーじゃん、どうせおっさんとロロアくらいしか見ないんだから」

　日本へ行ったことのある女性たちは、敏樹がタブレットＰＣを使って習得させたことで、全員が日本語での会話と読み書きができるようになっているが、そのうちシーラとククココ姉妹は元々大陸共通語の読み書きができなかった。

　ククココ姉妹はファランの実家であるドハティ商会に勤めるうえで、いずれ読み書きが必ひつ須すになるはずなので、タブレットＰＣで読み書きも習得することを敏樹は勧めたのだが──、

『それで別の祝福スキルもらえるんか？　せやったら細工の腕あげたってや！』

『せやな。読み書きなんぞウチらが本気で勉強したらすぐ覚えられるからな！』

　ということで彼女たちは空いた時間を利用して、ドハティ商会にて読み書きの勉強中である。

　シーラにももちろん勧めたのだが、〝だったら強くしてくれ〟という、似たような理由で断られた。

「申し訳ありません。シーラへの教育はわたくしどもが責任を持って行いますので、トシキさまはご心配などされぬよう……」

「ん、気長に待ってて」

　一応メリダとライリーが大陸共通語の読み書きを教えてはいるが、なまじ日本語が使えるせいか、遅々として進まないようだ。

「ま、本日も無事終了ってことで、さっさと帰ろう」

　気まずそうな笑みを浮かべたシーラは、敏樹から逃げるように馬車へと乗り込んだ。

　その姿に敏樹はやれやれと頭を振り、ロロアは笑いを嚙かみ殺ころすのだった。
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　討伐を終えてヘイダの町に戻った一行は、今日の分の納品のため一いつ旦たん冒険者ギルドを訪れた。

「腹減ったー。先にご飯食べない？」

　というシーラの提案を受け、敏樹らはギルド併設の酒場へと足を向けた。

　昼食の時間帯を少し過ぎたあたりだったが、酒場の席は半分ほど埋まっていた。

　ここヘイダの町ではかなりの数の冒険者が活動しており、その全員が毎日勤勉に働いているわけではない。

　元の世界のように特定の曜日で休むという概念がこの世界にはないらしく、そのためいつ休むかというのは各々に任される。

　それは冒険者も例外ではないので、昼間からだらだらと酒を飲んで過ごすという者がどの日も一定数いるのであった。

　敏樹らは四人がけのテーブルふたつを寄せて陣取り、料理を注文した。

　その料理を待っていると、敏樹らのテーブルにひとりの男がグラスを片手に、少しフラフラしながら近づいてきた。

「むむ、見かけぬ女によ性しようがおるな。新人か？」

　その男はシゲルよりも一回りほど大きな体たい軀くを誇る、熊のような雰囲気の男だった。

「……いや、熊か」

　どうやらその男は熊獣人のようであった。

　グレーのゴワゴワとした短い頭髪の間に、丸い耳が見え隠れてしている。

（昼間っからガチムチの半裸のおっさんてのは、ちとキツいなぁ。しかも酔っぱらいときてる……）

　その熊獣人の男は、おそらくシーラと同じ〝身体を覆われることを嫌う〟タイプの種族なのだろう。

　身につけている防具だが、まず左肩から左胸を覆う肩当て兼胸当て、前腕を覆う手甲、ナイフ入れやポーチのついた腰ベルト、そしてロングブーツというものだった。

　胸甲とそこから延びるベルトのおかげで、見たくもないおっさんの乳首が隠れているのはありがたいが、腰ベルトから垂れた申し訳程度の腰当てタセツトの隙間からは、ビキニパンツがしっかりと見えている。

　全身は分厚い筋肉に覆われており、腕は敏樹の太もも並み、脚に至ってはシーラのウェストほどもあった。

　熊獣人の男は敏樹の呟きが聞こえなかったようで、そのままテーブルに歩み寄り、腰を屈めてロロアたちの顔を覗のぞき込んだ。

「おう、いずれも美人ぞろいではないか。すまぬが酌をしてくれんか？」

（うわ、面倒くさそうなのが来たな……。こういう輩は慎重に対応しないと──）

「失せな木で偶くの坊」

「ってシーラっ!?」

　この手の酔っぱらいはいくら鬱うつ陶とうしいからと言って、頭ごなしに拒否すれば面倒なことになることが多い。

　なので、相手の様子を窺うかがいつつ上手く受け流すように回避すべきところなのだが、敏樹が対応策を考えつく前に、シーラが脊せき髄ずい反射的に返してしまった。

「むむ……」

　赤ら顔の熊獣人は、明らかに表情が曇り始める。

「それがしはなにも、肩を抱かせろとか乳を揉もませろなどと言うつもりはない。ただ酌をしてくれればそれでいいだけなのだ。それは無理な頼みだろうか？」

「はぁ？　あたしらが酌したからってなんだってんだい？」

「おなごに酌をしてもらえば酒の味は一段と美う味まくなるに決まっておるではないか!!　そして日々の愚痴を聞いてもらえたなら、それは明日からの活力になるのだ!!」

「いや、酌だけじゃすまねーじゃんか。悪いけどさっさとどっか行ってくんな」

　言いながらシーラはしっしっと追い払うように手を振る。

　彼女も少し酒が入っており、少々好戦的になっているのかもしれない。

　シーラの仕草に、熊獣人は眉み間けんにしわを寄せた。

　そのやり取りを見て、ロロアは少しハラハラした様子だったが、メリダは視界の端にシーラの様子を収めつつも、熊獣人の脇を抜けて運ばれ、並べられた食事を悠然と食べはじめており、ライリーに至っては完全に無視して食べることに集中していた。

（シゲルが無反応ってことは、敵意はないわけか……）

　もし熊獣人に敏樹らを害する意思があれば、勘の鋭いシゲルが何かしらの反応を見せるだろうが、彼もまた、ライリー同様食事に集中していた。

（でもこのままってわけにも行かないだろうし、そろそろ俺が仲裁に入らないと──）

「お、いたいた。ガンドさんよー！」

　とそこに聞き覚えのある声が割って入る。

「む、ジールか」

　先日行動をともにした大剣使いのジールだった。

「なんだ、アンタまた女に絡んでんのか──って、トシキさんたちかよ!!」

「やぁ」

　自分に気づいたジールに、敏樹は愛想笑いを浮かべながら挨あい拶さつをする。

「……ってかガンドさんよぅ、どうせフラれるんだから、あっちで俺らと飲もうぜ？　な？」

「ならん!!　それがしは絶対に！　なにがなんでも!!　おなごに酌をしてもらうのだっ!!」

「あーだいぶ酔ってんなクソめんどくせぇ……」

　ガンドの様子にジールはやれやれと肩をすくめる。

「失礼だが……」

　そこでガンドの目がギロリと敏樹を見る。

「貴殿がこのパーティーのリーダーとお見受けするが？」

「ええ、まぁ」

「うむ。ではメンバーを説得して、ぜひ酌をだな……」

「お断りします」

「なぜだ!?」

　顔を寄せて叫ぶガンドの声に、敏樹は軽い耳鳴りを覚えて顔をしかめた。

「いや、本人たちが嫌がってますから。というわけで申し訳ありませんがお引き取りを」

　ここまでこじれてしまっては、受け流すも何もない。

　きっぱりと正面から断るしかないと腹をくくり、敏樹はガンドと対たい峙じした。

「むむぅ……。それがしの……このガンドがここまで頼んでも応じてくれぬのか？」

「いや〝このガンド〟っていわれても、どのガンドか知らないですし」

「むむっ!?」

　と、ガンドの眉まゆがピクリと上がる。

「そうであったわ！　貴殿ら新人であったな!!」

「ええ、まぁ……」

「ではあらためて自己紹介をしよう！」

　そこでガンドはドンと胸を張る。

「それがしはここヘイダの町唯一のＢランクにして随一の冒険者、ガンドと申す!!」

「はぁ。俺は一応このパーティーのリーダーでＥランク冒険者の敏樹といいます。お察しの通り新人です」

「そうか、よろしくな!!　というわけで、酌を!!」

「……どういうわけで？」

「む、つまりだな、その……新人が、先輩冒険者を敬うというような意味で……」

「はぁ……」

　ガンドの言葉に敏樹は呆れたようにため息をつく。

「そういうの、俺の故郷じゃパワハラとかアルハラとか言われて、すごく嫌われるんですよ？　悪いことは言わないから、今日のところはお引き取りください」

「むむむ……、わかった。では……」

　唸うなるような声を絞り出すと、ガンドはその場に膝ひざをつき、右手にグラスを持ったまま左手を床についた。

　そしてガバッと勢いよく頭を下げる。

「このとおり!!」

「いやたかがお酌にそこまでする!?」

　まさかの土下座である。

「あの、ガンドさん？　どう言われましても、お断りすることに変わりはありませんから。こんなことやめて、他で楽しく飲んで下さい。ね？」

「こ、ここまでやっても……」

　グラスを掲げ、地に額を着けたまま、ガンドの肩がプルプルと震え始め、続けて勢いよく頭があがった。

「ここまでやっても駄目だと、貴殿はそう申すかっ!?」

「ここまでもなにも……」

「この町一番の冒険者、『酔すい乱らん斧ふ槍そう』の異名を持つこのガンドがここまで頼み込んだというのに!!　貴殿はそれを無下にするというのかっ!?」

（酔乱て……それロクな異名じゃないよな……？）

「かくなる上はっ……!!」

　ガンドが勢いよく立ち上がる。

「覚悟を決めてもらおうか……」

　胆力のないものが聞けば気絶するのではないかと言うほど、低く冷たく、そして重い口調で、ガンドは呟つぶやいた。

　その様子に、敏樹らは身構え、警戒する。

「お、おい……」

「まさか、あれが出るのか……？」

「あーあ、ガンドさんをその気にさせちまったか……」

「あいつら、絶対後悔するぞ……」

「かわいそうに」

　ヒソヒソと囁ささやきあう冒険者たちの声が聞こえる。

　場の空気が重くなる中、ひとりシゲルだけは、ちらりとガンドを一いち瞥べつしただけで、すぐ食事を再開していた。

「な、なぁ、ガンドさんよぉ、なにもそこまでしなくても──」

「ええい、黙っておれっ!!」

　ガンドに近づき、なだめようとしたジールだったが、あえなく拒否されてしまう。

「ここまでされてむざむざと引き下がれるわけがあるまい!!　それがしにもＢランク冒険者としての矜きよう持じがあるっ!!」

「つまり、いくとこまでいかなきゃ気がすまねぇってことかい？」

「無論だっ!!」

「はぁ……やれやれ……」

　呆あきれて肩をすくめたジールが周りの冒険者に視線を飛ばすと、それを受けた者たちが席を立ち始める。

　半分は呆れたように、半分はどこか期待するような表情を浮かべながら、ガンドと敏樹らの周りのテーブルや椅子を移動させた。

（おいおい、なにが始まるんだよ……）

　と心中で呟きつつも、おそらくは荒事に発展するであろうことを予測し、敏樹はいつでも戦闘に移れるよう、意識を切り替えた。

　他のメンバーも同じように表情を引き締め、身構えているが、シゲルは相変わらず食事に夢中である。

　ガンドの力量から、自分が出るまでもないと思っているのだろうか。

（ま、シゲルが出ると洒落しやれにならんからな。このままメシに集中しておいてもらおう）

　やがて敏樹らのテーブルとガンドの周りには、何もない広い空間が生まれた。

「刮かつ目もくせよ!!」

　ひと言そう叫んだあと、ガンドは敏樹らに背を向けて少し歩き、振り返る。

　そして、右手にグラスを持ったまま、両手を上げた。

「これがこの町唯一のＢランクにして随一の冒険者、『酔乱斧槍』ガンドの本気であるっ!!」

　カッと目を見開いたガンドは、誰と特定するでもなく、敏樹らのテーブルへと貫くような視線を向けた。

「誰かひとり！　たった一杯でかまわん!!　酌を……この杯に酌をっ!!」

　そしてガンドの身体がぐらりと前に倒れる。

「お頼み申すーっ！！！」

　腹の底、そして心の底から発せられた叫びとともに、ガンドは受け身も取らず前方に倒れ、手脚を大きく開いたまま全身をビターン！　と床に打ちつけた。

　盛大に倒れ、地面に打ちつけたであろうガンドの顔のあたりからじわりと血ち溜だまりが広がる。

「出たぜ、ガンドさんの五体投地がよぉっ!!」

「はは、いつ見ても笑えるぜ」

「なにいってんの、当事者はたまったもんじゃないのよ？　勝手にぶっ倒れた相手に妙な罪悪感持たされるんだからさぁ」

「まったくだ。しかし、これで四割がた成功するってんだから驚きだよな……」

「いや、半分以下の成功率でこれやるガンドさんにむしろ驚きだよ……」

　手脚を大きく広げてうつ伏せに倒れたガンドを肴さかなに、冒険者たちはワイワイと酒を楽しんでいるようだった。

　どうやらガンドの五体投地はここの名物らしい。

　勢いよく倒れたガンドだったが、右手に持ったグラスだけはしっかりと上を向いていた。

「くく……、なんだい、この馬鹿な生き物は……」

　シーラは呆れたように呟くと、ワインが半分ほど残っているボトルを手に立ち上がった。

　そして倒れたガンドのそばにしゃがみ込む。

「一杯だけだぞ、木偶の坊」

　そう言ってシーラはトクトクとガンドのグラスにワインを注いでやった。

「おお、かたじけない!!」

　うつ伏せのままくぐもった声でそう叫んだあと、グラスが満たされたのを感じ取ったガンドは、もぞもぞと起き上がり始めた。

　ワインをこぼさないよう、器用に姿勢を変えた熊獣人の冒険者は、あれよという間にあぐらをかき、グラスを呷あおって中身を一気に飲み干した。

「ぷはぁっ!!　美味い!!　やはり、おなごに注いでもらった酒は格別だな」

　ガンドがグラスに口をつけたのを確認したところで、シーラは立ち上がり、席に戻っていた。

　それで余興は終わりとでも告げるかのように、他の冒険者たちも片付けていたテーブルや椅子を元の位置に戻し始める。

「さて、お望みもかなったようですし、ご自身の席に戻ってくださいよ」

「むぅ……」

　敏樹がそう言うと、ガンドは名残惜しげにからのグラスを眺めて、小さく唸る。

　そして顔をあげると、ロロアに視線を向けた。

「すまぬがそれがし、乳の大きなおなごが好みゆえ、そちらの青髪の娘にもういっぱ──ぎゃあああ!!」

　言い終える前にガンドが悲鳴を上げる。

　ガンドに見られ、〝青髪の娘〟と言われたとき、ロロアの身体がビクンと震えた。

　それを視界の端に捉とらえイラッとした敏樹は、〈格納庫ハンガー〉から熊撃退スプレーを取り出し、容赦なくガンドの顔に吹きかけたのだった。

「ぐおおおおっ!!　目が……めぇぐぁあああっ……!!」

　顔を抑えて転げ回るガンドの巨体が、せっかく客たちが並べ直したテーブルをなぎ倒していく。

　そんな混乱の中、冒険者は自分たちのグラスや食事の器を手に安全な場所へ移動し、従業員はその合間を縫って食事や飲み物を運んでいった。

「ご注文の品は以上でおそろいですか？」

　赤茶けたクセのある髪が特徴的な小柄で潑はつ剌らつとした女性従業員が、敏樹らのテーブルに料理を並べ終えた。

「ええ、ありがとう。すいませんね、騒がしくて」

「はは。ギルドの酒場ってのはこんなもんでしょ……っとぉ」

　相変わらず痛みに苦しみ転げ回るガンドを、上う手まい具合に蹴け飛とばして誰もいないほうへ軌道修正しつつ、従業員はカウンターへと去っていった。

「ぐおおおっ！　だれかっ!!　回復術を……!!　せめて水だけでも……!!」

　耳障りなうめき声と、巨体がゴロゴロと転げ回ってたまにテーブルや椅子が倒れる音をＢＧＭに、敏樹らは食事を進めた。

　ロロアは心配そうにチラチラと、シーラはワインを片手に笑いながらガンドの様子を見ていたが、他のメンバーは食事に集中していた。

　敏樹とメリダは意図的に無視していたが、シゲルとライリーは心底興味がないようだ。

「よぉ、トシキさん。災難だったな」

「まったくだよ」

　食事が一段落ついたところで、ジールがグラスを片手に話しかけてきた。

　ガンドは相変わらず喚いていたが、知り合いの魔術師にとりあえず顔にかかったスプレー液を洗い流してはもらえたようで、無駄に転げ回ることはなくなったようだ。

「なぁ、この町には女の人が相手をしてくれるお店ってないのか？」

「ん？　娼館だったら五番街に……」

「いや、そういう相手の仕方じゃなくて、酒場なんかで女性の従業員が酌をしたり、ちょっとした話し相手になったり、みたいな」

「んー、どうだろうなぁ……」

「それなら三番街にある『黄昏たそがれの山猫亭』なんかどうよ？」

　敏樹とジールの会話に聞き耳を立てていたのか、他の冒険者が会話に割って入ってくる。

「いや、あそこは猫獣人の年増がいるだけだろうがよ」

　そしてさらに数人が、会話に加わってきた。

「ばっか、おめぇ知らねぇの？　州都へ嫁に出てた娘のミナちゃんが帰ってきて、店に出てんだよ」

「まじかよ？　ちょっと行ってみようかな」

「顔がヒリヒリするぞぉ……。目が……目がまだ見えんぞぉ!!」

「やめとけやめとけ。あそこはいまミナちゃん目当ての客でごった返してるから」

「そうそう。俺もミナちゃんの噂うわさ聞いて行ってみたけど、一杯酌してもらえただけで、会話なんてとてもとても……」

「頼む!!　だれかそれがしに回復術をっ!!　あとその店の詳しい情報もっ!!」

「だよなぁ。だったらここでマイラちゃんとちょっとでも話せたほうがいいよな」

「あー、マイラちゃんいいよなぁ……」

「あら、ありがとうございます。おかわりいかがです？」

　どうやら先ほど敏樹らの料理を運んできた女性従業員は、マイラというらしい。

「おっ？　マイラちゃん、今日もかわいいね！　じゃもう一杯貰もらおうかな」

「俺も俺も!!」

「まいどありー」

「目が痛い！　顔がヒリヒリする!!　猫獣人の娘の乳は大きいのかっ!?　だれかっ！　だれかぁーっ!!」

「そういやさ、一番街のアクセサリ屋に最近キレイな娘が……」

「だったら三番街の屋台にいい娘が……」

　やがて会話の中心は敏樹たちから離れ、どこの誰が可愛いだの、俺はあそこの誰それとちょっと話しただの、どこの世界でも繰り広げられそうな男同士の下世話な会話が各所で始まる。

「なぁ、ジール。さっきもちょっと聞いたけど、たとえば女の人がたくさん働いてて、お客ごとに酌をしたりしばらく会話をしたり、そういうお店ってのはないのか？」

「はは。そんな夢みたいな店があったら、ここの連中は財布が空になるまで通い詰めるだろうな」

「なるほどなぁ……」

　どうやらスナックのような店はあっても、キャバクラのようなものは存在しないらしい。

　そんなことを考えながら、敏樹は酒場の喧けん騒そうを遠巻きに眺めていた。

　敏樹のちょっとした疑問がきっかけで始まった会話だったが、それは昼間から酒を飲むくらいしかやることのない、暇で馬鹿な男どもを中心に異様な盛り上がりを見せ、それにともなって助けを求めるガンドの声も大きくなる。

「昼間っからなにを騒いどるのじゃあっ!!」

　そんな騒がしい酒場に、ギルドマスターバイロンの怒鳴り声が響いた。
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「まったく、こやつももうちっと酒癖がマシになればのぅ……」

　呆れたように呟きながら、バイロンはガンドの頭を杖つえでコンコンと叩たたく。

　当のガンドはというと、バイロンの魔術によって強制的に眠らされていた。

　寝息の中にうめき声が混じっているのは、熊撃退スプレーのダメージがまだ残っているからだろう。

　酔っぱらいをおとなしくさせるのはともかく、回復までさせてやる義理はないといったところか。

「すまんの、ウチの古参が迷惑をかけて」

「いえいえ」

　敏樹と話しているバイロンだったが、視線はずっとシゲルのほうを向いたままだった。

「あの、ウチのシゲルがなにか……？」

「ふむ、トシキよ」

　バイロンは敏樹に顔を近づけ、声を潜める。

「アレはなんじゃ？」

　バイロンの鋭い視線が敏樹を貫く。

　なにもかも見透かされているようで、背筋が凍る思いだったが、正直に話せばなにかと面倒なことになるだろう。

　一応、それなりに高レベルの〈精神耐性〉と〈無病息災〉を持つ敏樹は、なんとかバイロンの威圧に耐え、平静を装った。

「シゲルは俺の子分ですよ」

　そして、かろうじて普通の口調でそう答えることができた。

「…………ふむ、子分か」

「はい、子分です」

「危険はないのだな？」

「ええ。なにかあれば責任は俺が持ちますので」

「そうか……。しかし、力量ぐらいは見ておきたいところじゃな。これ」

　鋭かった眼光は幾分か穏やかになり、敏樹から視線を外すと、バイロンはガンドの頭を少し強めに杖で小突いた。

「む……んん……」

　杖で小突かれた衝撃、というよりおそらくは魔術が解除されたことで、ガンドが目を覚ます。

「む……それがしは一体……ぐぉおおぉぉ!?　め、目がぁ……!!」

「まったく、しょうのないヤツじゃ……、ほれ」

「むおぉぉ……ぉおっ？」

　改めてバイロンがガンドを小突くと、うめき声は収まり、彼は目の調子を確認するように何度かパチパチと瞬きを繰り返した。

　回復術でもかけてもらったのだろう。

「おぉ……痛みが治まった……。むむ、これはギルドマスター」

　目の調子が戻ったのを確認したガンドはバイロンを見上げ、その姿を確認するや立ち上がって頭を下げた。

「いやぁひどい目にあった。トシキ殿と言ったか？　あれは一体何なのだ？」

「暴漢や猛獣を撃退する道具です。あなたに声をかけられたロロアが怯おびえていたようなのでつい反射的にやってしまいました。後悔も反省もしていません」

　少し憮ぶ然ぜんとした様子で敏樹が一気に言い終えると、ガンドは申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げ、苦笑を漏らした。

　そしてロロアに向き直り、深々と頭を下げた。

「これはどうも……、失礼つかまつった」

「あ、いえ……大丈夫ですから……」

　怯えたと言うよりは、突然話を振られて驚いただけであり、むしろ敏樹がやりすぎたのではないかと、ロロアは逆に申し訳なく思っていた。

　なので、ロロアとしても謝罪を受けたところで苦笑いを浮かべるしかない。

「まったく……。謝るのなら最初からつまらんことをするでない」

　もう何度目になるか、バイロンがガンドの頭を杖で小突いた。

「はは、まったくですな！」

　しかし、ガンドに反省の色はまったくなかった。

「さて、バイロンさん。メシも食べ終わったし、俺たちはそろそろ……」

　どうにも面倒なことになりそうだと予感した敏樹はこの場を離れようとしたが、バイロンは杖を掲げてそれを制した。

「まぁ待て。何か予定でもあるのか？」

「えっと、知り合いの食堂で夕食をごちそうになる予定でして……」

「ではそれまで時間はあるのじゃな？」

「いや、その、装備を見直したり、明日以降の作戦会議なんかを……」

「つまり急用はないと。ではひとつ、腕試しをしていかんか？」

　おそらく何を言っても引き止められるのだろうと諦あきらめた敏樹は、軽くため息をついた。

「腕試しですか？」

「そうじゃ。そこのシゲルとかいうお主の子分じゃが、このガンドと模擬戦をさせてみんか？」

「模擬戦？」

　バイロンが放った〝ガンドと模擬戦〟という言葉に、周りで様子をうかがっていた冒険者たちからどよめきが起こる。

「ほう、ヘイダの町随一の冒険者たるこのガンドが、胸を貸すわけですな？」

「ふん、暫定一位といったところじゃがな」

「む……？」

　バイロンの意味ありげな言葉に眉まゆを顰ひそめたガンドは、その視線の先にいるシゲルの姿を捉え、目を細めた。

「ふふ……それでももうしばらくは、このガンドがこの町一番であることに違いはありませぬよ」

　その言葉に、敏樹は感心して眉を上げた。

　どうやらこのガンドという男、自分がシゲルに勝てないであろうことを一見して理解したようだ。

「一応確認ですが、これはギルドマスターからの命令ですか？」

「いんや、強制はせん。しかしガンドとの模擬戦である程度実力を把握できるのであれば、それに応じていろいろと優遇してやれんこともないぞ？」

「それはたとえばランクアップ的な？」

「そうじゃな。望むのであれば多少融通はできるじゃろうな」

「ふむう……」

「なぁ、じいさん」

　敏樹が返答に悩んでいると、そこにシーラが割って入った。

「その模擬戦てやつ、あたしが受けてもいいのかい？」

　そう問いかけながら、シーラは挑発的な視線をバイロンとガンドに向けるのだった。
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　冒険者ギルド地下の訓練場には、部屋全体に回復を促進する術式が施されている。

　ただし、この訓練場内で負った傷に限る、という制約付きではあるが。

　しかしその制約のおかげで、かなりの重症であっても後遺症なしに完治できるのだとか。

　無論、最初から怪我をしづらくなるような工夫も凝らされている。

　たとえば現在、だだっ広い訓練場の中心でギャラリーに囲まれて向き合う、シーラとガンドの持つ武器がそうだ。

「ふむ。その短い剣二本で、それがしの間合いに入れるかな？」

「ふん！　長柄の斧槍ハルバードなんざ懐に入っちまえばこっちのもんさ」

　シーラの持つ双剣も、ガンドの持つ斧槍も、ギルドが貸与しているものだ。

　どちらも怪我がないように刃が潰つぶされているだけでなく、薄く透明な膜に包まれていた。

「では始めるがよい」

　バイロンは開始の合図を出すとすぐに下がり、敏樹の隣に立った。

「いつでもかかってくるがよい」

「じゃあお言葉に甘えて、いくよっ!!」

　シーラは踏み込むと同時に、まず右の剣を上段から振り下ろした。

　それをガンドは斧槍の斧頭で受け止めたが、ほぼ同時に繰り出された左の剣が胴を襲う。

　しかしそれも、ガンドが巧みに操った斧槍の柄によって防がれた。

　武器同士がぶつかり合っても金属音はせず、代わりに硬質ゴムをぶつけ合うような鈍い音が鳴った。

「スライムゲル、でしたっけ？」

「そうじゃ。スライムの〈物理耐性〉を残したまま錬成した素材で、刃をコーティングしとるのよ」

　敏樹の質問にバイロンが答える。

　ふたりが持つ武器の周りを覆う透明な膜、すなわちスライムゲルのおかげで、訓練者は怪我を負いづらくなっているのだ。

「斬撃や刺突はほぼ無効化できるんじゃが、衝撃だけは半減といったところかのぅ」

「いや、半減できるだけでも大したものじゃないですか」

　そんな会話を続けるふたりの前で、シーラとガンドは激しく打ち合っていた。

　一見すればシーラが優勢で、ガンドのほうは防戦一方といった具合だが、どうにも様子がおかしい。

「犬のねーちゃん、そろそろヤバいかもなぁ」

　対戦をぼんやりと見ていたシゲルが、ボソリと呟つぶやいた。

　見ればガンドはまだ余裕の表情を浮かべていたが、対するシーラは息を切らせ、苦しそうに歯を食いしばっている。

　ここまで三〇合ほど打ち合い、その間シーラが一方的に攻め続けてはいたが、その程度の連続攻撃でここまで疲弊するほど、彼女のスタミナは少なくないはずだ。

「もう終わりかな？」

「くっ……、まだまだぁっ!!」

　叫びとともにシーラが踏み込み、打ち合いは再開されたが、相変わらずガンドは防戦一方だった。

「しかしあの熊のおっさん、おもしれぇことしてんなぁ」

「ん？　じゃあガンドさんが何か仕掛けてるのか？」

「おう、そうだぜぇ」

「ふむう……」

　シゲルにそう言われ、敏樹は〈思考加速〉を発動した。

　ゆっくりと流れる時間の中で、敏樹は目を凝らしてガンドの様子を凝視したが、スローモーションで見ても彼の動きに不審な点はなさそうだ。

（……強いて言えば、全身の筋肉が異様にこわばってるってことか）

　シーラの剣は速いが軽い。

　その軽い剣撃を受けるにしては、腕だけでなく全身に力が入りすぎているように見えるのだが。

「ぐっ……!!」

　さらに十数合打ち合ったところで、シーラの右手から剣が飛んだ。

　すかさずガンドは斧槍を横よこ薙なぎに振ったが、剣を持つ左手はだらりと下がったまま上がらず、シーラは首に斧頭の刃をピタリと当てられた。

「それがしの勝ちだな」

「くそっ……!!」

　悔しげに舌打ちしたあと、シーラの左手からも剣が落ちた。

「それまで。だれぞ彼女を治療してやれ」

　訓練場には数名の治療士が常駐しており、なにかあればすぐに怪我の治療ができるようになっているのだ。

「おつかれ」

「……悪ぃ、無様な戦い見せちゃって」

　治療を終えたシーラに敏樹は声をかけたのだが、彼女はまだ悔しそうだった。

「なぁ、シゲル。ガンドさんはシーラに何を仕掛けてたんだ？」

「あの熊のおっさんはよぉ、犬ねーちゃんの攻撃受けるたびに反撃してたんだよ」

「反撃？」

　その答えに、敏樹は首を傾げ、うつむいていたシーラは弾かれたように顔を上げ、シゲルを見た。

「そのねーちゃんの攻撃が来たときに、当たる直前で身体全部の力を使ってドーン！　って感じでよぉ」

「全身を使って？」

「ふふ、お主の子分はよう見抜いたな」

　敏樹とシゲルの会話を聞いていたバイロンが口を挟む。

「ガンドのやつはの、刃から拳こぶしひとつ離れた位置にあれば、振りかぶることなく大木をなぎ倒すことができるんじゃよ。なんでも、腕の力をそれほど使わんでも、全身の力を武器に伝えれば、それくらいのことはできるとかなんとか」

「ちっ……、そういうことかよ」

　バイロンの言葉で察したのか、シーラが悔しげに呟く。

（寸すん勁けいみたいなもんか？）

　敏樹の記憶が確かなら、中国拳けん法ぽうに似たような技があったはずだが、それができるからといって、シーラのあの猛攻に対して反撃を続けるというのは尋常ではない。

　なにせシーラは、敏樹の補助があったとはいえ、刺突を制限された状態で山賊団の頭目と互角にやり合える実力の持ち主であり、あのころからさらに腕を上げているのだ。

「さて、今度はパーティーで挑んでみてはどうかな？」

　少しばかり人の悪そうな笑みを浮かべたバイロンが、敏樹にそう告げる。

「いや、俺はパスします。こういう体育会系のノリはちょっと苦手で……」

「あ、じゃあ私も」

「たい、く……なんじゃ、そら？」

　敏樹とロロアはバイロンの提案を断り、シゲルは別枠ということになったが、治療を終えて調子を取り戻したシーラと、メリダ、ライリーはその提案を受けた。

　しかし三人がかりで挑んでも、ガンドには敵わなかった。

　比較的至近距離から放たれたメリダの矢はことごとく撃ち落とされ、ライリーの魔術も斧槍の一振りで打ち消された。

　そして反撃を恐れて攻めあぐねていたシーラも、あっさりと敗れ去ったのだった。

「ま、新人にしては悪くない動きじゃったな。Ｄランク昇格試験の免除というところかの」

　為す術なく敗れたように見えた三人だったが、さすがギルドマスターと言うべきか、見るべきところは見ていたようだった。
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『お主の子分じゃが、手加減はできるんじゃろうな？』

　訓練場へ向かう前、バイロンからそう問われた敏樹は、慌ててシゲルを連れてひと目のないところに移動し、タブレットＰＣを使って〈手加減〉というスキルを習得させていた。

　シーラたちの挑戦が終わったあと、今度はシゲルとガンドが対たい峙じする。

　シゲルは訓練用の短槍を手に、特に構えるでもなくぼーっとつっ立っていた。

　しかし、シゲルの前で斧槍を構えるガンドは、緊張し、冷や汗をかいている。

「では、参るっ!!」

「おう」

　大きく振りかぶった状態から踏み込んだガンドの斧槍が、豪快に振り下ろされる。

　訓練場の空気全体が震えるような、目にも留まらぬ斬撃を、シゲルはほんの少し身体をずらすだけで避けた。

　しかしガンドは斧槍を振り下ろした状態から、まるで武器の重さを感じさせぬように素早く横薙ぎに振る。

　だが、二撃目も軽く飛び退いたシゲルにあっさりとかわされてしまう。

　その後もガンドの猛攻は続いた。

　斧頭や穂だけでなく、石突きや柄を使った連続攻撃は凄すさまじいものだった。

「くそ……。あたしら相手じゃ全然本気じゃなかったってわけかい」

　素早さにはそれなりの自信を持つシーラだったが、あの鈍重そうな巨きよ軀くと、振り回すにはいかにもバランスの悪そうな斧槍で自分を上回る手数を打ち出すガンドの姿に、彼女は悔しそうに歯は嚙がみしつつも目を丸くしていた。

　それらの猛攻を、シゲルはわずかに身体をひねるか、たまに槍で軽く軌道を変えるなどしてやすやすと躱かわしていく。

「へへ、真似するぜぇ」

　何十回と攻撃をかわし続けたシゲルが、ふと発したその呟きは、誰の耳にも届かなかった。

　そして、渾こん身しんの力で振り下ろされた斧槍の一撃を、シゲルはその場にとどまって受け止めた。

「ぐぉっ!?」

　シゲルのほうは普通に受け止めただけに見えたが、槍と当たった直後、ガンドは斧槍を大きく弾き返された。

　そしてがら空きになったみぞおちに、シゲルは片手で構えた槍を突き入れる。

「ぐふぅっ……!!」

　その直後、ガンドはその場に膝ひざをつき、血を吐いた。

「それまで!!　誰ぞっ!!」

　バイロンの合図を受けた治療士がガンドに駆け寄り、回復術をかける。

　訓練場の効果もあってか、ガンドはほどなく回復し、立ち上がった。

「参りもうした」

　そしてシゲルに頭を下げるのだった。

「お、おい……。ガンドさん負けちまったぜ？」

「まじかよ、あいつなにもんだよ」

「あの人、酒癖はともかく腕だけはたしかなのにな……」

　見物客からどよめきが起こる。

「まったく……、とんでもないやつを子分にしておるのぅ」

「いやほんとに」

　バイロンの、どこか揶や揄ゆするような言葉に、敏樹は皮肉抜きで素直にそう答えた。

　あのシゲルに自分などがよくぞ勝てたものだと、改めて感心する。

「さて、儂わしの権限じゃとＣランクまで飛び級が可能じゃし、それだけの実力はあると思うが、どうする？」

「いや、シゲルには色々と経験を積ませてやりたいので、飛び級はなしでお願いします」

「ふむ、では優遇の類は不要かの？」

「ですね」

　その後、シゲルは冒険者たちから賛辞を贈られるとともに、模擬戦を何度も申し込まれた。

　敏樹は一いつ旦たん人の輪から外れ、〈影の王〉で気配を消しつつタブレットＰＣを取り出し、先ほどの一戦で〈手加減〉スキルのレベルアップが可能になっているのを確認した。

　以降、しばらくは復活したガンドと試合をしてもらいつつ、適宜〈手加減〉のスキルレベルを上げていき、ほどなくある程度力のある冒険者相手であれば、あまり怪我をさせずに戦えるようになった。

　そして、シゲルをまじえた訓練は、バイロンが監督するなか夕刻まで続いたのだった。
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　シゲルを中心としたギルドでの訓練は随分冒険者たちに好評だったが、夕刻になったところで切り上げさせてもらった。

　この日の夕食はクロエの実家へ招待されていたので、シゲルを含むパーティーメンバー全員を連れて、敏樹はギルドを後にした。

「トシさん、みんな、いらっしゃい。ようこそ黄金の稲穂亭へ」

　敏樹らが到着すると、クロエが笑顔で迎え入れてくれた。

『黄金の稲穂亭』というのが、彼女の実家が経営している食堂の名であった。

「ちょっとー！　みんな遅いよ？　ボクもうお腹ペコペコー！」

「ほんまやで！　ウチら結構前から待ってんねんからなっ!!」

「せやせや！　腹と背中がくっついてまうでぇ」

　と、どうやらファランとククココ姉妹はすでに着席しているようだ。

　それだけではない。

「やっほぅトシキっちー！　ひさしぶりー！」

「といっても、数日ぶりなんですけどね。でも、会えて嬉うれしいです」

　故郷に帰った浣熊アライグマ獣人のラケーレと熊獣人のベアトリーチェも、席に座っていた。

　彼女らの参加も事前に決まっており、ドハティ商会の馬車で迎えにいっていたのだ。

「ごめんな。ギルドで色々あって遅くなったわ」

　一同は数日ぶりの再会などを喜びながら、席についていく。

「じゃ、お料理並べていきますね」

　店名から想像できる通り、ここ黄金の稲穂亭は米料理を出す店で、ヘイダの町ではそこそこ人気のある、庶民向けの食堂である。

　クロエ、そして彼女の両親らの手によって、テーブルには、パエリアやリゾット、ピラフといった米料理が並べられていった。

　この日のディナータイムは、この食事会のため貸し切りとなっていた。

　クロエとその両親はランチタイム終了後から店を閉め、この食事会のための準備を行っていたのだった。

「温かい内に食べていってくださいね」

「クロエ、あなたももういいわよ。みなさんと一緒に食べなさい」

「はーい」

　テーブルの半分ほどが料理で埋まり、全員に飲み物が行き渡ったところで、クロエも席に着いた。

　飲み物はそれぞれ個人の好みに合わせ、ワインや果実酒、どぶろく、ビール、そして清酒が並べられていた。

　ちなみに用意されたビールだが、これは日本で一般的に飲まれているラガービールではなく、エールビールと呼ばれるものだった。

　魔術による温度管理技術があるので、この世界でもラガービールは飲めるのだが、〝異世界ファンタジーと言えばエール！〟という少々偏った固定観念のもと、敏樹はエールを頼んでいた。

「じゃあトシキさん、せっかくだし乾杯の音頭とってよ」

　ファランのすすめで敏樹が乾杯の音頭を取ることになった。

　あまりそういうのは得意ではないのだが、この場で音頭を取るのは自分が一番相応ふさわしいことも理解できるし、他のメンバーからも期待の視線を向けられたので、敏樹はファランの提案を受け入れることにした。

「えーと、ですね、あんまりごちゃごちゃと喋しやべるのは苦手なので手短に……」

　エールの入ったグラスを片手に、敏樹は立ち上がった。

「えー、まずはクロエのご両親。このような素敵な場を設けていただき、ありがとうございます」

　敏樹がグラスを片手に持ったまま、厨ちゆう房ぼうに向かって頭を下げると、そこから料理を運ぼうとしていたクロエの母は手を止めて微笑み、父親は厨房から顔を出して軽く頭を下げた。

「えー、いろいろなことがありましたが、ベアトリーチェ、ラケーレ、ファラン、クロエは無事家に帰ることができました。ククココ姉妹はちゃんと就職できたし、シーラ、メリダ、ライリーは念願の冒険者となれました。俺とロロアも一緒に冒険者となりました。あー、それから新しいメンバーとしてシゲルを迎え入れることができ……、あとは……そうだな……」

「おっさん、長い」

「えぇっ？　そうか？」

〝手短に〟と言った割には長かったようで、シーラからツッコミが入った。

　日本にいたころ、敏樹は飲み会の幹事をするようなことはほとんどなく、人前で乾杯の音頭を取るといった経験もないため、つらつらと思いついたことを話しているうちに、間延びしてしまったようだ。

「あー、じゃあ、数日ぶりの再会と新しい出会いを祝して……、乾杯！」

『乾杯!!』

　乾杯を済ませた一同は、めいめい食事に手を付け始めた。

　異なる世界でのことなので、ここに並べられている料理が元の世界のそれらの料理と全く同じかと問われれば多少の差異はあるが、少なくとも〈言語理解〉によってパエリア風のものはパエリアと、リゾット風のものはリゾットと、ピラフ風のものはピラフと訳されているので、まったく別物と考える必要はあるまい。

　それに、リゾットやピラフはともかく、パエリアなどは敏樹も日本にいた頃ですら食べた記憶が無いので、ここで食べたものがスタンダードになりそうである。

　料理に関しては、こういった生米から調理するものだけでなく、白米のご飯が入ったお櫃ひつも用意されていた。

「この米はクロエが？」

「はい」

「完かん璧ぺきだな。さすが」

「ふふ、ありがとうございます」

　白米の炊き加減を褒められ、クロエが嬉しそうに微笑む。

「やっぱこっちじゃ白飯を食べる文化ってないの？」

「いえ、それが……」

　クロエがまだこの町で暮らしていたほんの数年前までは、彼女自身白飯を食べた経験などなく、一般的にも米はリゾットやピラフのような料理で食べられていた。

　しかし数年前から大きな街を中心に、白飯を扱う店などが増えてきたらしい。

　どうやら王都あたりでは一〇年近く前から、王族を中心に富裕層の間で食べられるようになったのだとか。

「ただ、白米のご飯が富裕層、特に道楽貴公子のお気に入りということで、炊飯技術が高級な料理店で独占されているようなんです」

「道楽貴公子？」

「たしか、王弟のお子さんで、美食家で有名な方らしいです」

「へええ。じゃあ白米を炊けるようになったこのお店は、高級店の仲間入り？」

「そんな！　うちはできれば庶民向けの食堂を続けたいと思ってますので……」

「そこでボクの出番ってわけさ」

　敏樹とクロエの間に、ファランが割って入る。

「うちはまぁまぁ大きな商会だし、王都なんかの高級料理店に出入りすることもあるんだよ。で、白米のご飯を大いに気に入った父さんが、自分の町の食堂でそれを食べられるように尽力した結果、このお店の隠れメニューとするくらいのことはできるってわけ」

「……まぁ、富裕層が独占してる技術を庶民に向けて開放したら、いろいろと面倒なことになるか。一応きくけど、親父さんは白米のご飯好きなの？」

「うん。クロエちゃんがおにぎり作って持っていったら一発で気に入ってくれたよ」

「そっか。そりゃよかった」

　つまり、王都の高級料理店で白飯を食べて気に入った、というわけではないようだが、そのあたりの細かいところをあまり気にする必要はないだろう。

「あ、そうだ。トシキさん、例の話だけど……」

「例の話？」

　そう問い返したが、ファランの表情が少し真剣なものになっていたので、敏樹は彼女が何を言わんとしているのかなんとなく察した。

　そして、そんなふたりの様子を見たクロエは、隣に座っていたベアトリーチェと会話を始めた。

「なんとかなりそうだって」

「そうか！」

「うん。ウチの商会が上手く受け皿になれば、そこまで混乱することはないし、美味しいところを任せてやれば、食いついてくる商人はいくらでもいるだろうからって」

「わかった。また近いうちに親父さんと話してみるよ」

「うん。ボクにできることはなんでもするから、遠慮なく言ってね」

「おう。ところでさ、その……、親父さんとは、話したのか？」

　敏樹は少し心配するような視線を向け、それを受けたファランの表情がわずかに曇る。

「……うん。夜中までじっくり」

「ごめんな。辛かったろ？」

「まぁ、ね。話す分にはどうってことないんだけどさ。その、聞いてる父さんの顔を見るのが、ちょっとキツかったかも」

「……そう」

「今日の昼ぐらいまで死人みたいな顔してたよ……、ふふ」

　ファランは思い出したように、そして自じ嘲ちよう気味に小さな笑みをこぼす。

「……ホント、ごめんな」

「ううん。あれはたぶん、ボクたち親子にとっても必要なことだったんだよ。ちゃんと話せてよかったと思ってるし、その機会を作ってくれたトシキさんには感謝してるよ」

　そう言いながら浮かべたファランの力のない笑みが、敏樹の胸に刺さった。

「……もう、なんて顔してんのさ。ホントに大丈夫だって。父さんもしばらくしたら持ち直したし、さっき出てくる前は、ちゃんと話を聞けてよかったって、言ってたから」

「そっか……」

　申し訳なさそうにそう呟つぶやく敏樹の背中を、ファランが少し強めに叩たたく。

「だからぁ、そんな顔しないの！　さ、食べよう食べよう」

　先ほどまでとは異なり、明るい笑顔となったファランに促され、敏樹は半分ほど残っていたエールを一気に飲み干した。
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「じゃあ今夜はロロアもみんなと同じ部屋ってことでいいんだな？」

「はい、いいですか？」

「もちろん」

　夜遅くまで続いた賑にぎやかな食事会のあと、一緒にバルナーフィルドホテルにたどり着いた敏樹たちだったが、ファランが大部屋を取り、そこに女性陣が全員泊まることになった。

　当初はベアトリーチェとラケーレをファランの家に泊める予定だったのだが──、

「えー。ボクもっとみんなとおしゃべりしたいよー」

　と、ファランが言い出し、他のメンバーも同意したため、せっかくだからとホテルをとったのだ。

　なので、いつものメンバーとベアトリーチェ、ラケーレ以外に、ファランとクロエもホテルに来ていた。

「おっさんも来るか？」

「はは。ガールズトークの邪魔するほど野暮じゃないよ」

「がーるず……、なんだそりゃ？」

「女の子だけで楽しくお話することだよ。じゃあ明日は休みにするから、ロロアもシーラたちも、ゆっくりしなよ」

「おおー、話がわかるねぇ」

　敏樹とシーラがそんなやり取りをしていると、ロロアがおずおずと前に出てくる。

「あの、いいんでしょうか？　そんなに簡単にお休みして……」

「いや、働くも働かないも自由に決められるのが、フリーランス……、冒険者の特権だろ？　あんまりダラダラしすぎるのもよくないけど、明日一日くらいのんびり過ごしたってバチは当たらないさ。だから、今夜はたっぷり夜更かしして、みんなで楽しく過ごしてくれよ」

　言いながら敏樹は、依頼や仕事、移動で疲れているであろう女性たちに回復術をかけてやる。

　そして女性たちからちょっとした歓声があがり、彼女らは口々に礼を述べた。

「じゃあ俺は自分の部屋に戻るから。シゲル、いくぞ」

「おうよ」

「じゃあみんな、おやすみ」

「はい、おやすみなさい」

　ロロアに続いて他のメンバーとも挨あい拶さつを交わした敏樹は、シゲルを彼の部屋に入れ、自分の部屋に戻った。
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「さてと……」

　部屋に戻るなりどっかりとソファに座った敏樹は、〈格納庫ハンガー〉からタブレットＰＣを取り出し、『スキル習得』メニューを開いた。

「レベル７……。どうするかな……」

　視線の先、タブレットＰＣのモニターには、〈影の王〉のスキルレベルを上げるかどうかという表示が映し出されていた。

　現在のレベルは６。

　そして、レベル７に上げることは可能なのだが、それを実行するかどうかで敏樹は迷っていた。

　最初、〈影の王〉習得には一億ポイントが必要だった。

　そしてレベル２に上げるのにも同じく一億ポイント。

　それ以降、レベル３にするには二億ポイント、レベル４には四億ポイントと所要ポイントは倍々で増えていき、レベル６から７にあげるには、三二億ポイントが必要となっていた。

　すべてのスキルレベルアップがそのような方式になっているわけでもないし、個人の才覚やスキルとの相性で所要ポイントは変動する。

　さらに、レベルアップ可能になってからの熟練度次第で、所要ポイントは減少していくのだが、敏樹の場合、シゲルと戦う前の段階ではまだレベルアップ不可であり、彼との死闘を経てようやくレベルアップが可能になったので、現時点でも三二億ポイントが必要な状態だった。

　それは、敏樹の所持するポイントの大半を消費する数値である。

「うーん……、今後必要になるスキルがあるかもしれないしなぁ」

　ここでポイントを大量に消費してしまうと、今後便利なスキルを習得できなくなる可能性がある。

「もうちょっと悩むか……」

　しばらく考えた結果、敏樹は決断を保留し、風ふ呂ろに入って眠りについた。
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　翌朝、かなり早い時間に目覚めた敏樹は、シゲルを起こして冒険者ギルドの訓練場を訪れた。

　もちろん、ロロアたちには声をかけていない。

「へへ、親父と戦やれんのかぁ。楽しみだなぁ」

「お手柔らかにな」

　シゲルは昨日同様槍を、敏樹は戟げきを手にしていた。

　戟とは槍に似た武器で、先端の刃、すなわち槍で言うところの穂ほに当たる部分が刺しと呼ばれ、その刺の根元あたりから真横に延びる第二の刃がついている武器である。

　その第二の刃は援えんと呼ばれる。

　スライム材でコーティングされた訓練用の武器の内、敏樹が常用しているトンガ戟に一番近い形状のものがこれだった。

「じゃあ、はじめようか」

「おう」

　朝の早い時間だからか訓練場に人は少なかったが、それでも一〇名ほどはおり、いつの間にかふたりは他の冒険者に囲まれていた。

　中には昨日シゲルと模擬戦を行ったものもおり、どうやら面白がって見物するようだ。

（とりあえず、先手を取るか）

　敏樹は〈思考加速〉を発動しつつ、シゲルの正面から踏み込み、みぞおちをめがけて戟を繰り出した。

　シゲルはそれを避けようともせず、無造作に槍を繰り出す。

（噓だろっ!?）

　戟の刃がシゲルに届くより、後出しで繰り出された彼の槍のほうが、先に敏樹へと到達しそうになる。

〈思考加速〉がもたらすスローモーションの世界の中だと、ふたりの実力差が顕著に表れた。

「くっ……!!」

　悠々と動くシゲルの姿に、敏樹はまるで自分だけがゆっくりと流れる時間の中に取り残された気分を味わいながらも、なんとか身体を捻ねじり、半ば倒れるようなかたちで、肩口を狙った刺突をかわす。

「おっ？」

　そして自分の攻撃がかわされたことに、シゲルは嬉うれしそうな反応を見せた。

「っらぁ！」

　刺突をかわしたことで崩れた体勢のまま、敏樹はシゲルの持つ槍の柄を狙って戟を突き上げた。

　柄の中ほどに、第二の刃である援が当たった瞬間、敏樹は手に衝撃を受けた。

（ガンドさんの、寸勁もどき……!?）

　それは想像以上の衝撃であり、敏樹は戟を取り落として、そのまま床に手をついた。

「へへ、俺の勝ちだな」

　気づけば敏樹は首元に、槍の穂先を突きつけられていた。

「おおー!!」

　ギャラリーから歓声と、ちょっとした拍手が送られる。

「あのおっさん、一体何もんだよ」

「だよなぁ。シゲルさんの一撃をかわすって、相当なもんだぜ？」

　敏樹的には惨敗だったが、昨日実際にシゲルと手合わせした者からすれば、善戦の類になるらしい。

「シゲル、もう一本」

「へへ、いいぜぇ」

　敏樹は戟を拾って立ち上がり、再びシゲルと対たい峙じした。
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「なぁ、親父よぉ……、なんで本気出さねぇんだ？」

　あれから敏樹は、たまに武器を双斧に持ち替えたりしながら一〇回以上模擬戦を繰り返した。

　といっても連続で戦い続けたわけではなく、二～三回につき一度休憩を挟み、その都度人目につかないところでタブレットＰＣを操作していた。

「あのおっさん、休憩から戻るたびに動きがよくなってんだよなぁ……」

〈影の王〉のようなチートスキルではない、通常の戦闘スキルに関しては、それほどポイントを消費しないため、敏樹は〈戟術〉や〈双斧術〉などのスキルに関しては、ためらわずどんどんスキルレベルを上げていった。

　シゲルとの模擬戦は相当いい経験になるようだ。

　ちなみに、敏樹が休憩している間は別の冒険者がシゲルとの模擬戦を繰り広げていた。

　そうやって、最初に比べれば相当いい動きにはなったものの、相変わらず手も足も出ないという模擬戦を繰り返したところで、シゲルからふとそう言われたのだった。

「ん？　本気も本気だよ、何言ってんの？」

「いや、親父の戦い方はそういうんじゃねぇだろ？」

「俺の戦い方……？」

「おう。親父の戦い方ってのは、こっそり近づいてズバァン！　って感じだろ？」

「……そういうことか」

　これまでの模擬戦でかなりスキルレベルも上がり、実戦に近い経験を積んだことでそれなりの強さを手に入れた敏樹だったが、たとえば今の状態でガンドと正面から戦ったとしても、おそらく手も足も出ないだろう。

　そして眼の前にいるこの男は、そのガンドを赤子のようにあしらう存在なのだ。

　仮にこの先何百回、何千回と模擬戦を続け、戦闘系のスキルを伸ばしたところで、シゲルに勝てる可能性は万にひとつもあるまい。

　仮に同じスキルレベルを持ったとしても、地力が違いすぎるのだ。

（でも、俺はこいつに一回勝ってるんだよなぁ）

　そう。敏樹は手加減なしのシゲルに、一度勝利しているのだ。

　それはなぜか？

（知恵と勇気とみんなの力……。でも、なんといっても〈影の王〉のおかげだよなぁ）

　ロロアやシーラたちの協力を得て知恵を絞り、いろいろと仕掛けを施したシゲルとの戦いだが、結局のところ〈影の王〉による隠密行動がなければ、敏樹は彼に触れることすらかなわなかっただろう。

　ふっと自じ嘲ちよう気味に薄く笑った敏樹は、訓練用の武器を片手剣に持ち替えた。

「よし、じゃあ一いつ旦たん警戒を解いてもらって……、そうだな、目を閉じて三つ数えたら始めようか」

「おう、いいぜぇ」

　シゲルが構えをとき、静かに目を閉じる。

「……お、おい、あのおっさんどこ行った？」

「あれ？　休憩かなぁ？」

「いや、さっきまでそこにいたはずなんだけど……」

　敏樹は特に移動せずシゲルの前に立っていたが、どうやらレベル６の〈影の王〉を全力で発動すると、その場にいながら姿をくらませることができるようだ。

　いつもは状況に合わせて機能を制限し、魔力消費を押さえているが、すべての隠密スキルを全開にした状態での魔力消費は相当なものになるようで、一～二分もすれば魔力は枯渇するだろう。

「へへ……いいねぇ」

　三つ数え終わったのか、シゲルがゆっくりと目を開ける。

　そして、両手で槍を構えて腰を落とした。

「ひっ……」

　ギャラリーの内の何人かが、短い悲鳴をあげる。

　悲鳴をあげずに堪えた者も、顔を青くし、冷や汗をかいていた。

　本気で構えたシゲルには、それだけの凄すごみがあった。

（相変わらず凄いな、こいつは）

　油断なく構えるシゲルを注視しながら、敏樹は慎重に、ゆっくりと移動する。

〈影の王〉に含まれる〈忍び足〉の効果で普通に歩いても足音はしないはずだが、それでも慎重に慎重を重ねないと、シゲルの直感は欺けないのだ。

（あと少し）

　三〇秒ほどかけてシゲルの背後に回り込んだ敏樹は、ゆっくりと剣を構え、そして一気に踏み込んだ。

　首をめがけて振り抜こうとした片手剣の刃がいままさに触れようかというところで──、

「そいっ!!」

「ぐぼぁっ……!!」

　シゲルが背後に向かって突き出した槍の石突きが、敏樹の腹を捉とらえた。

　敏樹は石突きで強打された腹を押さえながら、膝ひざをつく。

　石突きを覆うスライム材と、敏樹が身につけた革の胸甲のおかげで衝撃はかなり減殺されたはずだが、それでも息が詰まるほどの打撃となった。

　そして、突然現れた敏樹の姿に、ギャラリーからどよめきが起きる。

「へへ、いまのはちぃとヤバかったな」

「ふん……どこが、だよ……」

　訓練場の回復効果と、〈無病息災〉の効果によって、一〇秒ほどで痛みは消えたので、敏樹は剣を杖つえにしながら、わずかによろめきつつ立ち上がる。

「ふぅ……。休憩のあとにもう一戦だ」

「おう、いいぜぇ」

　再戦を予告した敏樹は、休憩と称してトイレに入った。
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「俺の戦い方、ねぇ……」

　トイレの個室に座った敏樹は、タブレットＰＣを開いていた。

　そして、さきほど言われたシゲルの言葉と、その後の模擬戦を思い出す。

　これまで手も足も出なかったシゲルに、多少なりとも危機感を覚えさせたのは事実だ。

「こっそり近づいてズバン、か」

　シゲルのような強敵に対抗するには、隠密スキルを伸ばすのが最も効果的であるらしい。

「だったら、迷っている場合じゃないよな」

　便利なスキルなど、もう充分なほど習得している。

　もしまた別のスキルが欲しくなるのなら、そのときはいろいろな経験を積んでポイントを貯め直せばいいだけの話だ。

　もう少し経験を積んで所要ポイントを減らすという方法もあるが、いまの一戦を経ても一〇〇ポイント足らずしか下がっていなかったので、選択肢として現実的とはいえないだろう。

「よし…………、ポチッとな」

　タブレットＰＣのモニターをタップしたあと、敏樹は魔石をいくつか潰つぶして魔力を吸収し、再び訓練場に戻った。

「シゲル、もう一戦だ」

　他の冒険者との模擬戦が一段落ついたところで、敏樹は声をかけた。

　まだ順番待ちの者もいたが、彼らは自分たちが戦うよりも、敏樹とシゲルの対戦を見たいらしく、すぐに順番を譲ってくれた。

「じゃあ目ぇ閉じて三つ数えるか？」

「いや、このままでいい……」

「──!?」

　ふっと敏樹の姿が消え、シゲルは目を見開いたが、すぐに槍やりを構えた。

「ヘヘ……こりゃ、いよいよやべぇな……っとぉ!!」

　シゲルがブンっと首のあたりを槍で払うと、バチィン！　と硬質ゴム同士がぶつかり合うような音が鳴り、訓練用の片手剣が宙を舞った。

　しかし敏樹が姿を現すことはなく、シゲルは周りを警戒しつつ再び構え直す。

「うぉっ!?」

　シゲルが構え直して数秒後、今度は目の前を払うように槍を振った。

　その時、バシッと軽い衝撃音は鳴ったが、見た目には何も起こっていないように見えた。

　その後もシゲルは槍を振り回し、そのたびにバシバシと音が鳴り続けた。

（無属性に隠密乗せてもバレるのかよ……）

　敏樹は先ほどから、少し距離を取り、無属性の魔力を弾丸のようにして放つ【魔弾】や、魔力を槍のようにして放つ【魔槍】を何発も撃っていた。

　ただでさえ視認しづらい無属性魔術に、〈影の王〉で隠密効果をもたせた上で、大きさも速度も異なる攻撃をランダムに加えているのだが、シゲルはそのすべてを槍で防いでいた。

　さらにシゲルが数発の魔術を防いだところで、これまでとは異なるバチィン！　という音が鳴る。

　それと同時に、双斧用の手て斧おのが宙に舞った。

　そして、シゲルは不自然な体勢で槍を繰り出したまま、完全に動きを止めた。

「……どうなったんだ？」

「お、おい、あれ！」

　動きを止めたシゲルのすぐ近くに、ふっと敏樹が姿を現した。

　シゲルの繰り出した槍の穂先は敏樹の首元を捉え、敏樹がいつの間にか手にしていた戟の刺がシゲルの首に突きつけられていた。

「すげぇ……、あのシゲルさんと、相打ち？」

「ほんと、なにもんだよあのおっさん……」

　ギャラリーがどよめく中、敏樹とシゲルは同時にニッと笑い、構えを解いた。

「へへ、引き分けだなぁ」

「ははは……、最初の一撃を防がれた時点で俺の負けだよ」

　隠密からの〈斬首〉。

　現在敏樹が唯一シゲルに勝てる方法だろう。

〈斬首〉を模した初撃を防がれてからも善戦しているように見えたが、実際のところ【魔弾】や【魔槍】程度の魔術をシゲルが防ぐ必要はない。

　無防備な状態でまともに食らったところで、かすり傷程度のダメージしか与えられまい。

　そして最後の一撃となった戟による攻撃にも同じことが言える。

　たとえ急所を突いても、敏樹の技量ではシゲルに有効なダメージを与えることはできないことなど、先の戦いで証明済みだ。

　前回のフレイムスタッフを使った不意打ちにしても、いろいろな罠わなを仕掛けた上にスタングレネードで数秒間動きを止められたから通用したのだ。

　同じ罠は二度と通用しないだろうし、仮に隠密状態のままフレイムスタッフでシゲルに触れたところで、魔術を発動する前に反撃を食らっておしまいだろう。

「やっぱ親父についてきて正解だったぜぇ。いい訓練にならぁ」

「はは。こちらこそだよ」

　軽口を叩たたき合いながら、敏樹は落とした片手剣や双斧用の手斧を片付けていった。
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「さて、俺は一旦ホテルに戻ってひと休みするけど、シゲルはどうする？」

「あー、どうすっかな……」

　片付けを終えた敏樹の問いかけに、シゲルは困ったような笑みを浮かべた。

　というのも──、

「シゲルさん！　つぎ俺とやってくれよ!!」

「バカヤロウ！　順番からいったら俺が先だろうがっ!!」

「まてまて、落ち着け。なにもひとりずつ相手にしてもらわなくても、何人かでいっぺんに戦えばいいんじゃね？」

「おおっ!!　だったらオレ、パーティーメンバー呼んでこよう!!」

　と、模擬戦を望む冒険者に、シゲルは囲まれているのだった。

「シゲルがよければみんなの相手してあげてくれよ」

「おお、いいのかぁ!?」

　どうやら冒険者たちとの模擬戦は、シゲルにとっていい娯楽になっているようだ。

「じゃあ今日はシゲルの好きにしてくれ。暗くなる前に帰ってこいよー」

「おーう!!」

　そうシゲルに告げた敏樹は、訓練場を出ようとしたところで声をかけられた。

「いい人材を、ありがとうの」

　声のするほうを見ると、ギルドマスターのバイロンが、穏やかな笑みを浮かべながらシゲルと冒険者たちの様子を見ていた。

「あやつには冒険者ギルド訓練教官の資格を与えることにするわい。それなりの報酬も出そう」

「はは、そりゃどうも」

　ほんの数日前までは魔物として森に存在していたシゲルが、訓練教官として人の間に馴な染じんでいるという事実には、なにやら感慨深いものがあった。

「あ、そうだ。仮定の話として聞いてほしいんですが」

　敏樹はふと思いついたことをバイロンに尋ねることにした。

「ふむ、なんじゃ？」

「たとえばシゲル級の強さを持った魔物がヌネアの森にいたとして、その事実を報告されたら、バイロンさんはどうしますか？」

「ふむう……、即座に討伐隊を組み、速やかに行動を開始しつつ、近隣の街に応援を要請するじゃろうな」

　つい先程まで好こう々こう爺や然とした笑みを浮かべていたバイロンが、ギルドマスターの顔に戻る。

「もしくは儂わし自ら出る、かの」

　そう呟つぶやいたバイロンの声は恐ろしく冷たい。

　敏樹は背筋に悪寒が走るのを感じた。

「……勝てますか？」

「勝てるのぅ。ただし、森の半分ほどはなくなるじゃろうが」

「……マジですか？」

　しばらく間を置いて、バイロンの表情が緩む。

「ふふん、冗談に決まっておる。しかしあれが魔物として敵対したとしたら、相当な犠牲を覚悟せねばならんじゃろう。そういう意味では、お主がしっかり従属させてくれて助かったわい」

　バイロンは口元に笑みを浮かべながらも、鋭い視線を敏樹に向ける。

「い、いやだなぁ……。シゲルとは偶然出会って意気投合しただけですよ？」

「ふっ……。まぁそういうことにしといてやろう」

「あー、はい……。どうも……」

　下手な言い訳であるが、バイロンはそれ以上追及するつもりはないようで、敏樹の肩をポンポンと軽く叩くと、ゆったりとした足取りで訓練場を出ていった。

　敏樹も続いて訓練場を出ようとしたところで、ふと振り返った。

「おぉーい、そんなんじゃ全然ダメだぞぉ」

「ちくしょー！　まだまだぁっ!!」

「こらぁ、考えなしに突っ込むなよっ!!」

「そこのふたり、後ろに回り込めっ!!　そっちの魔術師は後方から援護!!」

「よっしゃ喰らえっ!!」

「はっはー!!　ぜんぜん足んねぇぞぉ！　おらおらぁ!!」

　シゲルを相手に真剣な様子で戦いを挑む冒険者たちだったが、その光景はなんだかとても楽しそうに見えた。

　今朝、模擬戦を始めた頃は一〇名ほどしかいなかった冒険者たちも、気がつけば五〇名を越えており、五～一〇名ほどが束になってかかっているようだ。

「ぐふぉっ!?　なんじゃぁ!?」

「ランザぁ!!　しっかり足止めしとけよっ」

「無茶いうなやボケェ!!」

「ちょ、ジール、そこ邪魔っ!!」

　どうやらジールのパーティーも訓練に混じっているようだ。

　盾役のランザが足止めしている隙を突いてモロウが魔術で牽けん制せいしつつ、ジールが決定打を食らわせるという作戦だったようだが、シゲルの薙なぎ払はらいにランザはあえなくふっとばされ、巻き添えを食ったジールが魔術を放とうとしたモロウの邪魔をしたという状況らしい。

　シゲルはジールのパーティーだけでなく、さらに数人を相手にしつつ、彼らを上手くあしらっていた。

「シゲルどのー!!　それがしにも一手ご教示願いたいっ!!」

「おう！　どんどんこいー!!」

　乱戦が一段落ついたところでガンドとシゲルの一騎打ちが始まる。

　しかし、ほどなくシゲルの優勢が確定したところで、他の冒険者がガンドの支援に入り、再び乱戦が始まった。

（あのとき、ギルドに報告していたら……）

　もしあのとき、敏樹がギルドに報告していれば、この内の何人かはシゲルの手にかかっていたのだろうか。




「おおーい！　トシキさーん!!」

　訓練所の入口あたりから名前を呼ばれたのでそちらを見ると、敏樹にむかって大きく手を振るファランを始め、女性たちがいた。

「おう、どうした？」

　ファランを先頭に駆け寄ってきた女性陣に敏樹が問いかけると、彼女たちは困ったような、あるいは少し呆あきれたような表情を浮かべた。

「どうしたもこうしたもないよー。せっかくの休みなんだからお昼一緒にどうかと思って誘いに行ったら部屋にいなかったんじゃんかぁ」

　と、ファランが文句を言いながら頰をふくらませる。

　その脇から、ロロアが少しだけ心配そうな顔で敏樹の前に出てきた。

「ホテルの人に聞いたら、ギルドに行ったって……。私たちに黙って依頼を受けるんじゃないかって思って、慌てて来たんですけど……、訓練だったんですね」

「ったく。そういうときはちゃんと連絡くれよなぁ？」

　安あん堵どした様子のロロアに対し、シーラは少し責めるような口調だった。

「ごめんごめん。午前中のうちに帰るつもりだったんだけど、熱中しちゃってね。そうか、もう昼か……」

　そう言われて初めて、敏樹は腹が減っていることを自覚した。

「じゃあ、どうする？　いまからメシでもいくか」

「冗談！　あたしもあっちに混ざらせてもらうよ！　じゃーな、おっさん!!」

　と、シーラは訓練用の武具置き場目指して駆け出した。

「ちょとシーラ！　待ちなさい!!　まったく……。ではトシキさま、わたくしもあのおバカに付き合いますので」

「ん、わたしも行く」

　メリダとライリーもシーラに続いた。

「私も行ってみようかな。訓練用の大盾ってありますかね？」

「あるんじゃないか？　っていうか、ベアトリーチェって冒険者登録したの？」

「うふふ、実は昨日登録しておいたんです」

　得意げにそう言いながら、ベアトリーチェは濃茶の長い髪をさらりとかきあげた。

　どうやらヘアケアも上手くいっているようで、まっすぐな髪の毛はしっとりと艶つやが出ている。

「村の周りで魔物を狩ったとき、素材や魔石を保管しておいて、たまにこちらを訪れた際にギルドへ納品すれば、多少なりともお金になりますからね」

「なるほどな」

「では、いってきます」

　艶のある長い髪を揺らしながら、ベアトリーチェも武具置き場へと駆けていった。

「ほかのみんなはどうする？」

　ロロアとファラン、ククココ姉妹、クロエ、ラケーレがあとに残った。

「「うちらは見学やな」」

　と、ククココ姉妹がハモる。

「他の冒険者がどないな防具つけてんのかとか参考にしたいし」

「実際に戦たたこうとる動き見ながら、細かい調整したりしたいしな」

　戦闘中の動きを見るのは、防具や衣服を作成する上で参考になるのだろう。

　ククココ姉妹は連れ立って模擬戦の見える場所に移動していった。

「汚れたシャツが一枚……、汚れたシャツが二枚……」

　ラケーレはなにやらぶつぶつと呟きながら、ふらふらと吸い寄せられるように冒険者の群れに消えていった。

「私は食事の差し入れでも用意しましょうかね」

「あ、いいねー!!　ボクも手伝うー!!　おにぎりいっぱい作ろっ」

「え？　おにぎり……？　大丈夫かしら……」

「だいじょーぶだいじょーぶ！　父さんに言って上う手まいことしてもらうからさ、ギルドの調理場借りよーよ!!」

「ふふっ、それいいわね」

「あ、じゃあ私もお手伝いを──」

「ロロアちゃんはいーのっ！」「ロロちゃんはいーよ！」

「──ええっ!?」

　食事の差し入れを作ろうとするファランとクロエへ手伝いを申し出たロロアだったが、ふたりにきっぱり断られて驚いてしまう。

　言葉が重なったファランとクロエも別の意味で驚いて目を見開いたが、お互いに見つめ合ったあと、どちらからともなくクスクスと笑いあった。

「トシさんが訓練でお疲れでしょうから、ロロちゃんはそちらを労ってあげてくださいな」

「そうそう。こっちはボクたちに任せて、ふたりでゆっくりしときなよー」

　そう言い残して、ファランとクロエは訓練場から出ていってしまった。

「え、あの……。どう、しましょう……？」

　取り残されたロロアは敏樹に向き直ると、困ったように彼を見上げた。

「お昼まだなんだよね？」

「はい」

「だったら、ホテルに戻ってランチでも食べようか」

「あ、はい……。でも、いいんでしょうか？」

　ロロアは相変わらず眉まゆを下げたまま、訓練場に残ったメンバーや、ファランとクロエが消えていった入口あたりにキョロキョロと視線を彷徨さまよわせている。

「いいのいいの。今日は元々休みの予定だったわけだし。だから、昼飯食ったら部屋に戻ってダラダラすごそうか」

「あ、それいいですね」

　まだ少々迷うそぶりは見せたものの、敏樹の言葉で決心はついたのか、ロロアは笑顔でそう返事した。

　訓練場からは相変わらず喧けん騒そうが聞こえてきており、そちらに目をやるとシゲルを中心に、冒険者たちが乱闘に近い模擬戦を繰り広げていた。

　人と魔物という立場から、本来であれば命を取り合ったかもしれない者同士が、戦闘訓練とはいえ楽しそうにじゃれあっているような光景に、敏樹はふっと笑いながら息を漏らす。

　その中には、シーラやベアトリーチェたちの姿もあった。

　乱戦の隙間を縫って双剣を手に飛びかかるシーラ、シゲルの死角を突くように位置取りをしつつ矢を放つメリダ、あまり場所を移動せず隙を突いて魔術を放つライリー、そして訓練用の大盾を構えて正面から突撃するベアトリーチェ。

　少し離れた場所ではククココ姉妹が熱心に模擬戦を観察しており、どうやってかき集めたのか、ラケーレが薄汚れた衣服を両腕いっぱいに抱えて恍こう惚こつの笑みを浮かべている。

「トシキさん……？」

　動こうとしない敏樹を訝いぶかしんでロロアが声をかける。

「ああ、ごめん」

　その声をうけた敏樹は踵きびすを返してロロアに並び、訓練場を後にした。




　訓練場を出て一階に上ると、すでに話をつけたのかクロエが酒場の調理場でなにやら作業を始めていた。

　そしてギルドの入口に目を向けると、米俵を担ぐ作業員を引き連れたファランが丁度入ってくるところだった。

（ほんと、いろいろあったよなぁ……）




　それは一通の奇妙なメールから始まった。

　どこにでもいるしがないアラフォー男だった敏樹は、町田と名乗る女性の手で突如異世界へと飛ばされた。

　その後、四苦八苦したものの、膨大なポイントを得て便利なスキルを数多く習得し、異世界と日本とを行き来できるようになった。

　様々なスキルと日本の便利グッズを駆使して異世界の森を生き抜いた敏樹は、ロロアという心優しい女性に出会った。

　一度ロロアを山賊に攫さらわれかけたが、無事助け出し、さらに山賊のアジトへと忍び込んで囚われの女性たちを救出した。

　そして、ロロアの暮らしてきた集落の住人や、救出した女性たちと協力して山賊団を壊滅させた。

　平和になった集落を出てヘイダの町へとやってきた敏樹は、冒険者となった。

　のんびりと活動するつもりの敏樹だったが、あるとき黒いオークという未知の脅威に遭遇した。

　その黒いオークをなんとか自分たちだけで倒し、シゲルと名付けて子分にした。

「まぁちょっと無理はしたけど、いろいろ頑張ってよかったよな」

　と、敏樹は自じ嘲ちよう気味に薄く笑みを浮かべ、ふっと息を漏らした。

「何か言いましたか？」

「いいや。それよりさっさと帰ってメシにしよう！　腹減ったよ」

「うふふ、私もお腹ペコペコです」

　敏樹はにわかに騒がしくなり始めた酒場の喧騒を背に、にこにこと微笑みながら隣を歩くロロアと冒険者ギルドを出て、ふたり並んで町の中を歩き始めた。
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　高卒とともに郷里の香川を旅立ち、大阪でバンド学校に通いながらミュージシャンを目指した平ひら尾お青年は、適当に学校をサボりながら同郷の友人と音楽活動に勤いそしんでおりました。そんなある日、大阪で出会ったよくわからない知り合いからふとこんなことを言われます。

「平尾くんは物語とか書くといいよ」

　突然のアドヴァイスに平尾青年大困惑です。なにせ当時の私にとって読書と言えば漫画でしたから。小説を読むようになったのは二十歳を超えてからのことですし、学生時代小論文は大得意でしたがそのことを誰かに話したこともなかったので、あのときの彼が一体何を思って私に物書きを勧めたのか、いまなお謎のままです。ただ、去年書籍化が決まったとき、ふとこのときのことを思い出したのでした。いまとなっては連絡先も知らないような縁遠い方ですが、もし何かの機会に再会することがあれば、是非当時の心境を聞いてみたいものです。まぁ、案外言った本人は忘れてたりするんですけどね……。

　はい、というわけで一巻に続きどこに需要があるのかわからない自分語りで始めさせていただきました。お世話になっております。作者の平尾正まさ和かずです。おかげさまで二巻を出すことができました。

　さて二巻ではついにヒロインのロロアを始めとするファンタジー世界の住人が敏とし樹きの実家を訪れることとなりました。お気づきの方がいらっしゃるかもしれませんが、彼の実家ってのは私の実家なんですよ。町並みとかそういうのは自分の家の近所を参考にしながら書いてます。なので、作中に登場するお店なんかも実在のモデルがあったりするわけです。

　なので、自分で書いといてなんですが「おお、ここでロロアが大はしゃぎしとったわけやな……」なんてことを考えながら、街を歩くのがちょっと楽しくなったりするわけですよ。

　あと二巻にはウェブ版でも好評だったシゲルが登場します。敏樹の子分ですね。褐色の肌のシゲル氏ということで、まぁなんとなく誰をモデルにしているのか想像はつくかと思いますが、そのあたりのことは三巻のあとがきでちらほらと書いていければと思います。たぶん三巻のあとがきではバンドでヨーロッパを巡ったときのことを書くような気がします。それが実はいまの物書き業に深く関わってきますので。そして先ほどのシゲル氏についてもちょこっと……。

　そのためにはこの二巻をしっかり売って、続刊につなげないといけませんね！

　では最後になりましたが各方面に感謝を。

　今回も素敵なイラストを描いてくださった吉よし武たけさま、ありがとうございます。正直メリダに関してはロロアと服装がかぶるんじゃないかと密ひそかに不安をいだいていたのですが、素敵な衣装でばっちり差別化しただけでなく、表紙のセンターを飾れる逸材となりました。下着姿も最高でした。

　担当様、いつも的確なアドヴァイスありがとうございます。私ひとりじゃまともな商業作品なんて書けませんから、これからもよろしくお願いします。

　そして一巻を続刊につながるレベルまで売っていただいた営業の方と書店のみなさま。本当にありがとうございます。ミュージシャンとして千枚二千枚のＣＤを売るのに苦労した経験のある身としては、ほぼ無名の新人作家の本を数千部売るなんてことがどれだけ大変か、身にしみてわかっておるつもりです。ご苦労をおかけしますが、二巻も引き続きよろしくお願いします。

　最後に本書を手に取っていただいた読者のみなさま、本当にありがとうございます。今後も期待を裏切らぬよういい作品を書いていきますので、引き続きよろしくお願いします。








平尾正和

MASAKAZU HILAO

シベリアンニュースペーパーというバンドでドラム＆パーカッションを担当しておりましたが、家庭の事情で実家の香川へ帰郷し作家活動を開始。活動休止していたバンドが昨年からじわじわ動き始め、作家としても無事続刊に漕ぎ着けた２０１８年、どうやら二足のわらじが火を噴きそうな予感。今後は積極的に露出を増やしていこうと思っておりますので、どこかでお見かけの際はよろしくお願いします！
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